
一
転

ｰ

＝

卜

一

凸一

一

声

本 体育
〈
室学日

－

心 理学専門分科会会報

第13号（通巻第41号）両

一
｝
一一

〆

〆
一

一

一 ー

陵一一一，§‐
ー1－

－ｰ一

一

＝

』
一

戸

ヨ

ー

■■L一一

声

戸

＝

『

--=一

寺

K

＝

？
■
庁
Ｂ
ｒ

戸

一
一
一』

西
暦
一
『

4
一

＝

■

ー

一

三 ＝ヨー
ニ

’
ｰ 一

一

体育心理学専門分科会畦
？
ｊ
軍
阪

一

『
一

一
戸
一

2001年8月発行
一

一
一
一

＝

一
■■■■

ー一

一

一
三言 一

跨ら－

’
盲

L--.,－－



日本体育学会体育心理学専門分科会会則

第1条本会は日本体育学会体育心理学専門分科会と称する．
第2条本会は体育・スポーツに関する体育心理学研究の発展のため，会員相互の情報交換を行い，研究

と実践を推進することを目的とする．

第3条本会は第2条の目的を達成するために次の事業を行う．
（1）研究会の開催
（2）会報の発行

（3）会員の研究に資する国内，国外の情報の収集と紹介
（4）その他，本会の目的に資する事業

第4条本会の会員は本会の趣旨に賛同する者で，本会の会費を納入した者とする．
第5条本会に次の役員を置く．
（1）会長1名
（2）運営委員若干名

第6条本会の会長の任期は2年を原則とする．ただし，運営委員は留任を妨げない．
第7条本会の会議は総会と運営委員会とする．
第8条総会は，次の事項を審議決定する．
（1）会長および運営委員の選出
（2）事業報告および収支決算
（3）事業計画および収支予算
（4）会則の改正
（5）その他

第9条総会は年1回，日本体育学会の開催地で開催し，当日の‘出席会員をもって構成する．
第'0条会長は運営委員の投票により互選する．会長候補者が過半数に満たない場合は，出席会員の3分
の2以上の賛成によって決定される．

第ll条会務の執行は，運営委員と協議のうえ事務局が担当する．
第12条本会の経費は会員の会費（年額1000円),日本体育学会の補助金ならびに寄付金の収入によって
支出する．

第13条本会の会計年度は日本体育学会終了日より翌年の体育心理学専門分科会総会までとする．
第14条本会の事務は事務局で行い，平成12年学会終了時から平成16年学会終了時の4年間，名古屋大
学総合保健体育科学センター（〒464-8601名古屋市千種区不老町,TEE:052-789-3952FAX:
052-789-3957）に置く．

平成12年10月9日施行．

体育心理学専門分科会の役員

任期：平成13年4月1日～平成15年3月31日
会長：徳永幹雄
運営委員：1．阿江美恵子7．猪俣公宏

2．荒木雅信8．石井源信

3．調枝孝治9．伊藤政展

4.藤田厚10．伊藤豊彦
5．船越正康11．近藤充夫
6.橋本公雄12．工藤孝幾

中込四郎

岡沢祥訓

佐久間春夫

杉原隆

竹中晃二

徳永幹雄

和田尚

山本勝昭

山本裕二

吉田茂

(ABC順，敬称略）
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はじめに

日本体育学会体育心理学専門分科会

事務局代表西田保（名古屋大学）

I

昨年の日本体育学会第51回大会（奈良女子大学)体育心理学専門分科会総会

で承認されましたように，平成16年日本体育学会までの4年間という期限付き

で事務局を引き受けることになりました．前事務局（筑波大学）のこれまでの

献身的なご尽力に対しまして，厚く感謝申し上げたいと思います．名古屋大学
としましては，アテネオリンピックまでの道のりですが，途中棄権せずに確か

な歩みで進んで参りたいと思います．よろしくお願い申し上げます．

さて，慣れない編集作業ではありましたが，名古屋大学が事務局になって初

めての会報を発刊しました．内容としましては，これまでの会報の伝統を継承

しまして，特別寄稿，日本体育学会第51回大会の報告,関連研究会の活動報告，

今年度学会大会のご案内，学位論文の紹介，研究室の紹介，海外情報，そして
事務局報告と致しました．今後は，会員の皆様の斬新なアイデアを取り入れて
いきたいと思っていますので，ご意見など事務局にお寄せ頂ければ幸いです．
ご承知のように，今年の日本体育学会は北海道大学で開催されます．3年ぶ

りにシンポジウムを企画しました．テーマは，「体育授業における体育心理学の

役割～からだと心の教育を考える～」であります．新世紀という節目でもあり
ますし，また来年度から施行される新学習指導要領を前にして，この機会に体

育心理学の原点を考えてみてはいかがでしょうか．また，キーノート・レク

チャーは，徳永幹雄先生（九州大学）にお願いしました．「体育・スポーツにお

ける心理尺度開発の動向と展望」と題しまして，先生が長年蓄積されてこられ

た情報や知見について興味深いお話を頂けるものと期待しています．

本会報の発刊にあたりましては，多くの方々 に快く原稿を頂くことができま
した．深く感謝申し上げます．また，会員の皆様には，今後とも専門分科会活
動に積極的にご協力頂きますようお願い申し上げます．

平成13年8月
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特別寄稿1

加齢とともに発達する眼

見る事象の複雑さ

大修館書店から「スポーツと眼｣のタイトルで本

を出版したのが1992年だから，かれこれ一昔前に

なる．この分野の研究に入るキッカケだったのは，

はじめたときの先生が動体視力とタイミングの研

究をしていたことにあるが，コンタクトレンズも

ない学生時代，ボゥーとおぼろ月のようにかすん

で見えるバレーボールを相手に苦労した視力の悪

さに遠因があったのかもしれない．

スポーツと眼の研究は隙間研究である．これま

で誰もやってこなかったエアポケットだったし，

今でも隙間研究であることに変わりがない．隙間

だけに研究の王道ではない．体育心理学の細分化

コードはどこにすればいいのか，いつも迷う．

隙間だから光りのあたり具合でチラシと明るく

なるときがある．それは決まってプロ野球の開幕

前である．メディアからはプロ野球選手の動体視

力はどうなんですか，動体視力を鍛えれば打てる

ようになるんですかという質問が増えるのもこの

時期である．わずかな知識をもとに推測を一杯膨

らませ，足裏診断にならないように言葉を選んで

答えはするが，「わかりません」としか言いようが

ないというのが本音である．

この分野の研究に着手する際，スポーツと眼や

視覚，認知に関するものなら手当たり次第何でも

やろうと思った.大学教員である以上,研究らしき

ものをしなければならない．しかし私大である．教

石垣尚男（愛知工業大学）

養部教員の研究費の少なさはとても研究費とは呼

べないスズメの涙も枯れる額である．

そうなると大掛かりな実験は無理である．研究

費で買える装置は限られている．オリジナルな実

験のためには装置を工夫するか，自作する以外に

ない．科研費申請や共同研究という手段も最大限

利用する.共同研究の手伝いをしながら,わずかの

隙間をぬって高額な装置を借用して実験すること

もあった．

眼という言葉の持つ意味は複雑である．眼，眼

球，視力，見る，感覚，知覚，認知，眼力，目利き

….思い浮かぶ言葉は無数であり，とりもなおさず

見る事象の複雑さにある.あるとき,研究をすすめ

るにあたって，窓口である眼球と感覚がすべての

ベースになり，この知見をつまないと前にすすま
ないことがわかった．

医学では眼科の分野である．しかし，たかが眼球

と感覚と思っていたが,きわめて複雑である.隙間

であった理由はここにある．さらにスポーツとの

関りとなると結局は脳につながることである．脳

との関係は私の｢脳力｣では不可能であることがす

ぐに理解できた．

眼の体力を測る

そこで，なぜそうなるかの因果関係はさておい

て，スポーツと眼に関る事象の整理にとりかかっ

た．「なじかは知らねどローレライ」というわけで
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ある.整理してみるとスポーツと視力,スポーツと

動体視力，スポーツと視野,その他には瞬間視,眼

球運動,色,錯視,利き眼,スポーツビジョントレー

ニングなど様々な事象があり，いずれもほとんど

研究がおこなわれていない分野であった．これを

まとめたのが,「スポーツと眼｣というわけである．

なぜか因果はわからないがこういう関係があっ

たというのは研究ではないと指摘されることがあ

る．たしかにそうかもしれないが,いろいろな進め

方があっていいのではないかと思う．私自身じっ

くり考えてから走り出すタイプではない．走り出

しても考えないタイプだ．万事アバウトでいい

じゃないかと考える性格には，走っている方向が

間違っていないという確信が持てれば，ゴールの

遠さは気にならない，

今，興味をもっていることが2つある.1つはス

ポーツビジョンである．スポーツビジョンはアメ

リカで生まれたものである．アメリカにはオプト

メトリスト(OptometriSt)と呼ばれる検眼や視力矯

正,視機能訓練を専門とする職種がある.検眼医と

でもいう職種であり，ドクターである．ここが最初

にスポーツビジョンの言葉とコンセプトを考えて

いる検眼，矯正，眼機能トレーニング，保護の4

つのコンセプトがあり，いわばオプトメトリスト

のビジネスの1つである．それゆえ，医者のさじ加

減の部分があり，研究に値するデータがほとんど

ないのが困る．

もともと眼科の分野だが,検眼を測定に,眼機能

トレーニングをスポーツビジョントレーニングと

置き換えてみればスポーツの方向からアプローチ

できるのではないか．そこで検眼を測定に置き換

えていわば眼の体力を測ってみようと考えた．体

力には筋力のほかに持久力,平衡性,敏捷性などい

ろいろな要素があるように，眼にも視力の他に動

体視力も，視野の広さも，瞬間的な認知力も眼の能

力ではないだろうかという発想である．

そのためにDVA動体視力計を考案したり，周辺

視野や眼球運動などを測定できるソフトを開発し

た．これまで眼といえばイコール視力．視力のよし

あしから前にすすまなかったが，一歩前進したと

思っている．

眼機能トレーニングでは医者しかできない．こ

れを誰でもできるスポーツビジョントレーニング

にすればいい．もっとも，スポーツビジョントレー

ニングはまだ提案の段階である．基本的な考えは

各スポーツにおいて，見る特性とスキルをリンク

させようという発想である．

たとえばサッカーであれば視野の確保．ボール

コントロールしながら周囲も同時に見るという練

習メニューを考え，リフティングでもパスでもあ

らゆる基礎練習の中に盛り込むと言う提案である．

野球であればボールの追跡．高速ボールに対して

眼をつけ，野球のスキルとリンクきせる練習の提

案である．

研究室の理論だけでは現場では役立たない．「理

屈はわかった．ではどうすればいいのか」というス

ルドイ質問に何度も窮した．これに答えなければ

ならない．現場では科学的に証明されているかは

求めていない，それを待っていたら前にすすまな

い.大まかな方向が間違っていないなら，いいと思

うことは実践してもらおうという発想である．こ

の分野は実践があって，その経験をもとに理論が

後からついてくるように思う．

衰える眼，発達する眼

2つめは子供の発達過程である．いろいろな能力

には共通することがある.DVA動体視力，眼球運

動，周辺視野などは10歳ごろまでに急速に発達す



ることである．学年を追うごとに発達するが,6年

生ではまだ成人のレベルに達しておらず,15～18

歳ぐらいでほぼ完成するのも共通している6歳ま

でに完成する視力に比べると発達期は遅い．ス

キャモンの発達曲線に乗っているのは神経系由来

だからであろう．

興味深いことはこの年代の個人差が大きいこと

である．すでに小学校低学年で成人のレベルの子

供がいる．かと言えば,小学生よりレベルが低い大

学生がいる．なぜ小学校低学年で大きな個人差が

あるのか興味がつきない．うまれつきなのか学習

経験によるのか．もっともこれは，あなたの学力は

生まれつきですか，学習ですかと訊かれたような

もので，当分答えが出ない問題である．

これらの能力のピークは20歳前後にあるその

後，悲しいかな中年になると小学生のレベルまで

低下し，高齢者では小学生のレベルより低くなる．

もっとも能力の衰えはよほど感覚の鋭い人でない

と自覚できない．20年，30年というスパンをおい

ての感覚的低下は自覚できなくて当然だろう

3

しかし,衰えが歴然とわかるのがある.老眼であ

る．近くのものが見えない．ああ，いよいよかと誰

しも思うが悲しむことはない．老眼は人生順送り

の象徴である．誰もが避けて通れない．

若い頃は遠くも近くもはっきり見えた．しかし，

見えたのはものの形であり，色というものの表面

である．加齢にともなって確かに見にくくなる

が,若い頃には見えなかったその奥も,裏までも見

えるではないか.とすれば,むしろ眼はよくなって

いると考えればよい．人には加齢にともなって発

達する眼があるのである．それを眼力とか,洞察力

とよぶ．

表面を見る眼から本質を見極める眼まで．これ

こそ眼の意味する奥深さである．スポーツでいう

ところの眼も同じであろう．スポーツでは状況判

断力と呼ぶ．タイムリーに最適なスキルを発揮す

る選手を眼がいいという．ここにスポーツにおけ

る眼の本質がある．この眼を測り，鍛えることがで

きるのか次の課題が少し見えてきたように思う．
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特別寄稿2

スポーツと教育

来年のFIFAワールドカップ開催を前に,5

月30日から6月10日までコンフェデレーショ

ンズカップが行われた．

この大会は,各大陸のチャンピオン国（アジアで

いえばアジアカップのチャンピオン）とワールド

カップ開催国の日本・韓国が参加し，世界のナン

バーワンを決める大会であった.とはいっても,参

加した国は，ヨーロッパのリーグ戦が佳境に入っ

た時期で，ベストメンバーを揃えて戦ったわけで

はなかった.やはり，来年が名実ともに世界一を決

める時なのである．

このプレ・ワールドカップ的意味合いの大会で，

サッカーファンではない一般の方々も，これまで

は味わうことの出来ないサッカーの試合の醍醐味

を満喫できたのではないかと思う．たとえば,新装

のカシマスタジアムで行われたブラジル対カメ

ルーンの試合．日本国内ではこれまでお目にかか

れない対戦カードだが，日本代表が絡んだ試合と

は違ったサッカーの迫力，面白さを感じることが

出来たのではないだろうか．

海外のチームが来日し，練習や試合を見るたび

に思うことだが，やはり選手として世界的な舞台

でプレーしている選手は，“大人”である．

【サッカーは子供を大人にし,大人を紳士にする

スポーツである】

ドイツにはこんな格言があるが，おそらく音楽

の次にワールドワイドなこの文化は，人格の向上

加藤久（東京工業大学大学院）

にも大きな影響を与えるということであろう．ま

た，サッカーの勝敗は，技術やチーム戦術，体力の

争いのように思われがちだが，実はチームや個人

の成功は，人間そのものの成長度に大きく依存し

ていると捉えることもできる．

私は小学校5年生,11歳からサッカーを始め，

Jリーグの開幕した翌年(1994年)38歳まで

28年間いわば選手としてサッカーと関わってき

た．この間に私がどう変わってきたのかを考える

と，サッカー選手としてのプレーの中身だけでは

なく，やはり人間としてどう生きるかのレッスン

も数多く受けてきたように感じている．その結果，

自分らしい生き方，自分自身の価値観が醸成され

たことは確かだ．

よく，人との出会いで人生が変わると言われる

が,私の場合特に，大学時代の恩師・堀江忠男先生

には大きな影響を受けたように思う．とにかく早

稲田でサッカーをやりたくて早稲田一本に絞って

受験し,無事合格してサッカー部の門を叩いた.当

時のサッカー部長兼監督であった堀江先生は，ベ

ルリンオリンピック当時の日本代表選手．政治経

済学部の教授であり経済学博士で，まさに文武両

道の人だった．

堀江先生が"サッカーゼミ”と称したサッカー部

の初ゼミ．先生はいきなりこう言われた．

「世の中ではスポーツと学問は両立するかどうか

などと議論しているが，そんなものは両立するに



決っている．できない奴は,工夫と情熱が足りない

んだ.」

背中に電流が走ったような衝撃だった.中学･高

校時代，部活動と勉強の両立は大変だったという

思いが強かったが,この言葉は，自分の真っ白な心

にしっかりと刻み込まれた．‘両立するに決ってい

る．工夫，そして情熱”これが自分の人生の指針に

なってその後の歩みにあまり迷いはなくなった．

なぜ私が先生の言葉に強い衝撃を受けたか．や

はり，先生自身がその考え方を身をもって実践し

てきたという事実，そこから出た迫力が言葉の背

後に感じられたからだと思う．言葉ではなく言霊

だったのかもしれない．

また，この言葉の裏には，“自分自身を律するこ

とが出来なければ一流にはなれませんよ”そうい

うメッセージが含まれている．工夫と情熱があれ

ば困難な目標も達成される．それには自分を律す

ることが不可欠だと．

私が海外の一流選手に接して"大人だ”と感じる

部分は，自分を律するセルフコントロールの能力，

この能力が長けているということだ.また,彼らは

間違いなく優れた社会性を持っている．

たとえば，ファンに接する態度練習後，嫌な顔

一つせずに最後までサインのペンを走らせる．マ

スコミにマイクを向けられれば，気の利いたセリ

フがすぐ、出てくる．立ち居振舞いに落ち着きが感

じられるのだ．サッカーの技術や個人の戦術的能

力に感じる差よりも，こうした人間の基本的な振

るまいに関して感じる差のほうが大きい．

1998年フランスワールドカップの直後，私

は単独でヨーロッパのクラブチームの練習に参加

した．その時もやはり“大人”のサッカー選手との

出会いがあった．

イングランドのアーセナル，フランスのパリ・サ

5

ンジェルマンなどのチームを回ったが，最初に

行ったパリ・サンジェルマンのクラブハウスで,見

知らぬ私に選手が必ず手を差し伸べて握手してく

れた.当時アラン・ジレスという元フランス代表の

名選手が監督をしていて，彼との関係でそのクラ

ブの練習に参加することが出来たのだが，特に選

手全員に私が紹介されたわけではなかった．しか

し，どの選手も“ボンジュール"そう言って挨拶し

ていく．

彼らにしてみれば，私はなぞの東洋人ぐらいに

しか見えなかっただろうと思う．しかし,そんな私

にもクラブハウスに入って来た人間として，きち

んと挨拶は欠かさない．日本のクラブハウスでは，

紹介を受けた人間ならまだしも，どこの誰か分か

らない人間に，あそこまで丁寧な挨拶をすること

は稀だろう．

握手され,挨拶されて気分の悪い人間はいない．

むしろ私は大変良い気分にさせてもらった．こう

いうことが自然にできるということが，実は教育

の最も大切な部分であり，子供を大人にするとい

うことにつながるのではないかと思う．

日本においては，教育の一環として行われる体

育の中では,規律正しさ,礼儀が問われる．しかし，

体育から一歩踏み出してクラブという形態でス

ポーツを行う時には，楽しさを追求することが重

要であると考える．

息子をサッカークラブに入れていた母親が，

コーチに｢挨拶をしっかりさせて下さい｣と頼んだ

ところ，「ここはサッカーを教えるところで，教育

するところではありません」と逆にたしなめられ

てしまった．私はそんな話しを聞いたことがある

が,ヨーロッパのクラブでは,こんなことはまず考

えられない．もちろん,基本的な裳は家庭で行われ

るが，子供に対する教育は社会全体が担うのであ
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る．

私は,スポーツをする場が,学校であってもクラ

ブであっても，それを行うのは人間なのだから，人

間として教えなければならないことは，スポーツ

を行う場に関係なくきちんと教える．そう単純に

考えれば良いのではないかと思っている．

学校では教育という目的のためにスポーツがあ

り，楽しむことは後回し．クラブでは，楽しむとい

う目的のためにスポーツがあり教育はいらない．

スポーツあるいは体育とは何かの議論でよく出て

くる考え方である．

この考え方には，スポーツをやるのが人間であ

るという基本的な視点が欠けている．スポーツを

行う場やプレーの向上ばかりに焦点をあてるので

はなく，人間そのものに焦点をあてる．そうすれ

ば，指導的立場にいる人間が何をやらなければな

らないのか，つまり生徒や選手にどうアプローチ

しなければならないかは自ずから見えてくるよう

に思う．

海外のサッカークラブの育成は極めて教育的で

ある.意外に思われる方もおられるだろうが,サッ

カークラブは，サッカー選手を作るところではな

く，社会に出て自立できる人間を育てるところだ

という考え方が貫かれている．実際多くのクラブ

では人間教育に非常に力を入れている．

たとえば，スペインのバルセロナにある名門

チームFCバルセロナのユースチームの寮では，

学校に行く時間,練習の時間以外に,様々な講座が

開かれる．この寮は“マシア”と呼ばれているが，

マシアにいる時間に,たとえば,IOC会長のサマ

ランチがスポーツについて語り，フラメンコの有

名ダンサーが自分の人生について語る．また，“栄

光と挫折”“スポーツマスコミ”“体と栄養”などと

いった，様々な内容の講義が行われている．

13歳く｡らいから20歳前まで，こうした講義

を受けた選手は，選手として“プレー”を向上させ

るだけでなく，プレーの土台にある‘‘人間性”を磨

くのである．

イングランドのアーセナルでは，トップチーム

の選手のスパイクをユース選手が一生懸命磨いて

いた.次々にピカピカにしていく．もちろん皆当た

り前だという顔をしてやっているのだ．この光景

は，イングランドのクラブではよく見かける光景

である．

少年期の選手に何を要求するのか．これは国に

よって，あるいはクラブによって多少違いがある

が,プレーの楽しさや完成度よりも，集団で行動す

る際の規律や選手の社会性に関して非常に厳しい

要求をするという点では，どこも共通している．

個人が自由を主張する時に，必ず責任を要求す

るのと同じような関係がそこに見られる．

学校でもクラブでも，青少年期，いわば育成の段

階にある子供たちのそばには，つねに“教育，，があ

るのは当たり前である．子供たちがスポーツを楽

しむことと，その子供たちに教育的配慮をほどこ

して"大人”に育てることを同時に実現することは

決して難しいことではない．私はそう思っている

のだが．

「スポーツは子供を大人にし，大人を紳士にする

優れた文化である』

日本でもスポーツをこう表現してもらえる日が

来てほしい，そう願っている．
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キーノートレクチャー

運動制御の階層秩序

司会：関矢寛史（広島大学総合科学部）

演者：調枝孝治（広島大学総合科学部）

平成12年10月9日（日）に，奈良女子大学記念

館において,調枝先生を演者にお迎えし，キーノー

トレクチャーを開催しました．この記念館は,以前

は講堂として使われ，現在は重要文化財に指定さ

れており，明治42年の奈良女子大学創立以来，全

く変わらぬ景観を保つと言われています．この由

緒ある建物に,学会最終日であるにも関わらず,運

動制御・学習研究の古くて重要な問題に新しい観

点から切り込んでこられた調枝先生のレクチャー

を聞くために，多くの研究者が集まりました．

キーノートレクチャーの冒頭では，まず司会で

ある私から調枝先生のご経歴を，ごく簡単に紹介

させていただきました.調枝先生のご経歴は，この

体育心理学専門分科会会報の前号（第12号）に本

レクチャーの要旨と共に，「体育心理学研究以前の

話」というタイトルの特別寄稿文として,調枝先生

ご本人が執筆されていますので，詳しくはそちら

をご参照ください．調枝先生は，広島工業大学,横

浜国立大学に勤務された後，昭和50年より広島大

学総合科学部および大学院生物圏科学研究科にて

教鞭をとられてきました．また，平成2年には，ブ

ラジルのサンパウロ大学体育学部大学院客員教授，

そして，中国の上海体育学院招聰教授として運動

学習の講義をされました．また，学会においても，

日本体育学会体育心理学専門分科会理事，日本ス

ポーツ心理学会理事などの要職を歴任され，平成

11年には，第3回日本スポーツ心理学会賞を田島

誠氏(当時,広島大学大学院生物圏科学研究科D3,

現在は川崎医療福祉大学講師）との共著において

受賞されています．

調枝先生は，平成12年度を最後に，広島大学総

合科学部を退官されますが，ご退官の年度という

こともあり，講演や執筆など例年にも増して大変

にお忙しい一年を過ごされていらっしゃいます.8

月に広島大学で開催された日本運動学習研究会で

は，「逆問題としての運動学習」というテーマで3

時間に及ぶ特別講演をして下さいました．また，9

月に札幌大学で開催された日本スポーツ心理学会

では，シンポジウム「スポーツ心理学研究の発想

法」の司会者として，ご自身も講演をされました．

調枝孝治氏
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そして,10月の本学会のキーノートレクチャー｢運

動制御の階層秩序」と立て続けに講演を依頼され

たことになります．しかし,すべての講演を聞くこ

とができた私が改めて驚かされたのは，毎回異な

る内容のお話しをされるということです．もっと

も，本流をなすお考えは一つなのだと思いますが，

それを多様な角度から，毎回新しい図表やイラス

トを用いて説明される，その情報量の多さにはい

つも圧倒されてきました．

また，「レクチャーとは講義のことだから，この

キーノートレクチャーも大学の講義と同じように

やるよ」と事前に言われていた通り，聴衆の中の2

名に抜き打ちでお願いしてステージに上がっても

らい,黒板を使った2種類の運動学習実験のデモン

ストレーションまで行われました.講義の内容は，

多様性,複雑性，階層性,秩序，フィードバック制

御，適応制御，自己組織制御，創発などといった学

際的なキーワードが目白押しの難しい内容であっ

たにも関わらず，調枝先生のユーモアあふれるお

話しと，実験まで飛び出すユニークな内容に聴衆

も聞き入り，1時間半を越すキーノートレクチャー

もあっという問に終わってしまいました．そして，

調枝先生が私たちに最も伝えたかったメッセージ

は,体育心理学の枠内にとどまらずに，アンテナを

もっと外に向けなきいということであったように

感じました．私自身も含めて研究方向を模索して

いる比較的若い世代の研究者にとっては，この上

ない発奮材料になったと思います．調枝先生は,平

成13年度から大阪体育大学にて教鞭をとられます

が,これからも日本の運動制御･学習研究の道標と

して，我々 によい刺激を与えていただきたいと思

います．

調枝孝治氏（左から2番目）と司会の関矢寛史氏（左から3番目）
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キーノートレクチャー傍聴記

金木犀の花が香る奈良の都で,運動学習･制御の

研究に長年従事されている調枝先生の講義を大変

興味深く拝聴させていただいた．この講義の内容

を一言でいうなら，運動の複雑性,すなわち運動の

質を考えるためには，連動の階層秩序を解明しな

ければならないということになろう．

いざ考えてみると，人はどのように運動を制御

し，学習しているのか？この疑問に対しては，

ちょっとイメージしただけでも，さまざまな回答

が用意できる．しかし，運動の質を問われたとき，

その答えを出すことは大変難しい．講義の抄録に

あるように，運動には，多様性（量）と複雑性（質）

の2つの次元があるが,今までの研究は,主に運動

の量（多様性）が扱われてきたしかし，これから

は難しいながらも運動の質を取り上げ，運動構造

の階層レベルがどのように向上し遷移するのか，

レベル間の分離と結合はどのような構造になって

いるのか，さらにレベル内一レベル間の交互作用は

どのように行われているのかなどの問題に取り組

む時期に来ているのではないだろうか．

当日の講義は，まず運動の2つの次元(多様性と

複雑性）の定義がなされ，それに引き続いて，さま

ざまな人間行動の階層構造についてのモデルが解

説された次に，運動制御の階層性について，

フィードバック制御→適応制御→自己組織制御と

いうモデルが提示され，それぞれのステージの特

徴とその制御過程におけるパラメータ（制御，構

造，秩序パラメータ）の説明が行われた．さらに，

先生が長年実験されている系列パターンに対する

兄井彰（福岡教育大学）

追従の学習を例に挙げ，その学習過程が｢無反応」

｢誤反応」「正反応」「予測反応」と遷移し，運動の

制御過程に階層的相転移が見られることが解説さ

れた．また,体育は理論と実践ですからと，フロア

から被験者を壇上に上げ，線引き課題と両手協応

動作の簡単な実験(実技)が行われ,各制御過程の

デモンストレーションが展開された.最後に,階層

的相転移の説明原理として,｢境界制御｣｢固定され

た規則と自在な戦略｣｢構造の解体と保存｣｢冗長性

の減少による秩序形成｣などの理論が紹介された

先生の言葉で，「自分の研究対象は階層構造のど

このレベルかということを意識化することが大切

である」が一番印象に残っている．また，講義の締

めくくりに,先生は,研究の方向性の重要さを示唆

するWalTenS.McCullochの「私の指をかまないで

下きいI指の指し示すところを見て下さい！」と

いう言葉を引用された.この二つの言葉から，あら

ためて自分の研究の位置づけと方向性について自

覚することの重要性を感じ取った．

今回の講義は，司会の関矢先生の言葉をお借り

して表現するなら，運動制御の階層制御について，

｢体育学以外の多領域の研究に言及された多様で複

雑な内容を解りやすく，楽しく」解説された講義で

あった.先生のウイットに富んだ絶妙な語り口に，

知らず知らずのうちに訓枝ワールドに引き込まれ

ていった．聞き終えた後，もう少し，他の領域の勉

強をしようと思ったのは私だけであろうか？今後，

きっと調枝先生の指が指し示す方向に多くの人が

目を向けることになるのではないだろうか．
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一般研究発表

口頭発表（座長報告）

演題番号037EOOOO1～037EOOOO3座長遠藤俊郎（山梨大学）

｢60．70歳代女性の睡眠を中心とした健康調査分析一連続一週間の質問紙票からの検討一」

石山恭枝（東京大学）

｢韓日高齢女性に対する体格および形態の比較」

申範撤（韓国体育大学）

｢幼児・児童の運動能力の発達と体育教室での行動との関係」

多田立美（カワイ体育教室）

第50回という記念大会に引き続き20世紀最後と

なる第51回大会においても，筆者は大当たりと言

うべきか初日の第1セッションの座長を割り振ら

れた．

第1セッションは3題の発表があったがいずれ

も測定評価に関連した報告であった.発表開始前

に発表者から本来は測定・評価専門分科会での発

表を希望したが大会事務局から体育心理学専門分

科会に回された，とクレームともつかない申し出

があり対応に苦慮したが30名程度のフロアーが見

守る中，定刻通りに発表を開始した．

石山氏らの報告は，女性中高齢者の日常生活の

諸活動と睡眠との関係を明らかにすることを目的

としていた．平均年齢68.2歳の女性90名を対象に

アンケートを実施し，7割の対象が健康維持増進

につながる活動を行っており，生活リズムが確立

し，さらに,ボランティア活動など社会的活動にも

参加する等健康的な日常生活を送っていることを

示唆し，また，睡眠に関連して，1週間の起床．就

床時間,睡眠時間の平均値等を報告した．しかしな

がら，本研究の目的とするところの日常生活の諸

活動と睡眠との関係に関しては，方法の中でもク

ロス集計を行うと明記してあるにもかかわらず結

果としては何も言及されておらず，研究全体に暖

昧さが残ったことは残念であった‐1998年度にも

同様な調査を実施しているようであるが今後綿密

な研究計画と結果の整理．分析が望まれた．

韓国体育大学の申氏らの報告は，韓国と日本の

高齢女性について体格と形態に差が見られるかを

年齢別に比較検討したものである．65～84歳の韓

国女性165名，日本女性147名を対象に測定を行い，
体格的には韓日間で類似性の高い傾|句が認められ

ること．さらに,加齢に伴う体格と姿勢の悪化傾向

の可能性が示唆され，これは特に韓国高齢女性の

方が顕著であったことを報告している．測定対象

となった日韓女性のプロフィールが不明であり，

比較条件の統制に若干の物足りなさを感じたが，

65～84歳の対象を4群に分け群間の差の検定を行

う等結果の処理に関して堅実苔を感じる報告で

あった．

多田氏らの報告は，男・女児童，幼児合わせて

23,032名という膨大な対象に関して指導者による



行動傾向の観察チェック（6尺度から構成）と運動

能力の評定（3種目を測定）を行い，両者の相関関

係を検討したものである．しかしながら,評価者1

名が対象10～15名の行動傾向を評価するという方

法をとっていたが,500名にものぼる評価者の評価

の均一性や妥当性に関しては全く検討されていな

かった．さらに,相関を求めた2万人を越えるサン

プルサイズから考えると運動能力と行動傾向の各

尺度間に有意な相関係数が得られて然るべき所を

半数以上の尺度間で有意な係数が得られていない

という結果に対してフロアーからも疑問が提示さ

れたことは真鐙に受け止めなければならないと思

われる．さらに，連動能力と行動傾向の関係につい

て相関関係のみで検討しようとしていたが，例え

ば行動傾向の各尺度得点を独立変数，運動能力得

点を従属変数として処理する等，結果の整理に関

して更なる工夫が望まれた．

|
石山恭枝氏
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演題番号037EOOOO4～037EOOOO6 座長佐々木万丈（仙台電波工業高等専門学校）

｢競技大会出場時の選手の心理と心理的サポートの効果一アジア大会（1998年）出場の男女

ホッケーチームを対象として一」阿江美恵子（東京女子体育大学）

｢大学運動選手におけるバーンアウトの発生要因に関する研究」

榊淳一（日本体育大学大学院）

｢体操競技選手における試合前の不安度-IndividualZonesofOptimalFunctioning理論の検
証一」 津田真一郎（天理大学）

感想あるいは問題と思われた点について述べた

いと思います．

阿江氏らの研究は，競技大会参加選手の大会前

と大会中における心理的状況と，大会前に実施さ

れた心理的サポートの効果について検討したもの

でした．まず，研究対象の母集団が男女とも16名，

今回分析の対象となったのが男子はその内の9名，

女子は12名でした．阿江氏らはこのような少数の

調査で数値的傾向を求め心理的サポートの有効性

に言及しました‘この点について,むしろ記述的あ

るいは臨床的分析を行った方が，サポートが有効

であったかどうかという知見を超えてあるべきサ

ポートの具体像にまで迫れたのではないかと思わ

れました．また，返答してきた選手には心理的サ
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ポートに対する肯定的バイアスが存在したとも

(その逆も）考えられます．郵送による調査分析で

はこのような点も考慮される必要があると思われ

ます．

榊氏らの研究は，運動選手のバーンアウトの発

生要因を大学運動部員を対象とする質問紙調査の

結果から検討したものでした.分析の結果,バーン

アウトの発生要因として技能や成績が向上しない

ことやクラブ活動内での人間関係によるストレス

などが指摘されました．しかし，これらの知見は，

例えば中込氏らが行った臨床的分析ですでに見出

されているものでもあります．このような中,競技

年数に関係なく2年生においてバーンアウト得点

が高くなっているとの報告がなされました．適応

の心理的過程の負の対局にバーンアウトがあると

考えた場合,この2年目に限定し,その心理的過程

はどのような要因からいかなる影響を受けるのか

を詳細に検討してみるのも面白いのではないかと

思われました．

津田氏らの研究は，優れたパフォーマンスを生

み出す状態不安の範囲には個人によるばらつきが

あるとするIZOF理論の本邦における適用性と信頼

性を検討したものでしたそして，大学生体操競技

選手を対象とする調査分析からその適用性が支持

されたとの報告がなされました．当日のフロアー

からの指摘にもありましたが，このような心理的

過程の問題では，対象の主体的要因を整理した上

での分析が必要であると思われました．また，個々

にばらつきがあるのであれば，なぜそのようなば

らつきが生じたのかも検討される必要があると思

われました．

最後に,不慣れな司会にも係わらず，スムーズな

進行にご協力いただいた発表者およびフロアーの

みなさんに感謝申し上げます．

榊淳一氏
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演題番号037EOOOO7～037EOOOO8座長阿江美恵子 (東京女子体育大学）

｢自己の身体に対する意識の変容一第1報：小学生を対象として一」

遠藤俊郎（山梨大学）

｢中学生用体育学習心理的ストレス反応尺度の開発および対人関係に対する主観的評価とストレ

ス反応との関係」佐々木万丈（仙台電波工業高等専門学校）

遠藤氏の発表は，小学4～6年生を対象に自分

の体型を評価させ，身体に対する満足度との関連

を検討した．6年生で自分の身体への満足度が減

少し，プロボーションへの評価も学年の上昇とと

もに減少することが見出された．シルエット図を

用いた自己の体型評価では男子よりも女子の方が

痩身と評価することがわかり，思春期にさしかか

る子どもの身体への自己認知の様子が明らかにさ

れた．

フロアーから研究がどの方向に発展するかとの

質問があり，段階的な身体意識の発達の研究が少

ないので，その点を明らかにしたいとの回答が示

された．その点を少し考えてみると，思春期に子ど

もの自己に対する意識が大きく変わることは既知

の事実であり，発表で示された結果は自明であっ

たと思われる．データで改めて示し，そこからさら

にどのように発展するのかが興味深い．「女子の痩

身願望」に方向づけられるのか，フロアーからの指

摘のあった「社会的体格不安」「自尊感情」へ向か

うのか，別の異なる方向なのか，である．測定だけ

でも継続的に行えば，良いデータとなる可能性が

あるので期待したい．

佐々 木氏の発表は体育授業でのストレスを測定

する尺度の開発と，その尺度と人間関係との関連

をまとめた.教師･友人との人間関係を低く評価す

る生徒が，ストレスの多いことが示された．

フロアーから尺度を構成する質問は「体育」に即

した内容のほうが良いのではという疑問が出され

たこの発表でも,研究の出発点である問題意識が

どこにあるかが重要であると思われた．体育の授

業が生徒にとってストレスになることが問題なの

か,生徒のやる気のない理由がストレスなのか,教

師・友人との人間関係が授業にまで持ち込まれて

いるのか,などである.たしかに授業が一部の生徒

にとって大きなストレスになっていることは現実

の問題であるが，体育授業だけがストレスになっ

ているとは考えにくい．とするとそのような視点

も研究に生かすことができると思われる．授業に

関わる問題は，教育としての体育を十分考察すべ

きではないだろうか多くのデータを扱い,かけた

時間と努力は評価できる.でも，途中で訳がわから

なくなってしまうこともあることを申し添えたい

(自戒も込めて)．

佐々木万丈氏
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演題番号038EOOOO1～038EOOOO4座長吉田茂（筑波大学体育科学系）

｢ボディーワークに関する精神生理学的検討一ボディコンタクトの有無を対象として一」

近藤正子（奈良女子大学大学院）

｢弓道選手における自律訓練法を用いたバイオフィードバックトレーニングによる的中率の向上

について」丹羽勤昭（聖母被昇天学院女子短期大学）

｢運動負荷が大脳機能単位系に及ぼす影響」池原忠明（日本体育大学）

｢瞑想を用いたメンタルトレーニングによるアーチェリー得点への効果」

東山明子（滋賀県立大学）

学生にも浸透するように，なにか柔らかな大和言

葉で表現したらいかがであろうか．

丹羽氏の報告では，自律訓練法による,し､拍制御

によって弓道の的中率が向上するかどうかを検討

した.結果として，全体に心拍数が減少傾向を示し

たが，心拍減少群が的中率が高くなったわけでは

ない．ただし，自律訓練群の的中率が上昇傾向に

あったことで，心拍数減少訓練と自律訓練併用に

よる集中力向上の相乗効果があることが示唆され

た.初矢の緊張の影響はあまりないようなので,的

中率向上は定常的な効果と見られる．この点,矢の

速度,角度などの変化も合わせて検討されると，心

近藤氏らの報告では，大学生と中学生を対象に

ボディーワーク(BW)とボディーコンタクト(BC)

による心身への影響を検討した.結果として,大学

生はBWによって心身ともにリラックスしており，

BCの有無による差は認められなかった．中学生も

同様の結果であったが,BC無しで呼吸数が減少し

た被験者が7割いた．中学生の時期においては身

体接触がむしろ緊張させる可能性もあるので，方

法を工夫する必要があると感じた．身体接触は嫌

悪感を伴うほど自己認識に強い力をもつので，教

育場面においても十分活用されていくべきである

と考える．ボディーコンタクトという用語も,小中
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理面の効果が身体制御の技法へとつながり，直接

指導場面への提言がしやすくなるのではないかと

期待される．

池原氏らの報告では，運動刺激が大脳機能の冗

進に効果をもたらすことを検討した．3段階の生

体負担において，フリッカー値，選択反応時間，大

脳活動値の3指標で改善効果が認められ，それぞ

れの効果の時間ピーク特性についても言及された

些細なようだが，測定値と対応概念事象は区別し

たほうがよいと思われる．つまり，他の指標のよう

に直接測定した値(Hz)は弁別周波数などという

名称がよく，大脳活動値は別の％など他の単位が

よい．また,効果のあった自転車エルゴメータの生

15

体負荷に見合うような,実践的な運動形態･運動時

間の提唱も期待したい．

東山氏らの報告では，呼吸法と自律訓練法によ

る心拍数の変化とアーチェリー得点の変化を検討

した.結果として,訓練群で行射時および安静時の

呼吸数は減少し,成績も上昇した.質問にもあった

が，やはり独立した自己制御力をつけるべきなの

で，少なくとも瞑想音楽テープを内的にリハーサ

ルできるぐらい訓練したほうが実践的であろうと

思われる．また,制御はリリース時点に全て反映さ

れるので,安定性,力動性などの技能的な点の改善

点にも触れていただくと，弓道,射撃などにも共通

する特性に関連づけられるので発展が期待される．

…』a8EOOOO5～038EOOOO7座長丹羽勤昭（聖母被昇天学院女子短期大学）

｢リラクセーショントレーニングがパーソナリティに及ぼす影響」

伊達萬里子（武庫川女子大学）

｢動作法による姿勢への気づきの変化」小圷昭仁（千葉商科大学）

｢動作法がイメージの見え方に及ぼす影響」長谷川望(順天堂大学）

伊達氏の研究は,qwavemusicを用いたリラク

セーショントレーニング(RTと略す）の処方が，

ストレスレベルを低下させパーソナリティ改善に

寄与するかどうかを検討した研究である．女子学

生6,894名に週1回αwavemusicを聞かせながら

呼吸法を用いたRTを計10回実施した結果,l)

YG性格検査のD特性(憂うつ性)が有意に低下し，

情緒安定性が向上したこと．2)JSACLで測定

したストレスレベルの低下を示したことが報告さ

れた.大変興味のある研究で,多くの質問があった

が,基本的な問題についてのみ記すと，パーソナリ

ティは，短期間ではあまり変容しない内的傾向を

意味するものとして共通に理解されているが，そ

れが短期間で変わるという意見については，検討

すべき余地があるのではないか.たとえば,性格は

あまり変わらないが，その時々 の性格の状態が一

時的に変容したと考えてみてはどうか、そうする

ことで，パーソナリティの定義に矛盾することな

く，検査結果を説明することができるのではない

かということである．短期間の一定刺激または学

習によるパーソナリティ変容が問題にされること

がしばしばみられるが，こうしたことについても
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考えてみる必要があると思われる．

小圷氏は，被験者に動作法をlセッション実施

し，その際の姿勢への気づきの変化を検討するた

め，310名の学生を動作法群(140名）と運動群に

分け，それぞれ約80分間動作法または運動を実施

し，その前後に楽座,立位,体重移動について主観

的評価を行った．その結果，楽座，立位，体重移動

共にいくつかの主観的評価項目について有意な気

づきの変化がみられている結論として人が運動

や動作を正確でスムーズに行うための動作に対す

る気づきの向上は，運動後にもある程度認められ

るが，動作法を行った方がより大きな変化が認め

られるとしている．動作法は動作の気づきを高め

る方法としても有効なものと考えられているが，

いわばそのことを運動との比較で証明したもので

ある.小圷氏も述べているように,この気づきによ

る影響がどの程度持続するものかを定量的に検討

することが望まれる．

長谷川氏の研究は，動作法が体験イメージへの

変換及び強化をもたらすであろうという仮説のも

とに，動作法がイメージの見え方に及ぼす影響を

一1

小圷昭仁氏

イメージの鮮明性を測るテストを用いて検討し，

さらにパフォーマンスとの関連も検討したもので

ある．大学男子バスケットボール部員に運動心像

質問紙改訂版(JMIR-R)を実施し，得点の低

い順に18名を選びそれらの被験者を実験群と統制

群に分け，フリースローをパフォーマンスとして

実施した実験群には動作法を1回約40分，計5

回（3～4週）実施して，その前後の状態を比較検

討している．それらの結果,実験群に体験イメージ

得点の向上やフリースロー得点の向上傾向がみら

れた．そして動作法の特徴である動作課題解決過

程における動作感の鋭敏化や動きへの感受性の向

上等の変化が,体験イメージの明確化,体験様式の

変容，パフォーマンスの向上傾向へとつながった

と考察している会場からの質問では,動作法によ

る動作感覚やその認知の変容がおこることは容易

に理解できるが，個人差の問題や動作法トレーニ

ングの質・量とパフォーマンスへの効果，さらに

は，どの程度の持続性があるものかといったこと

に参加者の興味が向いていた．結果がきれいに出

ているだけに，次への発展が望まれる．

可
一・■

●

9

I

長谷川望氏
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演題番号038EOOOO8～038EOOOO9- 座長伊達萬里子（武庫川女子大学）

｢幼児における系列動作のモデリングについて－言語教示による効果一」
澤田美砂子（東京工業大学大学院）

｢テニスのサービスコース・球種予測に関する研究一球種とコースそれぞれの予測正確性一」
武田守弘（広島大学大学院）

速に正確な予測をする必要があると考え，球種と

コースを予測する課題について，特定時期におけ

る差異の有無と予測正確性について検討を行った

ものである．

結果から，球種とコースそれぞれを特定する時

期に関して,大きな差異は認められず,いずれもイ

ンパクト直前であったとしている．また,コース予

測においてのみ予測能力レベル間に差が認められ

なかったため,球種及びコース両予測の正確性は，

球種の予測正確性によって大きな影響を受けるこ

とが判明した.今後の継続研究として,予測能力レ

ベルの主効果と交互作用との関連性における研究

の成果を期待する．

澤田氏の研究は，幼児が系列動作のモデリング

を行う際に効果的な教示として系列動作に対する

象徴的意味付けを与えることにより，モデルの動

作に対する表象と明確性，パフォーマンスにおけ

る順序の正確性と動作の正確性について検討した
ものである．

分析結果から系列動作に対する象徴的意味付け

の教示方法は，動作の正確性に関して効果がなく，
順序の正確性についてのみ効果的であることが判

明した．今後の課題である正確性の両面にも効果
のある教示内容の検討を進めて頂きたい．

武田氏の研究は，テニスにおける効果的なレ

シーブを行なう際，ボールの速度や変化に影響を
及ぼす球種と落下地点を示すコースに対して，敏

聴
W､

篭

職

ｰ

伊達萬里子氏（左）
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ポスター発表

演題番号037TOOOO1～037TOOOO8

｢エラー反応に特異的な脳の陰性電位成分の検討」

正木宏明（日本学術振興会）

｢発汗挙動に及ぼす精神性刺激の影響」三谷有子（奈良女子大学大学院）

｢色彩の進出後退現象が運動パフォーマンスに及ぼす影響一走幅跳の踏切位置と歩幅調整につ

いて一」兄井彰（福岡教育大学）

｢お手玉の学習過程における動作の変化」戸松彩花（奈良女子大学大学院）

｢特性不安から見た心臓活動知覚と心拍制御の可能性について」

広崎真弓（奈良女子大学大学院）

｢PreferredTempoに関する精神生理学研究一速度制御課題を用いて一」

成瀬九美（樟蔭女子短期大学）

｢『サルプリ』舞踊想起中に生じるFm8を中心とした脳波活動とそのイメージ達成度の関連につ

いて」朴鐘蘭（奈良女子大学大学院）

｢逆腹式呼吸が脳波活動に及ぼす影響」石塚正一（国際武道大学）

ポスター発表傍聴記

成瀬九美（樟蔭女子短期大学）

初めての学会発表から10年以上が経つが，今回

ほどリラックスして当日を迎えた学会は初めてで

ある.地元開催という条件の良さもあったが,何と

いってもその理由はポスターセッションでの発表

だったことにある．質疑応答などの予測不能な要

素を含む口頭発表に比べて，ポスターが完成した

段階で一応の安心感を味わうことができる分だけ

気が楽である．

当日は実行委員としての仕事があったので，一

足先にポスターを貼り終えた．セッション開始の

時間になったので会場へ向かうと，広い体育館は

既に賑わい，体育心理学・バイオメカニクスポス

ター前はもちろんのこと，機器展示,書籍展示付近

にも人が集まり，思わず上着を脱ぎたくなるほど

の熱気にあふれていた‐「あの時がピークで，発表

が終わると寂しくなった」（某メーカー営業氏談）
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シヨンが増える傾向だという．ポスターを発信地

とした情報交換の可能性を考えると，効率の良い

発表方法であることは間違いない．しかしながら

口頭発表には口頭発表の魅力がある．「必修の体

育」的な魅力とでも言えば良いのだろうか,その場

に居合わせることによって,思いもよらず(期待し

ていなかったのに,興味がなかったのに）自分自身

のテーマへのヒントが得られたりするそして何

よりも，質疑応答に端を発して，次第に今日的な

テーマにまで会場全体の討論が発展してゆくのを

見守るときは，これぞ学会！と興奮してしまう．い

ずれにせよ，どちらかの発表方法が選べることは，

発表者にとっても参加者にとってもありがたく，

今後も両方の長所を生かしながら共存して欲しい．

最後に、穏やかな天気に恵まれた学会期間中で

あったが，学会員の皆さんは奈良公園の散策を楽

しまれただろうか．いつもはキャンパス内で群れ

ている鹿たちが,事情を知ってか知らずか,姿を見

せてくれなかったことが唯一つ残念であった．

そうだが，人の流れから判断するとポスター発表

が大会運営にもたらした波及効果は大きいといえ

る．

さて私自身の発表に関しては，なかなか立ち止

まって読んで下さる方が現れずやきもきした．文

字の多い抄録風ではなくデータ中心にポスターを

作ればよかったかと反省していたところ，「できれ

ばアドバイスを頂きたい」と目星を付けていた先

生を見つけたので，面識はなかったがクモの巣よ

ろしく引き込んで説明を聞いて頂いた．先生には

ご迷惑をおかけして申し訳なかったが，これがポ

スターセッションの利点の一つであろう．今大会

の場合，ポスター張り出し時間はセッションの開

始時刻までに，と規定されていたが,これをもっと

早めて，事前にポスターを見る（予習する）時間が

あると良いのではないだろうか．参加者の人数が

多い場合は，ポスターの張り出し位置が低い,パネ

ル間の間隔が狭い，といった設営方法ではポス

ターが見え･にくく，その機能を十分に発揮できな

いと思う．

他の学会においても，個別の，より深いディス

カッションができるという理由からポスターセッ
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演題番号037TOOOO9～037TOOO15

｢SportOrientationQuestionnaire邦訳版の有効性の研究一スポーツ達成志向性に関する測定

尺度の因子的妥当性一」若山裕晃（中京大学大学院）

｢FIowStateScale(日本語版）の検討－その1－」

川端雅人（東京電機大学）

｢TheSportMotivationScale(SMS)の日本語版作成の試み」

濱島隆幸（山梨英和短期大学）

｢身体的自己概念と自尊感情の関係について一身体・運動に対する重要性の影響一」

蓑内豊（北星学園大学）

｢一過性の有酸素運動がもたらす心理的効果の検討一単項目の快感情尺度を用いて一」

荒井弘和（早稲田大学大学院人間科学研究科）

｢体育系大学生の精神的健康(3)-UPI自発記入方式によるスクリーニングに向けて一」

西野明（大阪支部）

｢組織キャンプ体験後のメンタルヘルスを規定する要因」
西田順一（九州大学大学院人間環境学研究科）

ポスター発表傍聴記

前回の記念大会に引き続き，今回の体育学会に

おいてもポスター発表をさせて戴きました．今回

もポスター発表会場内は，研究者の方々の熱気に

溢れ，発表時間中は各研究について活発な意見交

換がなされておりました.私の場合,体育心理学の

専門分科会における発表は全てポスター発表とい

うように（といってもまだ2回のみですが)，あの

雰囲気は非常に気に入っています‘

私の専門は「野外運動」という方法論なのです

が,現在「フロー」という概念に関心を持ち，それ

を野外運動の指導場面に応用したいと思い研究に

川端雅人（東京電機大学）

取り組んでいます．只如何せん，まだまだ未熟者で

あるため，常日頃より自分の研究に対して様々 な

方からご指摘を戴けたらと願っています．そのよ

うな私にとって専門分科会のポスター発表の場は，

体育心理学を専門ときれている方々 から大変貴重

なご指導を賜れる絶好の機会となっています今

回も発表した研究に対し，多くの方から非常に適

切なご指摘や心温まる激励のお言葉を戴くことが

できました．大変感謝しております．

さて次に，発表きれたポスタ一発表の内容につ

いて簡単ではありますが報告致します．大会2日目



のポスター発表では，心理尺度の日本語（邦訳)版

を検討する研究が3つ発表されました.1つは若山

氏らのSportOrieniationQuestionnaireについて，も

う1つは濱島氏らのSportMotivationScaleについて

であり，残る1つが私のFIowS[ateScaleについて

です.若山氏及び演島氏の研究は,私にとっては非

常に興味深いものでした．本来発表者は,時間中は

責任着座制ということなのでその場をあまり動い

てはいけないのでしょうが，お二人の発表場所は

私の両隣でしたので時間中にも拘わらず，両ポス

ターを拝見させて戴きました．若山氏の研究では，

先行研究とは異なり，邦訳版からは4つの因子が抽

出されていましたが，女性が目標に対する志向性

を持ち，男性が競技参加・成功．勝利に対する志向

性を持つという点では先行研究と一致する結果を

得られたことが示されておりました．今後は邦訳

版とTaskandEgoOrientationmSportQuestionnaire

との関連性についても検討されるとのこと，その

川端雅人氏（右）
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結果が待ち望まれます．一方，濱島氏の研究では，

日本語版の因子構造を検討した結果,モデルの7因

子は得られず3因子として因子が抽出されたと報

告されておりました．私の場合全くの不勉強でし

て,SportMolivationScaleは勿論のこと，動機づけ

に関していくつも存在する尺度の違いについてさ

えよく理解していなかったので，濱島氏の共同研

究者である杉山氏に色々 と質問させて戴きました．

動機づけは私の研究にとっても大変重要であり，

今回のお二人の発表は大変参考になりました．

このようにポスター発表は，複数の研究者が気

軽に意見交換できる雰囲気があり，私にとっては

研究のネットワークを広げる上でも非常に役立っ

ています.私たちがこのような機会を持てるのも，

偏に学会ならびに専門分科会事務局に携わる方々

のご尽力があれぱこそです.最後になりましたが，

この場をお借りしてお礼申し上げます．

、一一‐～

"Milli

濱島隆幸氏

：
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演題番号038TOOOO1～038TOOOO5

｢競泳選手のHelplessnessに関する研究一無力感尺度の因子的妥当性一」

安永円（中京大学大学院）

｢バドミントン強化選手のメンタルヘルスと心理的競技能力の関係」

村上貴聡（九州大学大学院人間環境学研究科）

｢『競技引退の規定要因」と『競技引退に対する態度』の関連」

大場ゆかり（九州大学大学院人間環境学研究科）

｢大学男子バスケットボール選手におけるメンタルトレーニングプログラムの検討」

石村宇佐一（金沢大学）

｢女子競技者の身体満足度と機能満足度」三宅紀子（東京都立大学）

ポスター発表傍聴記

村上貴聡（九州大学大学院人間環境学研究科）

今年の日本体育学会は，奈良女子大学において

10月7日～9日までの3日間にわたって開催されま

した．ポスター発表は1日目と2日目の午前中に行

われ,ポスター発表の演題数は全部で27題でした．

最近は，自分の興味関心のある研究テーマや研究

者と意見交換できるなどの理由から，ポスターに

よる発表が増えてきています・研究者とのディス

カッションが直接できる，数多くの研究者と交流

できる，という点でポスター発表はより効果的で

あると思います.発表会場は体育館を使用し,書籍

と機器の展示会場や大学院紹介のポスターと隣接

していたこと，また，ポスター発表と口頭発表の

時間が別の時間帯であったこともあり，かなり多

数の来場者があったように思います′

常時たくさんの人だかりがあり，非常に活発な

討議が行われていました．隣でバイオメカニクス

の発表があったためか，体育心理学の先生方だけ

でなく，他分野の先生方も多数参加し,違った視点

からの貴重な意見を頂いた方も多かったのではな

いでしょうか（少なくとも私はたくさん頂きまし

た)．去年の大会では，ディスカッションをする際

に，掲示されているポスターが遮られるという問

題点が指摘されていましたが，今回の発表ではポ

スターの掲示場所が広くなり，発表中でも来場者

に研究内容が十分理解してもらえたのではないか

と思います．

さて，私は去年に引き続き2回目の発表だったと

いうこともあり，落ち着いて準備ができたような

気がします.発表中,何人もの先生方からの質問を

受け，私の研究内容へのいろいろなアプローチの

仕方やこれからの課題，アドバイスなど非常に多

くのディスカッションができ，これから先どのよ

うに研究を進めていくかを考える上で密度の濃い

発表でした．しかしながら，配布資料の数が不足
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し，興味を持ってくださったすべての先生方に資

料をお渡しできなかったことがたいへん悔やまれ

ましたので，次回への反省にしたいと思います．

最後に，私が今回感じたことは，院生の姿が全体

的に少ないということでした．今年参加したアメ

リカ応用スポーツ心理学会(AAASP)では，発表

はしないまでも学会に参加していた院生が非常に

多く，体育心理学を学ぶ他大学の院生との情報交

換などが会場で頻繁に行われていました.私自身，

今回の発表に関して他大学の院生と話す機会があ

まりなく，院生同士の活発な情報交換ができな

かったことが心残りです．次回にはお互いの意見

や考えなどを話し合える機会をぜひ作りたいと

思っています．
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石村宇佐一氏（左から2番目）
村上貴聡氏（右）

演題番号 038TOOOO6～038TOOO12

｢幼児の運動遊びと有能感及び園での行動傾向に関する因果モデルの検討」
吉田伊津美（東京学芸大学）

｢身体接触運動が児童の心理面に及ぼす影響について一小学校2年生を対象とした『じゆうど

う』の授業実践を事例として一」小林稔（お茶の水女子大学付属小学校）

｢幼児の自由な身体表現の発達」田中千恵（奈良女子大学大学院）

｢大学生の過去のスポーツ・運動経験，外的要因と自己効力感，スポーツ。運動実施状況との関
係」 近藤明彦(慶應義塾大学体育研究所）

｢スポーツにおける目標志向性に関する研究」
杉山哲司（日本女子大学）

｢モデルとしての上級生の行動が下級生のライフスキル獲得に及ぼす影響」
上野耕平（阿南工業高等専門学校）

｢子どもの地域スポーツ活動の指導者に関する研究一指導者の特性不安と指導実態との関連か

ら一」河辺章子(神戸大学発達科学部）
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ポスター発表傍聴記

今回のポスター発表は，二日間にわたって体育

館で行われました．その二日目の発表は12演題

バイメカのポスター発表(同時期には7演題)や展示

などのブースが隣接していたこともありますが，

掲示場所の人口密度はかなり高いように感じられ

ました．

小林氏らの研究は,小学2年生を対象に,授業で

の「じゅうどう」という身体接触運動が運動意欲や

有能感などの心理的側面に及ぼす影響について検

討したものでした．基本的な仮説を支持する明確

な結果は得られなかったもののその傾向が認めら

れています．子どもの直接体験が減少していると

言われる中，このような活動を学校場面において

積極的に取り入れる必要性が示唆されるのではな

いでしょうかさらなるご研究が期待されます．

田中氏らは，45歳児を対象に自由な身体表現

を引き出す刺激とその発達的変化について検討し

ていますその結果,4歳児ではオノマトペ刺激を

与えることで5歳児と同じような身体表現が見ら

れるとし，5歳児では刺激がなくてもある程度表

現することができるものの，紙芝居刺激が特に有

効な刺激である可能性を示唆しています．子ども

の動きは子どもの持つイメージと関連しています．

そのイメージの持たせ方(刺激)が発達段階によって

異なるということは，保育者にとって有効な示唆
を与えるものと思われます．

吉田らは,幼児を対象に,有能感を感情的な側面

から測定を試み，運動遊びが有能感を媒介して行

吉田伊津美（東京学芸大学）

動に影響を与えるという因果モデルを共分散構造

分析により検討しました．その結果,女児よりも男

児において総じて有意な強いパスが見られたもの

の，モデル全体の適合度はそれほど高いとはいえ
ませんでした．このことは，感,情的側面から測定を

試みた有能感尺度の信頼性・妥当性が低いことが

その原因と考えられ，従来からの認知的側面から

のアプローチと合わせて更なる検討が必要と思わ

れました．

ポスター発表は，口頭発表と平行していたため，

在席責任時間中の口頭発表を聞きにいくことがで
きず残念な面もありました．しかし在席時間中，絶
えることなく多くの先生方に来ていただき，その
中でいろいろとご指導いただけたことは大変あり

がたく勉強になりました．また，初対面の先生方と
お話ができたという面では楽しい時間でもありま
した．個人的には初めてのポスター発表でしたが，
その点では口頭発表よりも良かったと思います．
立ちよって下ぎった先生方にはこの場を借りてお

礼申し上げます．ありがとうございました．

最後にポスター作成についてですが，見やすさ
分かりやすさを心がけて作ったつもりでしたが，

カラーとはいえインクジェットには限界がありま

した．パッと見，目についたのは，遥か彼方のバイ
メカのあるポスタ－．なんてキレイなんでしよ．

やっぱカラーレーザーですよね～，と思わずつぶ

やく私ポスター発表は，まずは見た目(1)で勝負し
なければと思ったのでした．



25

ポスター発表傍聴記

上野耕平（阿南工業高等専門学校）

の柱の部分に関する質問を相次いで頂き，実り多

い発表となりました．より多くの研究者に最新の

研究成果を披露するという点では口頭発表には及

びませんが，ポスター発表では興味を持った研究

者とのダイナミックな議論が可能です.実際,今回

発表されたどの先生方も質問者への対応に追われ

ておいででした.私も自分の発表で手一杯となり，

最後の質問者とのやりとりが終わった頃にはほと

んどのポスターが撤去されており，興味深かった

いくつかの発表への質問が叶わなかったことがと

ても残念でした．

今学会でポスター形式の発表を取り入れていた

のは，バイオメカニクス分科会と本分科会のみで

した.他学会との比較では,多くの学会でポスター

形式の発表が採用されているようです．広く自分

の研究成果を発表したい時は口頭で，研究に関す

るダイナミックな議論を求めたい時はポスターで，

と使い分けができるかと思います．それぞれの発

表の利点を有効に活用し，今後も実りある学会発

表となることを期待します．

10/8.奈良女子大学の体育館は，日本体育学会体

育心理学，バイオメカニクス分科会のポスター発

表会場及び，大学院紹介コーナー他様々 な機器や

書籍の展示会場として大変な賑わいでした大学

を取り囲む閑静な住宅街との対比が印象的な程で

した．また女子大学での開催ということもあり，会

場の受付では20名を越えるアルバイトの女子学生

から一斉に挨拶を受け,何やら恥ずかしくなり，名

札への記入もせずに足早に会場入りしました．

さて今回，私は体育学会では初めてポスター形

式による発表を行いました．ポスター発表会場に

は大変多くの来場者があり，どのポスターの前で

も活発な議論が交わされていました．ただ，ポス
ター掲示板が隙間なく並んでいたことでポスター

が発表者の背後となり，身の置きどころに苦労し

ている先生方の姿も見受けられました．十分なス

ペースの確保はどこの会場でもつきまとう問題の

様でした．今学会のポスターもそれぞれの先生に
より趣向が凝らされたものが多かったように思わ

れます_内容はさておき，プレゼンテーション能力

の差は一目で判然としてしまいます．他学会での

初めてのポスター発表よりは進歩したものの，今

回もまた周囲のポスターを気にしながらの発表と
なりました．

私が今回のポスター発表で最も苦心したのは，

1）示唆や批評して頂きたい内容を相手に伝える，

2）研究の大枠を簡単に理解できるようにする，の

2点でした．この2点を満たすために，私の場合，
研究意義の主張と研究の概略の図式化に大きなス

ペースを充てました.作戦が功を奏したのか,研究

：

＃

I
１
１
孔鰹

上野耕平氏（左）

＝
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ポスタ一発表傍聴記

近藤先生の研究は，「過去のスポーツ経験｣，「ス

ポーツ運動実施の外的要因に対する意識｣，「ス

ポーツ運動活動に関する自己効力感｣が,実際のス

ポーツ運動活動の実施状況とどのような関係にあ

るのかを検討することにより，スポーツ･運動の継

続的実施にどのような働きかけが鍵となるかを明

らかにすることを目的としたものである．質問紙

調査から過去のスポーツ運動経験に関する因子と

して「好意的経験」と「嫌悪的経験｣，スポーツ運

動実施の外的要因に対する意識の因子として「促

進要因」と「阻害要因｣，スポーツ運動活動に関す

る自己効力感の因子として「効力予期」と「結果予

期」が得られ，分散分析・相関分析から，「好意的

経験｣，「促進要因｣，「効力予期｣，「結果予期」の4

因子の関連が継続的運動の重要な鍵となることが

示唆された.今回の結果で,外的要因に対する意識

の「阻害要因」（金銭的，時間的余裕がない等）が，

継続的にスポーツを実施している人には意識され

るが，非実施との関連は見られなかったという点

は，いかにも大学生らしいと言える．

小林先生の研究は，子どもの「遊び｣の実態（外

遊び･身体接触を伴う遊びの減少,仮想体験的遊び

の増加)と,現在の子どもの心理的特性(我慢強さ．

自制心の不足）をふまえ，身体接触運動（｢じゅう

どうあそび｣）が児童の情緒面の安定や運動意欲の

向上に及ぼす影響について検討したものである．

身体接触や皮膚刺激が持つ効果について，小児医

学や大脳生理学の立場からの指摘について触れら

れていたが,何よりも，身体接触を通しての「他者

吉田昌平（筑波大学大学院）

との出会い｣，またその中で高められる「自己への

気づき」という点で,身体接触というキーワードは

非常に興味深いまた個人的には「勝ち負け」をど

のように扱っているのか興味のあるところである．

上野先生の研究は，運動部活動の中で獲得きれ

るライフスキルに注目し，将来的に「生きる力」に

結びつく運動部活動のあり方を探る研究である．

結果として,運動部活動に参加している生徒は，そ

うでない生徒よりもライフスキルを独得している

こと，またその中でも，上級生の持つスキルの高低

や指導者の働きかけによって，下級生のライフス

キル獲得に影響を与えることが示された．これは，

運動部という社会での経験が，個人の生涯発達の

中で大きな役割を果たすことを示す結果だと言え

る．また,上級生もかっては下級生であったことを

考えると，指導者の果たす役割の大きさを感じる．

指導者の働きかけの質や，スポーツ経験の独自性

を加えることで，運動部活動のあり方に対してよ

り直接的な示唆を与えられるだろう．今後の研究

の発展を期待したい．

いずれの研究も，生涯発達，生涯スポーツという

長いスパンでのテーマを軸に大いに関連している

ように思う施設や制度の問題等,主にインフラ整

備について語られることが多い生涯スポーツであ

るが，スポーツを「遊ぶ」ためにも，また「楽しむ」

ためにも，主体的にスポーツと向き合っていく姿

勢を育てるという意味で，心理的な「基盤」を整え

ていくこそ最も大切なのではないかと感じた．
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学会参加記

古都奈良の学会に参加して

今年の日本体育学会は,10月7日から9日まで

の3日間，奈良女子大学において行われた．

近鉄奈良駅に降り立ち，バスに乗って車窓から

町並みを眺めると，「おや？」と，とても不思議な

気持ちになった.中学校の修学旅行以来,はじめて

訪れたというのに，なぜだかとても懐かしい気持

ちになったのである．「なぜ？」という思いを抱き

つつ,バスに揺られていると，高層ビルがなく落ち

着いた町並みが続く．瓦屋根や庭木など日本の情

緒を感じさせる景観が続く．そうです．そこには，

私たちの心の中にある日本が息づいていたのです．

翌日，学会の会期が始まり，発表会場やポスター

会場では活発な発表や討論が展開された．学術講

演やシンポジウムにおいては，20世紀最後の学会

となるためか,21世紀を見据えた論議が活発に為

され，盛会であった．とりわけ特別講演は，一般の

参加者もあって大盛況となり，会場を埋め尽くす

大勢の聴衆が講演に熱心に聞き入っていた．その

ような学会参加者もひとたび会場を離れると，大

学の中庭や町の中で心なしかゆったりとした様子

三宅紀子（東京都立大学）

で談笑しているようだった．私も合間を縫って奈

良公園を歩いてみた．

青丹よしならの都は咲く花の

匂うがごとく今盛りなり

歌に詠まれた時代を坊佛とさせる佇まいがそこ

には在り，私はそれに浸った．悠久の昔から続く，

人々のいろいろな願いや思いがからだ全体に伝

わってきて，こころが打ち震えるようだった．

現実の世界に目を向けると，いよいよ21世紀に

入り，各組織で変革や改革が声高に叫ばれている．

体育学会に課せられた課題も大きい．よりよいも

のを追求していく姿勢は確かに重要である．しか

し，その模索の中で，時間は掛かろうとも，普遍の

真理や普遍的なものを見極め，それらを育んでい

く姿勢は最も大切なのではないかと奈良の地にお

いて強く感じた．そして再びこの地を訪れたいと

いう思いを抱きつつ，帰路に着いた．
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日本体育学会参加記

去る10月7,8,9日，我が奈良女子大学におい

て日本体育学会第51回大会が開催されました．私

自身にとっては昨年に続く二度目の学会体験でし

たが，今回は初めてのポスター発表とスタッフと

しての責務という重みをもつ，より特別な学会と

なりました．このたび参加記を書く機会をいただ

きましたが，諸先生方の発表はほとんど拝見でき

なかったので，学会スタッフおよび発表初心者と

しての視点から学会を振り返ってみようと思いま
す．

我々 にとっては，随分前から始まっていた準備

の末のようやくの開催で，終わってみると実際の

仕事量は前準備8割当日2割という感がありまし

た．私もM1ということで早い時期からかかわるこ

とができ，学会を身近に感じるようになりました．

当日私が担当した会場では，講義中にブレーカー

が落ちるというアクシデントにあわてましたが，

隣の教室からコードを延ばすことで解決し，その

時の先生には3分間ほどアカペラで講義して頂く

ことで済みました．前回の学会では東大の校内に

入ることもおそるおそるでしたが，今回は校内や

学会というものの勝手がわかっており，どこに入

るにもぴくぴくせずにいられる心強さがありまし

た.なによりの心配はお天気で,全日程終了のとた

んの雨で，皆やれやれでした．

私自身のポスター発表では，ひとに見られるこ

との怖さと面白さを感じました．発表時間に入っ

ても，なかなか自分のポスターに近づけず,遠巻き

に様子を見ながらそわそわしていましたが,2人の

戸松彩花（奈良女子大学大学院）

先生がポスターの前に立って下きった時に，思い

切って御意見を伺いに行きました．話が始まって

しまうとその後は，顔見知りの先生方がのぞいて

下さったり，その人山につられて近づいた多くの

方とも話すことができ，あっというまに1時間10

分が過ぎていきました．これまで研究室の仲間や

指導教官との間でしかやりとりされていなかった

私の研究内容を，大勢の先生方に客観的に見てい

ただき，質問に対して答えられたり答えられな

かったりを繰り返すうちに，手探り状態の説明か

ら，次第にどこを強調したいのかがはっきりとし

ていくことを実感しました．

今回の体育学会では，発表者とスタッフの二役

をいっぺんにこなしたことで，一気に「学会の客」

から「参加者」へと変身できた様に思います．まだ

私の学会参加は始まったばかりですが,今後も「参

加者｣である努力を続けようと思っています．そし

て次回は質問もいっぱいするぞ！

rる勁竹
大学蹟】

〕

一
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の変化
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戸松彩花氏
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研究会の活動報告

スポーツ社会心理学研究会の活動報告

スポーツ社会心理学研究会の活動報告をするよ

うにという要請が，事務局でも世話役でもない一

メンバーである私にところに，巡り巡ってやって

きました．そんなわけで,研究会活動のすべてを把

握できる立場にいるわけではありませんが，わか

る範囲で報告させていただきたいと思います．

研究会の主たる活動は，年に一度体育学会時に

行われる研究会及びメーリングリストを用いての

情報交換や意見交換となっています.昨年度は,奈

良での体育学会時に第3回の研究会が開かれ，島

根大学の伊藤豊彦先生と名古屋経済大学の吉澤洋

二先生が研究・実践報告をいたしました．

伊藤先生は，体育における学習動機と学習方略

との関係に関する最新の研究について話されまし

た.そこでは,体育の学習動機を多元的に捉え直そ

うとするとともに，それぞれの学習動機が学習方

略にどのように影響しているのかについて検討し

ていました.すなわち,学習動機として｢実用志向」

｢承認志向」「集団志向」などの6因子を抽出する一

方，学習方略に関しては「一般学習方略」「めあて

方略｣などの3種類を挙げて，どの学習動機がどの

学習方略とより強く結びついているのかを明らか

にしていました．さらに,学習動機の組み合わせに

よって個人を類型化できることも示唆しました．

吉澤先生からは，社会心理学の実践的活用とも

言えるような報告を承りました.先生は,長野オリ

ンピックのボブスレーチームや卓球のナショナル

杉山佳生（鹿屋体育大学）

チームなどで心理的サポートを実践してきました

が,その中で,指導者の選手への関わり方に着目し

ていました．そして,行動観察法･分析法を活用し

て指導者に自身の指導行動をフィードバックし，

自己の行動への気づきを高めさせる試みを行って

いるようでした．指導者は意外と自分の行動傾向

に気づいていないことが多いので，それを客観的

データによって気づかせ，選手との関わり方を改

善してもらおうというのが，ここでの心理的サ

ポートの目的であると理解しました．

それぞれの発表の後，参加者から種々 の質問や

意見が出されましたが，前回に負けず劣らず時間

不足となり，ディスカッションを途中で打ち切ら

ざるを得なくなってしまったところが，少しばか

り残念でしたまた,扱うテーマや参加者の関心が

多様になってきており，ディスカッションの範囲

が広がりすぎてしまうきらいもありましたが，そ

れはそれで，おもしろい展開になったのではない

かという印象を持っています．

今年度も，体育学会中に研究会が行われること

になると思いますが，多岐にわたる「社会心理学

的」テーマの中からどのようなものが取り上げら

れるのか楽しみにしているところです．このス

ポーツ社会心理学研究会に関心のある方は，事務

局(itotoyo@edushimane-u.acjp)まで是非連絡して

みて下さい．
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第10回臨床スポーツ心理研究会

土屋裕睦（大阪体育大学）

だいた.その後，フロアーとの間で活発な質疑応答

がなされ，さらに指定討論者の中島先生からは私

達の理解を広げるコメントがいただけた．

30回を超える面接の過程を40分ほどでご報告い

ただくわけであるから．報告するほうも大変なエ

ネルギーがいるが，一方聞くほうも容易ではない．

面接状況から選手像を思い描きつつ，そこで沸い

てくる，自分のこころの声にも耳を澄ましていく．

本研究会は「個をみることの大切さ」を旗印に

1991年富山での体育学会の折りに発足し，その後

学会時に年1回の研究会を重ねてきた（表参照)．

そこでは，スポーツ選手に対するカウンセリング

平成12年10月7日（土）夕刻より，学会会場近

くのホテルにて｢臨床スポーツ心理研究会｣が開催

された．第10回の節目となる今回は，事例提供者

に中込四郎先生（筑波大学)，指定討論者に中島登

代子先生(鹿屋体育大学）をお迎えした．当日学会

大会では特別講演として,河合隼雄先生の｢からだ

とこころの声を聞く」が企画されており，まさに

｢臨床日和」の中での研究会開催であった．

研究会代表の星野公夫先生(順天堂大学)のご挨

拶にはじまり，中込先生より「急に「やる気』をな

くしてしまったスポーツ競技者の事例一表の仕事

と裏の仕事一」と題した事例について報告をいた

表臨床スポーツ心理研究会の活動記録：事例提供者および事例の題目

事例検討を行う研究会開催壱蔑壼了一雪而王藤
星野公夫・中込胴郎）

し
人
と
起
ｊ
発
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く
究
る
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せ
理
わ
心
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シ
し
一
由
‐

ポ
を
ス
と
床
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称
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名
に
の
時
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云
〈
云
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学
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回
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喧

脚皇二.塁謹｣過食莚学生E対するトレーニング指導の試み」
凧F軍蓮面煎｢悪業団ﾜ外テニス選手へのメンタルトレーニングを振り返って」

第2回

(東京）

第~百回①飯島正博塁壁公芙Tスポーツ選手の姿勢改善による心理的変容」

(大阪)墜綱j土鄙落高橘報~ァ爾薊天諏職羊署対象としたﾒﾝﾀﾙﾄﾚーﾆﾝグ電
①渡植理曝工岐皇丞誼三ツ科学トレーニングセンター一身近なスポーツ心理を目指して一」
●一二号｡一一一一■一一一一一一一一一一一ー－＝一一一一一一■＝8－◆■や一一一一＝一■一一一

②鈴木壯「クラブの継続に悩むソフトボール選手の事例」－－-一一一一

第4回

(山形）

第5回IQ虫島到妊_[塑皇球弼Kヱーネージヤーとの6ヶ月間のカウンセリング現場より」
（群馬）②高橋幸治「柔道選手のメンタルトレーニングプロセス」－－-一一一一一－
第6回①三好英次・星野公夫・飯島正博「動作法の適用例および実習」
（千葉)○米川直樹[ヨット選手尺あ,慰可蹄二下あ事例］

鱗7回|鰹葺趨邇亜霊縦鍋棚鮮へのﾒﾝﾀﾙ‘ﾚーﾆﾝグと心理サ
（新潟）②土屋裕睦「メンタルトレーニングに興味があるといって来談した大学新入部員との面接’
第8回①三宅紀王_[実塞団長睦匿三△の心理サポート」
（愛媛）②竹之内隆志「周りの目が気になるという主訴で来談した球技選手の事例」

第9回｡甑島正遵｢”ﾝ症里全Q勤惟法を用いた水雄鐙型｣_－－
（東京）｜②鈴木壮｢長期Eわたる競技者への相談事伽

~鷺雷~犀閥郎｢急に｢やる気｣をなくしてし霞｡たズボーｯ競技着の馴例-表の仕事と蕊の仕壷二｣－
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れる時代となった.そんな中,この研究会は今後ど

のように展開していくのであろうか．スポーツの

心理臨床に関心を持つ者の集いの場・情報交換の

場として立ち上げられた本研究会であったが，そ

ろそろ"研修の場"への転機を迎えているのかも知

れない．

事例だけでなく，メンタルトレーニングの事例,ス

ポーツセラピーの事例，体育の授業の事例等を募

り，「事例を味わう」検討会を続けてきた．

この10年の問には，日本臨床心理身体運動学会

が発足し，スポーツ心理学会認定の「スポーツメン

タルトレーニング指導士｣の資格ができた.大きな

時代の変化の中で，会員一人ひとりの力晶が試さ

’’

鰯

越百z__鳥区鍵
一

－

津
卜

Ⅱ

亀《

曇､ご Ｔ
Ｉ

研究会の様子

第10回運動学習研究会

山本裕二（名古屋大学）

第10回を迎えた運動学習研究会は,2000年8月

23日（水）～25日（金）の2泊3日で，広島大学

総合科学部という広島大学の東広島キャンパスで，

総勢33名の参加者を集めて開催された．参加者の

約3分の2は大学院生や研究生という非常に平均年

齢の低い研究会であるが，その内容や参加者の熱

意は広島の暑さに負けないぐらい高いものであっ

た．

今回の研究会では，発表のジャンルを[1]研究計

画を発表し，ディスカッションを通し，よりよい研

究計画にする，研究計画発表(ResearchProposal),

[2]研究計画や先行研究の有無に関わらず，自由に

23日
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問題を提起する,問題提起発表(Review)[3]データ

に基づいて発表し,ディスカッションする,予備実

験等の結果もOKという研究結果発表(Original

Report)の3つのジャンルを初めて設けた．

研究計画発表が4題問題提起発表が3題，研究

結果発表が9題の合計16題と参加者の半数が発表

するという例年通りの参加型研究会で，なおかつ

ほとんどのセッションが一人1時間の長丁場で,発

表途中から分からないところで自由にストップを

かけ質問をするという形式の中,3日間を終えると

ぐったりという（夜の活動も盛んなためかも知れ

ないが）超過密スケジュールと内容の濃いもので

あった．これらの研究発表に加え，2000年度に広

島大学を退官される予定であった運動学習研究の

先駆者である調枝孝治先生に「逆問題としての運

動学習」というタイトルで3時間を越す大特別講演

会をお願いした．大変興味深い話を分かりやすく，

かつ鋭く熱弁を振るっていただき参加者全員大満

足といった感であった．

本研究会は毎年新たな参加者が，それぞれの研

究成果や問題点をもって集まるために，とても刺

激的な，そして快い緊張感を保たせてくれる．この

研究会の報告集は，例年通り参加者全員がいずれ

かの発表にコメントを送り，発表者はコメントに

リプライするという形式をとっている．第10回研

究報告集は以下のURLからたどることができる

(http:"www.htc.nagoya-u.acjpryamamotofjmls/).興

味ある方はホームページをご覧頂き来年の研究会

に参加してみてください．最後に，第10回研究会

の幹事を自ら名乗り上げていただき，テニス大会

まで企画頂いた関矢寛史先生他広島地区の皆さん

に感謝いたします．

’
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日本体育学会第52回大会（北海道大学）の内容案内

キーノートレクチャー

日時：9月25日（火)13:00～14:30

会場:S2

テーマ：体育・スポーツにおける心理尺度開発の動向と展望

司会：西田保（名古屋大学）

演者：徳永幹雄（九州大学）

33

2．シンポジウム

日時：9月26日（水）09：00～1l:30

会場:S2

テーマ：体育授業における体育心理学の役割

～からだと心の教育を考える～

司会：和田尚（京都教育大学）

演者：鈴木壮（岐阜大学）

臨床心理学からみた「心，からだ，体育」

賀川昌明（鳴門教育大学）

現状分析と今後の体育心理学に期待すること

岡出美則（筑波大学）

仲間づくりという観点からみた体育授業の可

る問題

という観点からみた体育授業の可能性と現状の抱え

3．総会

日時

会場

9月26日（水)11:30～12:00

S2
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キーノートレクチャー

体育。スポーツにおける心理尺度開発の動向と展望

運動・スポーツや健康についての様々な行動を

予測しようとする時，われわれは人びとの心の状

態を診断・評価することによってそれを可能にす

ることができる．古くは手計算による態度尺度の

作成から始まり，近年のコンピューターの発展に

より，多様な尺度が開発されるようになった.本レ

クチャーでは,わが国の体育･スポーツにおける心

理尺度について「スポーツ心理学研究」第1巻

(1974),日本スポーツ心理学会第14回大会抄録集

(1987)及び「体育学研究」第17巻第1号(1973)以

降の文献を検索し，その動向と展望を考察する．

1.心理尺度開発の動向

1）わが国における心理尺度
(1)体育・スポーツに対する態度尺度

スポーツに対する態度研究は,古賀(1934)の競技

に対する態度を皮切りにその後,杉本,石井らに引

き継がれている．新たにスポーツ活動，勝敗，ス

ポーツマンシップ，ランニング,持久走，身体活動

などに対する態度が，石井ら，徳永ら，和田ら，増

田らによって開発されている．

次に体育授業に対する態度は徳永(1965)に始ま

り，小林の態度測定による授業診断へと発展した．

また,体育授業の楽しさに関して,千駄ら,賀川ら，

徳永らが開発している．

さらに，動機づけについては西田の学習意欲や

伊藤,細田ら，磯貝らの目標志向性,金崎のコミッ

トメント，磯貝らの社会的体格不安などの尺度が

開発されている．

集団凝集性については1960年代の丹羽らの一連

の研究が注目に値する．

(2)スポーツ選手のための尺度

司会：西田保（名古屋大学）

演者：徳永幹雄（九州大学）

スポーツ選手の心理的スキルについて，徳永ら

のDIPCA,橋本らの不安尺度，日体協のTSMI¥

PCI,吉沢らのSMI,杉山の競技社会的スキル，杉

原らのT-TAIS,西田のMTGなどが開発されてい

る．

(3)近年の傾向

近年では，橋本ら，荒井らの運動後の感情尺度，

佐々木，岡ら，渋倉，加藤らのストレス，土屋らの

ソーシャルサポート，岸らのバーンアウト，高見ら

のスポーツマン同一性,松尾ら，森らの自己効力感

や有能感,大場の競技引退観,村上らのスポーツ選

手のメンタルヘルスなどの多様な尺度が開発され

ている．また，運動・スポーツ実施者においてもメ

ンタルヘルスやライフスキルを考慮した指導・実

践が重要であることが認識され,橋本ら，吉田らの

尺度が試みられている．

2)外国語版心理尺度

米国のAndrewC.Ostrowは「DirectoryofPsycho-

logicalTestmtheSportandExerciseSciences(Second

Edition,1996)」の中で1965から1995年までの45の

ジャーナルから314編の尺度を20項目に分類して

紹介している．

わが国では，西田の達成動機(1988)及びゴル

ファーの心理的スキル検査(1994),橋本・徳永の特

性不安尺度(1993),徳永・橋本の心理的競技能力診

断検査(1993)などが紹介されている．

2.心理尺度の作成方法

心理尺度が備えるべき条件として，次の精度が

求められる．

1）尺度項目の作成
まず，何を測定するかという測定対象を明確化



する．そして，それを測定する項目は先行研究，自

由記述,面接などにより収集する‐予備データを収

集し，統計的分析(反応分析の検討,GP分析,IT相

関分析，因子分析など)によ'ﾂ項目を決定する．

2)信頼性の検討

本調査を実施することにより，信頼性について

再テスト法,折半法，α係数などを算出し，信頼性

を検証しなければならない．

3)妥当性の検討

作成された尺度が測定しようとしているものを，

実際に測っているかと．うか検証することが必要で

ある．そのために基準関連妥当性，内容的妥当性，

櫛成概念妥当性を検証しなければならない．

3.心理尺度開発の展望

1)期待される尺度の開発

運動・スポーツの実施者や指導者が目的に応じ

シンポジウム

35

て簡便に利用できる尺度(短縮版など)を開発するこ

と，海外で開発された尺度について,妥当性等検証

し，日本語版尺度として普及することなどが期待

される．

2)心理検査の倫理上の問題

心理尺度の開発や発行並びに普及に関与する者

は,人権の尊重個人情報の保護を基本理念として

発行,普及,研修,個人情報の保護などについて倫

理上の問題を守らなければならない．

【要約】

体育・スポーツにおける心理尺度について(1)わ

が国の1973年以降の動向を概観し,(2)心理尺度の

作成方法,(3)今後の展望について考察した．

体育授業における体育心理学の役割

～からだと心の教育を考える～

司会：和田尚（京都教育大学）

テーマ設定の主旨

来年度からの新指導要領の導入に向け，他教科

と同様体育科でも議論が活発に展開されている．

その中で注目されるのは，教育課程審議会の答申

で改善の特徴として示された「心とからだを一体

としてとらえて健全な成長を促す．．」という内容
である．心身一元論の立場から体育を位置づけた

この表記内容は，体育心理学における基本的問題

であり，心とからだに関する教育･研究の再考を促

すものである．またそれを実現するために具体的

に提示された｢体ほぐし」に関連して示された仲間

との交流も，人間関係の欠如が指摘されている子

どもの重要な問題として注目される．仲間との関

わり合いは，集団的活動としての体育授業を考え

るうえで今後のポイントになるであろう．

「心の教育」は中央教育審議会の答申(H.10.6)で

も強調され，現在抱えるさまざまな子供の問題の

解決を図るとともに，確かな子どもの成長を意図

してまとめられている．心の教育は学校教育にお

いては主として道徳教育，総合的な学習の中で考

えられることが多く，現にこの問題に関する書籍，

雑誌論文などをみても，そうした領域との関連で

論議されているものがほとんどである．

しかし,からだと心を一体としてとらえ,その教
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育について論じる試みは十分なされてはいない．

本テーマによる議論は,体育の独自性を発揮し,そ

の有用性を確固とするためにも不可欠な議論とし

て位置づけられよう．

昨今の体育･スポーツに関する心理学的研究は，

競技スポーツと健康のためのスポーツを対象とし

たものに関心が集まっているといえる．この傾向

は社会的要請や背景を考えると当然のこととして

受け止めることができ，この種の研究は今後さら

に質量ともに増大するであろう．

一方で学校体育,特に体育授業に焦点を当て､そ

の実践への心理学的アプローチは極めて少ないの

が実状である．実践のための基礎的研究を標傍す

る研究においても,成果を授業実践に活用･応用し

ている研究は少ない．特にこころの教育に関して

の議論は少ないといえる，この傾向は,筆者らが25

回記念大会の課題研究で分析した報告（体育の科

学,25(12),1975)でも指摘したが，その時以上に

強まっていると思われる．教員養成学部で体育心

理学の講義を担当する立場からも，より現場に密

着した研究や理論が求められているのではないだ

ろうか．

その種の研究が少ないのはなぜであろうか．現

場での研究がしにくい,研究として形にしにくい，

方法論的にむずかしい，関心がうすいなどその理

由はさまざまであろう．しかし,体育授業を視野に

入れた実践的研究は，体育心理学研究の一つの柱

として，今後さらに遂行され成果を収めることが

必要であると，多くの者が望んでいると思われる

こうした背景と実態をふまえ，来年度から新指

導要領が導入ざれるという機会に，体育心理学専

門分科会としてもからだと心の教育を体育授業と

の関連で是非討議しておくべきであると考え，本
テーマを設定した．さらに新世紀という区切りの

大会に，体育心理学の役割を体育授業と関連づけ
て考えることの意義も併せて考慮した．

シンポジウムの内容

当日発表いただく演者とテーマは次のとおりで

ある．

鈴木壮（岐阜大学）

・臨床心理学からみた”心，からだ，体育，

賀川昌明（鳴門教育大学）

・現状分析と今後の体育心理学に期待すること

岡出美則（筑波大学）

、仲間づくりという観点からみた体育の授業の可

能性と現状の抱える課題

臨床心理士として，学校カウンセラーにも携

わっておられる鈴木氏には，臨床心理学的視点か

ら心とからだについて，身体活動の心理治療的意

味を明らかにするとともに，体育授業での心とか

らだの教育の可能性について提言していただく．

学校現場の経験もあり，以前雑誌「学校体育」の

編集委員を勤められ，常に授業実践を頭に入れ研

究に取り組んでこられた賀川氏には，研究会での

子どものからだと心に関する実態を指摘していた

だいたうえで，これまでなされてきた本テーマに

関係のある研究を分析していただく．さらに,今後

への期待と研究のあり方について提言をいただく．

体育科教育学専門分科会において幅広くご活躍

で,社会学習の世界的動向にも詳しい岡出氏には，

関連のある海外のモデルの紹介をとおして，体育

の授業における仲間づくりに関して，その可能性

と課題について提言いただく．ざらに，体育心理学

への期待についても触れていただく予定である．

三氏の提言をもとに，本シンポジウムでは体育

授業において｢からだと心の教育」はどこまで可能

なのか，さらに，どのようにすればそれを実現でき

るのか，研究上の方法論はいかにあるべきかなど

について考える場にできればと願っている．心の

教育論には実践論が欠けているという指摘がなさ

れることがあるが，当日は机上の空論に留まらず，

実践研究への足がかりとなるような実践論が展開

されることを期待している．

体育授業における体育心理学の役割は，本サブ

テーマ以外にも多くある．今後も引き続いて本メ

インテーマが継続され，シンポジウムが企画され

ることを希望する次第である．
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臨床心理学から見た“心、からだ、体育”
鈴木壯（岐阜大学）

臨床心理学・カウンセリング（心理療法）・心とからだ・身体運動

l.スポーツや身体運動の,[理治療的な意味

スポーツの場がカウンセリングの場と同様の働きをする

ことを示唆している研究者がいる（たとえば、Maudn,

1977;SaCks,1979)。競技場やルールという制限のなか

で、つまり守られた空間のなかで、スポーツをする人の

内面にあるもの（感情）が表出され、それが治療的な働

きをする、というのである。カウンセリング（心理療法）

においては、面接室という守られた空間のなかで、クラ

イエントの内面にあるものが表出され、それを共感的に

受け取るカウンセラーとの関係のなかで治療が行われる。

スポーツはそのことと同様のことが行われる場であると

いうのである。そのとき、指導者が治療者（カウンセラ

ー）の役割を担うことになる。スポーツという身体運動

を行う場のなかで、スポーツをする人たちによって内面

にあるものが表出されるのを指導者（治療者）が受け止

める、という関係になかでスポーツをする人たちの自己

ﾛ螺§巌呈が促進されるのである。

ところで、身体を動かすことは「自分自身が思わぬと

ころであらわになる体験j(中島、1996)でもある。人

の動きをを観察していると、歩き方、走り方などに個性

があることがわかるであろう。また、体育その他で人が

身体運動をしているところを見ていると、その動きにそ

の人の内面にあるものが表されているのに気づくことが

多い。このように身体を動かすことはその人の内面にあ

るものを表出させやすくするようである。

また、心理治療の方法としてプレイセラピー6齢娠

濁というものがある。主に子供の治療法として大人の

詫吾に代わる遊び（プレイ）を用いて、その中で感情を

自由に表現することによって治療がなされるのである。

また、心理治療の方法として運動療法あるいはスポーツ

セラピーというものがある。いずれも治療の手段として

身体を動かすことが用いられている。それらは、身体を

動かすことによって表出される内面にあるものを共感的

に受け止める治療者のもとで行われると、自己成熟過程

が促進される、ということを示している。

以上のように､スポーツや身絹璽肌鑓切な枠侍り）

があるなかで、自分の内面にあるものを自由に表現でき

るのという意味で､治療的であると考えられる｡つまり、

自己成熟過程を促進する可能性があるのである｡そして、

そこには表現されたものを受け取る人の存在が不可欠で

ある。

また、内面にあるものが表出されやすいのがスポーツ

や身体運動の場であるとすれ賎そこは活動する人たち

の感情がぶつかりあう場面ともなってくる。そのような

場では、お互いにお互いの感情に気づいたり、調整した

りできる場ともなることが考えられる。従って、スポー

ツや身体運動が行われる場は貴重な人間関係のトレーニ

ングの場ともなりうるのである。

2,心理瀞隷勺な意味と体育

体育の授業の中でスポーツや身偽運動をどｵ1だけ治療

的にすることができるだろうか。カウンセリング場面で

は、クライエントの内面（感情）の表出を可能にするた

めに、「自由にして保護された空間」が必須である。同時

に、カウンセラー（治療者）の器量もまた非常に重要と

なっている。従って、体育の授業に治療的な意味合いを

持たせるためには、体育館や運動場、そして授業中のル

ールなどの制限の中、つまり守られた空間の中で、生徒

の自由な表現を保障できなければならない。また、守ら

れた空間の中で生徒によって自由に表現されたものを、

体育教師が受容できる器量があること、つまり彼らが身

体で表現するものを心を開いて受け止めることができな

けらばならない。従って、体育教師がそれ相応の訓練を

受ける必要があるかもしれない。たとえば体育教師自

身の身体の感受性を高める、身体で表現されたものを感

じ取る力を育てる等の訓練を受けた方がいいかもしれな

い。
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現状分析と今後の体育心理学に期待すること

賀川昌明（鳴門教育大学）

体育授業・体育心理学・からだと心の教育・現状分析

1．現代の子どものからだと心

中央教育審議会の第一次答申では，現代の子どもたちの

生活の現状を「ゆとりのない生淘とし，そこから生じた

問題点として，「社会性の不足や倫理観の欠如」「自立の遅
jlJ[肥満傾向や視力低下」「体力・運動能力の低下Jとい
った特徴を指摘している．また，受験戦争の過激化，いじ

めや不登校の問題学校外での社会体験の不足などが，豊

かな人間性をはぐくむ上で阻害要因となっているとした．

また，筆者が関係する研究会において，体育授業の中で
問題だと感じる「子どものからだと心」の状況について，

自由記述によるアンケート調査と懇談会形式による聞き取

り調査を実施した．アンケート調査では35名の小・中学
校教師からの回答が得らね懇談会ではその結果を基にし
て大学教官を含む12名で話し合った．

その結果，概ね中央教育審議会の指摘と同様な状況が浮
かび上がったが，その内容はより具体的になった．たとえ
ば，からだの問題に関しては，屋外での運動遊びの擬会が

減ったため，全体的に体力低下の二極化現象力視られると

ともに，基本的な身体操作能力が身に付いていないことも
指摘された．また，心の問題に関しては，他人とのコミュ

ニケーション力塔手な子が多く，ある特定の子どもたちと
だけしか話せない子が多いこと，ストレスに耐えきれず突
然切れたり，暴力を振るったりする子力鞘えていることも
報告された．さらに，忍耐力やねばり強さが無く，すぐに
飽きてしまうとか，他人との協調性に欠け，自己中心的な
子どもが多くなっていること等も指摘された．

これらのことからも明らかなように，現代の教育にお

ける最大の課題は,病んでいる子どもたちの｢からだと心j
を解放し，いかにして健全なものとして育てていくかとい
うことである．そして，それを土台として，これからの厳
しし牡会生活をたくましく，豊かに生き抜いていく力を身
につけさせなければならない，しかしながら，現代の子ど
もたちの生活体験は非常に乏しいものとなっている特に
身体活動に関わるものには，その傾向力署しい、そして，

今までであれば当然身に付いていたと思われる身体操作能
力や対人関係の処理能力，さらには自己の感情処理能力等
が身についていない．その結果，今までのように，体育授
業において「鍛えるjという発想だけでは対処しきれない
状況が生まれている，対応の仕方によっては，健全なから
だと心を育てるべき体育授業斌かえって子どもたちの心
に大きな負担をかけ，やがてそこから身体的不調を引き起
こしかねない可能性すら孕んでいる。

2．体育心理学分科会における体育授業関連発表演題

目の全発表演題目に対する比率

こういった状況下，体育心理学分科会では，どのような
対応がなされているのであろうか．その状況を把握するた
め，1986年から2函年までの過去15年間における体育
心理学分科会における体育授業関連の発表演題目をリスト
アップした．また，それと対l老す-る意味で，体育科教育分
科会における心理学的課題に関連する発表演題目もピック
アップし，両分科会における全発表演題目に対す-る比率を
計算した．その結果，体育心理学分科会における体育授業
関係の発表演題目は平均3.7％,‐体育科教育分科会におけ
る心理学関連の発表演題目は平均14.2％で，明らかに体育
科教育分科会における心理学関係の発表演題目が多くなっ
ている．このことは，体育心理学分科会における発表者の
関心が体育授業以外の領壊すなわち，運動学習やスポー
ツ活動における心理学的課題に集中していることを示して
いる．また，数少ない体育授業関係の発表も，学習者の心
理的諸側面を測定する尺度開発や，その規定要因の分析な
ど，どちらかというと基礎的な研究の比重が大きいことが
示された．

3．体育心理学への期待

現代の教育課題である「からだと心の教育」は，まさに
体育授業に直結する問題であると言えよう．しかも,その
課題は，体育心理学にとって，無視できないものである。
ことに，今回改訂された学習指導要領の俸育・保健体育科
の目標で強調されている「心と体を一体としてとらえ」と
いう考え方は，体育心理学にとって非常に興味深い観点で
ある．しかしながら，理屈としては分かっていても，いざ
それを体育授業の中で実践しようとするとき，果たして
我々 はどれだけ有効な手段を提供しうるのであろうか．
「からだほぐしの運動」を例に取ってみても，その具体的
な取り扱い方と，その効果に関しては未知な部分が多い．
研究的な立場から見れば物事を科学的にかつ理論的に
説明することは重要なことである．しかし，教育現場にお
いては，理論よりも当面の課題解決に役立つ情報が求めら
れている.教育あるいは体育･保健体育の授業における｢か
らだと心の問題」にどう対処すればよいのか．また，どの
ような授業をすれば期待されるような効果が得られるのか
具体的で実践的な示唆が提示できるような研究成果の積み
重ねが期待される．
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仲間づくりという観点からみた体育授業の可能性と現状の抱える謀題

岡出美則（筑波大学）

仲間づくり。社会学習。学習モデルとストラテジー．

1．体育の授業で仲間づくりを進める前提条件

「体ほぐし」の導入を契機に展開されている、仲間づく

りを意図した実践には次のような多様な認識がみられる。

(1)あくまで運動学習が主であり、仲間づくりは二義的。

(2)運動学習と仲間づくりを関連づける。

(3)人間関係上のトラブルは即座に回避すべきもの。

(4)体育の授業で培った人間関係は他の場面も娠移する。

他方で、仲間づくりは学活でやればよく、体育の授業で

する必要がないとの指摘もみられる。

しかし、人間関係づくりを促すカリキュラムは、国際的

に多犠化している体育のカリキュラム描想の1つ、あるい

はその1つの学習領域として明確に位置づけられている。

そこで以下では、ドイツの社会学習、アメリカの共同学

習モデルとベア学習モデルを細介することを通して、仲間

づくりを意図した体育の授業づくりの可能性と問題点を検

肘したい。

2．ドイツにみる社会学習の提案

ドイツ語圏では行動様式や情緒的な反応の仕方、構えを

意図的に組織した学習が社会学習とみなされている

(PhDsc,1990,22･23)。他方で、体育の授業の学習を運動学習

に限定する人々からは、「結局何が学習されたのか？」と

の批判がしばしば示されてきた。

このような批判に答えるべく、例えばCachay(1981,

376-78)は、次の4つの能力育成を求めた。

(1)全メンバーの状態に感情移入できる能力

(2)自分の欲求が満たされないことに対する寛容

(3)ゲームの意義やルールの意義に関する知識等を前提と

したケーム描造の柔軟性を維持する能力

(4)言語能力

彼(Cachay,1976,300-306)はまた、自らの球技の実践で、

次の手続きを取っている。

(1)社会学習に関わる観察活動の組織化

(2)関わりの実態を示す触球数澗査の活用

(3)作戦の有効性の理解促進

(4)勝敗をめぐるトラブルの意図的組織化と達成観の相対

化

3．共同的学習の目的と社会学習の手統き論

共同学習は、(1)生徒間に学習成果の穫得をめざす共同

的関係を生み出すこと、(2)肯定的なグループの関係を生

み出すように促していくこと、(3)生徒の自己評価を発達

させること、(4)学習成果を豊にすることを意図した学習

モデルである(Mclzlcr,200,223)。また、その目的実現に向

けては、(1)チームとして狸得する報償‘(2)個人としての

説明責任並びに（3）成功に向けての機会均等の3点に関

わる手統きが求められている(Metzler,2000,221)｡

4．ペア学習モデルにみる社会学習の手続き諭

ペア学習モデルは、チューター役を股定し、それを交互

に演じることを求める学習モデルである。

このモデルでは、大部分の意思決定とリーダーシップは

教師に委ねられ、チューターには学習指導過程のごく一部

分が委ねられるに過ぎない(Me1zler,2000,289)．そのため、

この学習モデルの成果を期待するのであれば、良質のチュ

ーターを育てることが必要とされている。

5．体育授業での仲間づくりの前提とその展開に向けて

これらの提案には、人との関わり方が学習の対象になる

との明確な露識や子どもたちの人間関係上のトラブルが克

服の対象として明確に位侭づけられている。しかも、体育

の授業で実現可能なそれを追求する姿勢がみられる。さら

に、これらの学習モデルには、仲間づくりに関わって行使

されるストラテジーやそれを行使する前提条件が提案され

ている。例えば、次の点である。

(1)体育の授業の目標は、運動、認識、情意／社会といっ
た複数の領域から檎成される。

(2)仲間づくりは、社会的な能力獲得に向けての一定の学

習を通して可能になる。

(3)仲間づくりの前提には、自己への気づき、他人への気

づきが必要になる。

(4)課題は教師が設定するが、解決方法は生徒が中心に検

肘し、教師はその促進役を務める。

(5)一定期間、人間関係を固定する。

(6)体育の授業で培われた仲間づくりの能力が他の領域に

無限定に転移するとは考えない。

しかし、我が国では、授業の意図に応じた多様な学習モ
デルという発想が体育関係者の一般的な共通認激になって

いない。また、社会学習という学習領域の存在への意識も

弱い。他方で、この種のアイデアが、教師の信念や授業を

めぐる風説により拒否されたり、教師の能力により成果を

あげえないケースもみられる。逆に言えば、このような状

況を越えていく、実現可能な見通しを提案していくことこ

そが必要になる。

その意味では、我が国でも、社会学習を促す学習モデル

の提案やその成果の検証、さらには、その研究成果が実際

の授業づくりに還元されていく手続きの確立が求められよ

う。
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学位論文の紹介にあたって

いわゆる理系とは異なって，心理学を含む文系

の世界では，博士号を取得するための審査が厳し

いように感じます．そうした中にあっても，多大な

努力をもって，博士号を取得きれる方が，体育・ス

ポーツ心理学関係者の中に増えてきています．

これまでの会報では，そうした方々の中から数

名に限定して，学位論文の紹介をして頂いていた

ようです.本号においては，さらなる情報発信なら

びに体育・スポーツ心理学研究全体の活発化とい

う観点から，過去数年間において学位を取得され

た出来る限り多くの方に内容の紹介をご依頼させ

て頂きました．

今回は計13名の先生にご執筆頂きましたが，領

域的には運動学習・制御に関するものが多いよう

事務局（名古屋大学）

です．また，体育学領域としての博士号だけでな

く，理学や医学領域からの博士号所得者もおられ

ます．

学位取得者の正確な把握をすることが困難で

あったため，ご紹介頂くことが出来なかった先生

も多分におられると思いますご容赦頂〈ととも

に，本号以降にご紹介して頂きたいと考えており

ますので，事務局までご連絡頂けると幸いです．

最後になりますが，ご執筆頂いた先生方には重

ねて感謝申し上げます．

文責：竹之内隆志

（以下,事務局の判断で五十音順に各先生の論文

紹介を掲載させて頂きました）
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スポーツ・運動場面における錯覚の研究

スポーツ･運動場面における錯覚は,古くから数

多く知られた現象である.例えば,薄暗いところで

は，明るいところよりボールが速く見えることや，

走高跳でスタンド間の距離を短くすると実際より

もバーが高く見えることなどが経験的に知られて

いる．しかし，このような錯覚が運動パフォーマン

スにどのような影響を及ぼすかという問題を実験

的に検討した研究は,ほとんど見あたらない.この

理由としては，スポーツや運動の場面が複雑で流

動的であるため,伝統的な錯覚-錯視研究で扱う固

定的な状況の設定が難しく，錯覚現象の特定が困

難であったことによると考えられる．スポーツ.運

動場面では様々な錯覚が見られ，その中にはスキ

ル習得や運動パフオーマンスに密接に関連するも

のがあることから，これらの現象の特性を明らか

にし，その影響を検討することは重要なことであ

る．

そこで本論文では，情報処理的アプローチ及び

生態学的アプローチから,スポーツ･運動場面にお

ける錯覚と運動パフォーマンスの関係を検討する

ために5つの実験を行った．

実験1及び実験2では，ミユラー，リヤー錯視に

より視覚自体に歪みが生じ,知覚対象(線分)が過

大視あるいは過小視される状況下での動作特性を

検討した．代表的な実験室課題である距離再生課

題（視覚的に提示された線分の長さを腕の移動距

離で再生する課題）を用い，実験1では，錯視によ

兄井彰（福岡教育大学）

学位取得大学：中京大学

博士種別：博士（体育学）

学位取得年月日：平成12年3月21日

り動作がどの程度引きずられるか，そして錯視事

態についての知識や教示がどのように影響するか

について検討した．また，実験2では，十分に課題

を練習した後の動作に及ぼす錯視の影響について

検討した．その結果，距離再生課題において，提示

線分が過大視及び過小視された場合，動作が錯視

の方向に引きずられる錯視効果が見られ，事前に

錯視についての教示が与えられていても，また,十

分に課題が学習されていても同様の効果がみられ

ることが明らかとなった．このことから，運動パ

フォーマンスに錯視効果が明瞭に見られ，錯視に

より視覚情報が歪曲されると，その誤った情報に

引きずられ動作が遂行されることが示された．

次に，生態学的アプローチから，スポーツ・運動

場面で環境がどのように知覚されるかについて検

討した.実際のフィールド場面は,実験1及び実験

2のような実験状況とは異なり，長さや高さと

いった単なる環境の物理的特性を知覚しているの

ではなく，自己の特性を参照して環境の意味や価

値を知覚し，環境に適応しながら行為や運動が行

われていると考えられる，例えば,野球の打撃場面

で，バッターは物理的なボールの速さを知覚して

バットを振るのではなく，自己にとって打てる速

さのポールかどうかを見極めて打撃を行っていよ

う．また，走高跳では，跳踵者は，跳び越えようと

するバーの高さの物理的な特性を知覚しているだ

けでなく，自分が跳び越えられる高さであるかど



うかという自己の行為可能性(アフオーダンス）を

知覚して跳躍していると考えられる．そこで,実験

3では,走高跳の跳躍場面に焦点づけ,バーを落と

さずに跳び越せる高さのアフオーダンス知覚と身

体特性の関係について検討した.その結果,跳躍を

行わずにバーを見ただけで判断させても，跳び越

えることが可能な限界のバーの高さを正確に知覚

できることが明らかとなった．また，バーを落とさ

ずに跳び越せると知覚的に判断した最高のバーの

高さと実際に跳び越えることのできたバーの高さ

は,身長や垂直跳びなどと高い相関が見られた．さ

らに,跳び越せると知覚的に判断した高さは,バー

の高さが高くなるにつれて減少し，長身長群の方

が跳び越せると判断するバーの高さが短身長群よ

りも高いことが明らかとなった．しかし，バーの高

さを脚の長さに垂直跳びを加えたもので割った値

を基準とした場合は両群間に差は見られなかった．

これらの結果から,走高跳において,跳び越えられ

るバーの高さの知覚的判断は，行為者の身体特性

を基準として行われており，環境を知覚すること

は自己の行為可能性，すなわちアフォーダンスも

知覚している可能性が示された．

この実験3の結果に従うと，実際のフィールド

場面では，錯覚により環境の知覚に歪みが生じた

場合，その歪みの方向に行為や運動が引きずられ

る場合だけではなく，逆の方向に行為や運動が行

われる可能性が考えられる．例えば,走高跳におい

て，スタンド間の距離を短くするとバーが高く見

える錯覚が生じるが，実験1及び2の結果から錯

視の運動パフォーマンスへの影響を考えると，高

く見えれば，跳躍者は高く跳ぶ方向に行為が引き

ずられ，バーを跳び越せることとなる．しかし，実
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験3の結果から考えると，錯覚によりバーが高く

見えると，自己の身体特性を参照しながら,跳び越

せないというアフォーダンスを知覚し，実際には

跳び越せる高さであっても，跳び越せなくなると

思われる．

そこで，実際のフィールド場面における錯視の

運動パフォーマンスへの影響を検討するために，

実験4では,錯視現象の特定を行った.走高跳の用

器具要因,具体的には,バーの長さの変化及び支柱

上端からバー止めまでの長さを変化させ，バーの

高さの知覚における変化を測定した．その結果，

バーの長さが短くなれば，見かけのバーの高さが

高く，バーが短くなれば,見かけのバーの高さが低

く見える錯視が生じたまた,支柱上端からバー止

めまでの長さが短くなれば，見かけのバーの高さ

が高く，支柱上端からバー止めまでの長さが長く

なれば，見かけのバーの高さが低く見える錯視が

生じた．

実験5では実験4の結果を基に，走高跳の運動

パフォーマンスに及ぼす錯視効果を検討した．そ

の結果,バーが長い条件で,統制条件より被験者の

最高記録が高く，バーが短い条件で最高記録が低

かった．また，支柱上端からバー止めまでの長さ

が,短い条件よりも長い条件の方が,被験者の最高

記録は高かった．これらの結果から,走高跳の跳躍

場面において，高さの錯視は運動パフォーマンス

に正負両面の効果を及ぼすことが示された

以上,各実験の結果から，スポーツ運動場面に

おける錯覚は，環境の知覚に影響を与え，運動パ

フォーマンスにも明確な正負両面の効果を及ぼす

と示唆された．
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大筋的系列動作のモデリングにおけるモデル提示角度の

影響に関する研究

石倉忠夫（同志社大学保健体育研究室）

運動技能のモデリング効果を説明する理論とし

て,Banduraの社会的認知理論(1986)が多くの研

究で取り上げられている.最近では,刺激の入力か

ら出力に至る情報の変換という観点から心的事象
を記述しようとする情報処理論の枠組みからモデ

リングのメカニズムを明らかにしようと試みられ
てきている．

さて，モデル提示角度の問題はモデル提示の設

定条件の一つとして挙げられる．学習者に対して

背面の角度から技能を提示する背面モデルの観察
条件は，正面の角度から技能を提示する対面モデ

ルの観察条件よりもモデリングの効果が速やかに

現れることが報告されている(Roshall,1961；猪俣

小山．妹尾,1983).ここで，情報処理論的な枠組

みで解釈すると次のように説明できるものと仮定
される．つまり，対面モデルを観察する条件ではモ

デルとの身体位置関係が逆になるため，限られた

容量を持つ作業記憶内でモデル像を反転操作する

処理が必要になり，技能についての視覚的情報を

コード化するのに必要な処理容量が減る．一方,背

面モデルを観察する条件ではモデルとの身体位置

関係が一致するため，対面モデルを観察する条件

よりも作業記憶内で技能についての視覚的情報を

コード化する処理に費やす容量が大きい．よって，
技能についての視覚的情報をコード化する容量の
大きい背面モデルの観察条件が技能習得に効率的
であると説明できよう．

以上の仮定を検討するために，本研究では次の
仮説を設定した．

仮説1：モデル観察によって独得された技能につ

1997年3月中京大学審査学位論文

いての視覚的情報を作業記憶内で反転操作を必要

とする観察条件と必要のない観察条件ではコード

化処理の効率に作用するため，モデルに対する注

意の向け方の特徴に違いがみられる．

仮説2：さらにこの違いが作業記憶内でコード化

処理する容量の増減に作用し，コード化処理で用

いられるコードの種類も異なる可能性がある．

よって，その影響が技能習得の効率とその保持の

差異となって現れる．

この仮説を検討するために，大筋的系列動作の

モデリングにおけるモデル提示角度の条件設定が

技能習得に及ぼす影響について比較し，さらにモ

デル観察時の技能についての視覚的情報の処理過

程を明らかにする手がかりを得ることを目的とし

て3つの研究を行った．

研究1と2ではモデル提示条件と技能習得の効

率を設定し，モデル観察時の注視運動の特徴を比

較した．研究1は対面モデル条件（以下,OG)と

背面モデル条件（以下,SG)を，研究2ではOGと

鏡映像のように動作の左右を逆転させて提示する

鏡映モデル条件（以下,LGG)を取り上げた（図

1）．研究1の結果,SGはOGに比べ技能習得が速

やかに現れ，前者は後者に比べて技能についての

視覚的情報がより多く処理でき，技能習得の進度

に伴って“わからなかったところをよく観察する”

など注意すべき視覚的情報の選択肢がより絞られ

るようになってきたことが示唆された．研究2で

は,SGはLGGに比べ技能習得が速やかに現れる結

果が得られた．また，モデル観察中の注視運動パ

ターンにおいて，モデル身体に対する注意の向け
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能を遂行するときに経験する視線と一致する形態

のモデル提示条件は，作業記憶内の全容量をコー

ド化処理に費やしたりイメージリハーサルの処理

に費やすことができるため，技能についての非常

に多くの視覚的情報から選択的に注意を向けねば

ならない視覚的情報を絞りやすく技能習得の効率

がよい.一方,視線が一致しない条件では一致しな

いだけ視覚的情報を反転操作させて考えねばなら

ないため，コード化処理やイメージリハーサルに

費やすことのできる作業記憶内の容量が減ってし

まい，技能習得に必要な視覚的情報の選択肢が絞

りにくく，技能習得の効率が悪くなると言えよう‘

方には両条件間に特別な違いは見られなかったが，

注視点の移動距離を手がかりとした注意の範囲に

おいてSGで狭くなり,LGGでは広がる傾向が示さ

れた.LGGでは前後方向の視覚情報を反転操作し

つつも技能についての視覚情報を取り込んだため

に注意の範囲が広がったものと推察きれた．研究

lと研究2より仮説lが支持された．

研究3において，視覚的情報の反転操作に要す

る処理容量の増減がコード化処理に及ぼす影響に

ついて検討するために,対面,鏡映そして背面モデ

ルの提示条件下における技能習得の効率と技能の

保持を比較した．その結果，技能習得の効率はSG

が最も良く，次いでLGGが良かった．また，保持

への影響については3条件とも忘却が見られたが，

条件間に差異は示されなかった．この結果から,作

業記憶内での反転操作に必要な処理容量が増すほ

ど，コード化処理に必要な処理容量が減るために

技能習得の効率は悪くなるという影響が見られる．

しかしながら，その影響は技能の保持の面には見

られなかったと考察された．研究3では仮説2の

一部が支持されたが，学習者のコード化処理の方

略について詳しく検討できなかったことが指摘さ

れた．

本研究で得られた知見から，学習者が実際に技

研究1:石倉・猪俣(1995)大筋的系列動作のモ

デリングにおける対面及び背面モデル提示条件の

比較に関する研究.スポーツ心理学,第22巻,pp7-

13.

研究2：石倉・猪俣（1994)大筋的系列動作課題

のモデリングにおける背面及び鏡映モデル提示条

件の比較に関する研究．体育学研究，第38巻，

pp397-405.

研究3:Ishikura&Inomata(1995)Effectsofangle

ofmodel-demonstrationonleammgofmotorskill.Per-

ceptualandMotorSkills,80,pp651-658.

モデル

44
II

A
1

1

1

I

前後の反転操作
前後佐右の反

学習者

鏡映モデル背面モデル対面モデル

図1モデルと学習者の身体の空間的位置関係

目



’

46

中年期女性の運動経験が更年期症状に及ぼす影響

上田真寿美（山口大学医学部・医療環境学講座）

平成12年度博士論文

九州大学人間環境学研究科行動システム専攻健康科学コース

指導教官：徳永幹雄

-緒言一

我が国では高齢化社会への進行とともに，中年

期以降におけるQualityOfLife(QOL)の重要性に

対する関心が高まっている.特に女性では,閉経前

後の様々な不定愁訴，いわゆる更年期症状がこの

世代のQOLを著しく低下させると指摘されてい

る．

更年期症状は，卵巣の老化による内分泌環境の

変化に,社会的･心理的ストレスが重なりあって発

症するものと考えられている.現在,この治療には

ホルモン補充療法が最も有効である．しかし,副作

用への懸念や禁忌疾患の問題等から，その施行率

は低い．そのため，カウンセリングや栄養。運動．

休養等の生活習慣の改善を基盤とする非薬物的療

法の本格的な取り組みが始まりつつある．なかで

も運動は,身体面への生理作用と同時に不安緊張

及び抑うつの軽減といった心理面への効果も明ら

かにされており，多大な効果が期待できる．しか

し，現状は「運動は良い」と勧めているにすぎず，

更年期症状の予防や軽減に対する運動の有効性や

適切な運動プログラムについては不明な点が多い

したがって本研究の目的は，運動が更年期症状

に及ぼす影響について検討し，更年期世代の健康

教育における運動のあり方について考察すること

とした．

-方法一

更年期女性を対象に,以下のことを研究した.第

lに更年期症状とその関連要因第2に過去から現

在までの運動経験と更年期症状の関連,第3に更年

期の運動行動，運動に対する態度及びQOLと更年

期症状の関連を検討した．そして，これらの結果を

もとに運動介入及びインタビューにより更年期症

状に対する運動の有効性を検討した．

-結果及び考察－

1．更年期症状とその関連要因では，規則正しい

生活習慣を送っている者は症状が低いこと，また

それは更年期以前の30歳代でも同様の結果であっ

た．このことから，規則正しい生活習慣の構築は更

年期症状の予防や軽減に有効であると考えられた．

2.過去から現在までの運動経験と更年期症状の

関連では，40～60歳に運動をしている者の症状は

低かった．また，更年期以前である30歳代の運動

経験も同様の結果が得られた．特に「頭痛｣，「神経

質」といった精神神経系症状でその傾向は顕著で

あった（表l).そして，その運動は「適度なきつ

さ」と感じられる低強度,1回あたりの時間が60分

程度，週に2～3回程度であり，生活習慣病を予防

する運動とほぼ同等であった．

スポーツ種目との関連では，球技等の集団的ス

ポーツをしている者で症状が低く，その多くが

サークルや教室に参加していた．このような運動

環境は仲間づくりによる悩みの共有や会話による

ストレス解消といった心理的効果をもたらしてい

ると示唆された．
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発症要因は生活環境，すなわち子供の独立や親の

介護といった家族問題と感じている者が多かった．

また，更年期症状や運動に対する情報源が限られ

ており，正確な知識や情報が得られていないこと

が明らかとなった．このため,更年期世代への支援

や健康教育は緊急の課題であり，専門家の協力や

行政の施策の充実が望まれる．

一まとめ‐

更年期症状は，程度に個人差はあるものの大半の

女性が経験する中年期女性の健康管理上,生活習

慣病はもとより更年期に対する正確な情報の提供

と症状への早期の対応は,QOLの観点からも重要

である．日本では，初経から妊娠，出産までの健

康教室の充実度に比べ，更年期の情報が少なすぎ

るという指摘もあり，突然の不調に戸惑う者も少

なくない．また,更年期症状ば病院へ行く程でもな

いが何らかの不定愁訴を感じている者が多いのも

特徴である．今後は健康教育を含めたプライマ

リーケアを充実させることが課題となるであろう．

運動の継続性では，30歳代以降，運動を継続的

にしている者は症状が低かった．したがって,長期

間楽しむことのできる運動様式(スポーツ）を更年

期以前に見つけることも，更年期症状の予防や軽

減に有効であると考えられた．

3．更年期の運動行動，運動に対する態度及び

QOLと更年期症状の関連では，更年期に運動をし

ている者は症状が低く，運動に対しての好ましい

感情が高かった.彼女らは，また主観的な健康や生

活の満足感及び社会的参加や支援度も高く，それ

らのQOLが高い者ほど更年期症状が低かった．こ

のように，運動を中心とした積極的な生活行動は，

QOLの向上や更年期症状の予防や軽減等の効果が

あり，これには周囲の理解や支援も必要であるこ

とが示唆された。

4．これらの成果をもとに3か月間の介入（運動

教室)では,介入後で主観的健康や生活の満足度等

のQOLの向上と更年期症状の軽減がみられた．

運動教室に参加した者へのインタビューでは，

表1ライフステージの運動実施程度、月経状態とKuppperman指数の11症状の関連

ライフステージ血管知覚異常不眠神経質憂うつめまい倦怠一関節痛頭痛動悸蟻走感
10歳代

20歳代
……35競槌……
40歳代～閉経

閉経～60歳

÷

I
－
１

運動

実施
程度

＊＊ 廻
不
哩
圭
０
１

器
１
１

＊

月経状態 ＊＊*＊＊＊＊＊＊＊＊*＊＊＊＊＊＊＊＊＊

10歳代

:::::::::Xfif::::::
…‘……ﾖ9歳if..…．
40歳代～閉経
……閉謹乏前溌”

＊＊＊ ＊

Ｂ
ｐ
酌

●
屯
■

Ｄ
Ｇ
Ｂ
、
●

■
今
や

ｂ
甲
９
。
Ｃ

Ｑ
ｂ
恥

◆
も
●

ｂ
ｂ
ｑ
■
函

●
守
Ｃ

Ｏ
Ｏ
印
ｃ
ｑ

Ｏ
９
●

◆
４
＄

や
ゆ
ｑ

旬
坤
配

●
。

●
０
９
８
恥

◆
も
＄
Ｃ
Ｇ

●
Ｏ
Ｇ

ｂ
◆
◆

■
心
Ｄ

ｅ
ｑ
ｑ

■
ｃ
ｅ

Ｃ
９
Ｇ

Ｄ
０
ｏ

■
Ｑ
Ｇ

Ｇ
ｏ
の

■
●
●

■
◆
。

■
０
凸

■
○
句

、
●
■

■
も
凸

Ｇ
Ｂ
恥

■
。
●
令
盟

ｑ
６
ｅ
◆
口

喧
０
，

■
。
。

。
４
心

●
の運動

×

月経

＊

甲
Ｃ
Ｏ
Ｇ

◆

。
ｑ
ｂ
■
、
■
０
■
■
■
も
Ｂ
○
函

○

由
■
■
旬
■
●
Ｂ
Ｇ
■
恥
■
９

■

甲
●
●
。
Ｏ
●
Ｄ
Ｇ
。
“
ｏ
９
ｔ
Ｑ

ｏ

■
Ｇ
Ｂ
●
◆
エ
。
■
由
。

。

Ｂ
■
、
合

●今▲●

**p<01,*p<.05,fp<.10



48

スポーツ 療リハI傷吉の息ム．ー、ビノァーンョンと予防にノロ

対する行動科学的アプローチ

岡浩一朗（東京都老人総合研究所・日本学術振興会特別研究員）

本研究では，スポーツの練習や試合の中で起き

る傷害を対象に取りあげ，それらスポーツ傷害の

治療とリハビリテーションの段階と予防の段階と

の両面について考察を行った．

従来，スポーツ傷害は主にスポーツ医学の立場

から研究が進められてきた．これに対して本研究

では，心理学を中心にした行動科学の手法を導入

することによって，スポーツ医学とは違った立場

からスポーツ傷害の基礎研究と応用研究を行った．

まず，治療とリハビリテーションの段階につい

ては，受傷によってアスリートが示すストレス反

応や治癒に影響を及ぼす要因を確かめるとともに，

リハビリテーションに取り組むアスリートヘの心

理的な援助の可能性を探った．予防の段階につい

ては，スポーツ傷害の発生に関係する心理社会的

要因，とくにアスリートが日常生活や競技生活で

経験するストレツサーに注目し，それらを測定す

る尺度を作成するとともに，ストレッサーの評価

とストレス反応やスポーツ傷害の発生との関係に

ついて検討した．

全体は4部で構成されている．第1部では，研究

の意義と目的，研究の構成と概要について述べて

いる．第2部ではスポーツ傷害の治療とリハビリ

テーションの段階について,第3部ではスポーツ傷

害の予防の段階について検討し,第4部ではこれら

を総合した実践的な方策を提案している．

第2部のスポーツ傷害の治療とリハビリテーショ

1999年度に早稲田大学にて学位取得

ンの段階の研究は，4章に分かれている．まず，第

2部の第1章では，受慨したアスリートの心理的問

題を扱った従来の研究の動向を分析した．しかし，

この領域での研究はほとんど行われておらず，受

傷したアスリートがどのような内容のストレス反

応をどの程度経験し，それがリハビリテーション

の過程でどのように変化していくのかという基礎

的な性質が把握されていないこと（研究課題I),受

傷したアスリートが経験しているストレス反応を

軽減させ，リハビリテーションへ専念きせるため

に，どのような方法で心理的な援助ができるのか

という応用的な研究が必要ときれていること（研

究課題I1)などが明らかになった．

第2部の第2章では，この研究課題Iを解明する

ために，受傷によるアスリートのストレス反応の

内容や程度を，種々の質問紙調査と面接調査に

よって調べ,それらを組み合わせて検討した．その

結果,重度の傷害を負ったアスリートは，怒りや疲

労，ショック，痛みなどのストレス反応を強く示し

ていた．さらに，受傷から2カ月が経過しても，怒

りや引きこもり，焦燥といったストレス反応の水

準は低下しないことなども明らかになった.第2部

の第3章では，アスリートの受傷後のストレス反応

や治癒に影響を及ぼす個人的要因や状況的要因に

ついて，調査結果をさらに分析した．その結果，特

性不安や一般性セルフ・エフイカシー，家族や友人

からの一般的なソーシャル・サポートに対する満



足感などが，受傷後のアスリートのストレス反応

の表出に影響を及ぼしていた．また，イメージ・ト

レーニングや目標設定などが，アスリートの主観

的な回復を促進きせる重要な心理的方略であるこ

とも分かった．

先の研究課題11に対する実験として,受慨したア

スリートのストレス反応を軽減させ，リハビリ

テーションへの専心性を高めるための心理的な介

入を行った．その結果，本研究で行った介入は，受

傷したアスリートの抑うつや怒り，混乱といった

ストレス反応を軽減させ，自分が負った傷害に対

して肯定的な考え方や態度を持つことに役立つこ

とが示された．

第3部のスポーツ傷害の予防の段階の研究は4章

に分かれている．第3部の第1章では，スポーツ傷

害の発生に影響を及ぼす心理社会的要因について

の従来の研究の動向を調べた．その結果,研究の課

題として，スポーツ傷害の発生に影響を及ぼすと

考えられてきたストレッサーの内容を測定する尺

度が必要であること（研究課題111),アスリートを

対象にしてストレッサーに対する評価とストレス

反応の関係を明らかにすること（研究課題IV),さ

らに，実際のスポーツ傷害の発生とストレッサー

の関係の実態を調べること（研究課題v)などがあ

げられた．

第3部の第2章は，まず研究課題1IIを解明する

ために，大学生のアスリートが日常生活や競技生

活で経験するストレッサーの内容を定量的に測定

するための尺度の作成を試みた‘その結果,(1)日

常･競技生活での人間関係,(2)競技成績,(3)他者か
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らの期待・プレッシャー,(4)自己に関する内的・社

会的変化,(5)クラブ活動内容,(6)経済状態学業と

いう6つのストレッサーが抽出され,尺度の信頼性，

妥当性が確かめられた．

第3部の第3章では，次の研究課題1Vについて，

大学生のアスリートの日常生活や競技生活でのスト

レッサーに対する評価が,ストレス反応へ及ぼす影

響について調べた．その結果,a)ある特定のスト

レッサーが特定のストレス反応と結びつく傾向が見

られること,b)ストレッサーの評価パターンは5つ

に分類され,中でも日常生活や競技生活での人間関

係とクラブ活動内容に対する評価が特に高い群や，

他者からの期待･プレッシャーに対する評価が特に

高い群が,強いストレス反応を示すことが認められ

た．

第3部の第4章では，実際のスポーツ傷害の発生

と日常生活や競技生活でのストレッサーとの関係を

検討し，研究課題vの解明を試みた．結果として，

a)ストレッサーは受傷の程度よりもむしろ傷害の発

生頻度との関係が強いこと,b)クラブ活動の内容や

競技成績といったストレッサーが傷害の発生に影響

を及ぼしていること,c)ストレッサーの評価が高い

こととスポーツ傷害の発生との関係は,特にコンタ

クト・スポーツの選手に認められることなどが示さ

れた．

最後に，第4部では，第2部と第3部の研究で得

られた知見を総合して，スポーツ傷害の治療とリハ

ビリテーションおよび予防を円滑に進めていくため

の心理的な援助の方策について，実践的な提案を

行っている．
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ヒトの運動制御における適応的変動

工藤和俊（東京大学大学院総合文化研究科

【背景と目的】

身体運動には数多くの関節･筋が関与するため，

これら全ての自由度を個々に制御しようとすれば

膨大な数の変数を決定しなければならなくなる．

また,身体の内部環境は常に変動しているため,同

一の動作を繰り返す場合でも，毎回同一の制御変

数を用いることは必ずしも安定した動作を保証し

ない.これらのことから,実際の身体運動は構成要

素の固定化ではなくむしろ適応的な変動によって

安定したパフォーマンスを実現している可能性が

ある．そこで本研究では,運動スキルを遂行する際

の動作および筋活動の適応的な変動について以下

に示す4つの実験を行った．

【実験1：素早いエイミング動作を正確に実行する

ための複数の調整】

素早くかつ正確に制御対象を移動させるエイミ

ング課題を遂行する際の動作は試行ごとに変動す

る．本実験ではこのときの動作変動と調整の関係

を検討した．被験者は素早くかつ正確に右肘関節

を目標位置まで伸展させるよう求められた．この

ときの動作を,角速度12deg/Sを基準値として主動

作および副動作に区分し，更に主動作において加

速局面と減速局面とを区分した.このとき，各局面

の終了時点における動作振幅の平均変動係数は，

加速局面,主動作,副動作の順に小さくなり，さら

に加速局面における最大速度と，最大速度までの

持続時間の逆数との間に有意な相関が認められた‐

生命環境科学系身体運動科学研究室）

これらの結果により，エイミング動作遂行の際に

は，動作開始直後の加速局面において動作振幅の

変動を減少させるよう動作のパラメータが適応的

に変動しており，更に加速局面で生じた変動を減

速局面および副動作によって調整していることが

示された．

【実験2：ボール投げ動作におけるリリース変数の

相補的協応】

投げられたボールの軌道は（空気抵抗を無視す

れば）リリース時の変数によって一意に決定する．

これらの変数が安定すれば当然ボールの落下点は

安定するが,逆は必ずしも真ではなく，同一の落下

点に収束する軌道は無数に存在しうる．したがっ

てリリース変数の試行問変動には，相補的な協応

の成分が含まれている可能性がある．本実験はこ

の点について，リリース変数の相補的協応性を評

価する方法を新たに開発し検討することを目的と

した．実験課題は静止目標に対してボールを正確

に当てることであった．リリース変数の協応性を

評価するために，各リリース変数の組み合わせを

無作為化してもとの組み合わせと比較する方法を

新たに開発した．この方法によって算出された協

応指数を検討した結果，ボール投げの際のリリー

ス変数が相補的協応関係にあることが示された．

【実験3：素早い動作の変更l.「バリスティック」

動作の変更可能性】

ある動作を行おうとした際，環境が突然変化し
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た場合には動作をその変化に応じて素早く変更す

ることが必要になる．しかし，動作開始後200ms

以内に終了する素早い動作は「バリステイツク動

作」と呼ばれ，このような動作変更が困難であると

いわれてきた．本実験では，このバリステイツク動

作の変更可能性について検討した．被験者は第1

信号に対して素早く肘関節を屈曲・伸展させるよ

う求められた（第1反応)．このとき，第1信号の

提示後50％の確率で第2信号が提示された.被験

者は，第2信号が提示されたときには素早く動作

を停止させるよう求められた（第2反応)．第1信

号と第2信号の提示間隔(ISI)は,5-400msと

し,試行毎にランダムに入れ換えた．このとき,ISI

が5-100msのときには，第1反応が完全に抑制

されるという反応が出現し,ISIが5-200msの

ときには,第1反応が開始された後,動作の途中で

停止の行われた反応が出現した．本実験における

平均動作時間は約llOmsであったが，これらの結

果はこのような素早い動作でも遂行途中での抑制・

変更が可能であることを示している．

【実験4:素早い動作の変更ll素早い動作抑制のた

めの主働筋一拮抗筋活動の機能的変容】

実験3で確認された素早い動作の変更を行う際

の筋活動の変動について検討した．実験3同様の

課題を用いて，課題遂行時の上腕二頭筋および上

腕三頭筋の筋電図を記録した．停止信号が提示さ

れたにも拘わらず発現してしまった動作の振幅は

変更時間（停止信号提示時刻から筋放電開始時刻

までの時間間隔）の増大に伴って直線的に減少し

た（図1A).しかしながら，このときの筋放電パ

ターンは変更時間に対して非線形的な変化を示し

た．すなわち，主動筋第1相活動は変更時間が100

msを超えてから徐々に減少する（図1B)一方で，

拮抗筋活動は変更時間が0-200msの区間では増
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図1喫史時IIU毎の般大動作掻幅（A）．主動筋活動強硬
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大し,300msを超えると減少した（図1c).これ

らの結果は，動作抑制を行うための方略が変更時

間に伴って適応的に変動していたことを示してい

る．

【まとめ】

本実験では，身体動作の変動と調整との関係に

ついて検討したその結果,たとえ外部環境が変化

しない条件であっても，動作要素の適応的な変動

が安定なパフォーマンスの実現に貢献していたこ

とが示された.更に,環境の変化により動作の変更

が必要になった場合には，「バリステイツク動作」

と呼ばれる素早い動作であっても，速やかに動作

の再組織化が行われて素早くかつ適応的な変更が

なされうることが示された.以上より，動作の変動

は制御不可能な要因によって生じる誤差の現れで

はなく，むしろ膨大な自由度を伴う運動の適応性

にとって本質的な意味を担うものであると考えら

れる．
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PsychophysiologicalStudiesonStimulus-precedingNegativity

asaComponentoftheCNVLateWave

【"足の裏の米つぶ”をとって思うこと】

本来ならば，本稿において学位論文の内容につ

いて詳しく語るべきであると思います．しかし,私

の研究テーマである脳波を研究されている方はス

ポーツ心理学の中で非常に少ないので，まともに

書いたのではとても読んでもらえることは少ない

と思います.そこで,本稿では学位論文の内容につ

いての簡単な紹介と学位取得までのいくつかの出

来事について述べたいと思います．

【どんな研究か？】

修論以来の私の研究テーマは，運動会などでよ

く見られる「ヨーイ，ドン!」という現象を脳波で

調べることでしたたかが「ヨーイ，ドン！」です

が，「ヨーイ」から「ドン」までの間には様々 な処

理が脳内にて行われていますその様々な処理を

便宜的に大きく二つに分けると,(1)筋肉を動か

すための準備（生理的準備）と（2）刺激知覚のた

めの準備（心理的準備）とに分けることができま

す．このうち,筋肉を動かすための準備は運動準備

電位(ReadmessPotentialsiRP)という脳波に反映

され，もうひとつの心理的準備は刺激先行陰性電

位(Stimulus-precedmgNegativity;SPN)という脳波

に反映されます.運動準備電位に関しては,観察が

容易なこともあって非常に多くの研究がなされて

いますが,SPNに関する研究はその解釈の難しさ

もあってか決して多くはないというのが現状でし

た.私は博士論文において,SPNにはいくつかのサ

小谷泰則（東京工業大学）

ブタイプがあり，それぞれの持っている機能的意

味(その脳波が何を反映しているかということ）が

サブタイプごとに異なるということを示しました．

詳しく知りたい方は（そんな人はいないとは思い

ますが),BiologicalPsychology,50(1999),1-18をご

覧下さい．

【家族のこと】

さて話は突然変わりますが，私は東京工業大学

に助手として赴任後に都立大学の博士課程に入学

しましたので，当然，自分の職場があり，そして家

族がいました．博士課程入学当時は，長女が1歳，

長男が1ヶ月でした．心理学を学ばれている方なら

すぐ、に納得がゆくとは思いますが，子供達は私の

博士論文の仕事が忙しくなると必ず熱を出すとい

う癖がありました.特に中間審査,最終審査があっ

た最終学年の時は，子供を肺炎のために2回も入

院させる羽目になってしまいました．入院したの

はまさに中間審査の直前と最終審査の直後でした．

今でも，点滴しながら眠っている長女を見ながら，

病室でノートパソコンを使いながら論文を書いて

いたのが忘れられません．

私が公務員宿舎に住んでいる関係で，私と同様

の体験をされた横浜国大の先生がおられましたが，

その先生の奥様は，「学位の頃のことは何も思い出

したくない！」と言われています．

【職場のこと】

社会人の学生として入学した関係上，職場には
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される必要性があった関係で，少々マニアックで

はあるものの,SPN研究者が読んで喜ぶような

テーマを選びました．しかし,学位取得後は少々冒

険をして，より多くの方に興味を持ってもらえる

ようなテーマ，すなわち「やる気」とSPNの関係

について実験を行ってみました．その結果（図参

照)，課題に対する被験者のやる気が変化すると，

それに合わせてSPNの振幅も変化することがわか

り,SPNが｢やる気｣の客観的な指標として有効で

あることが示唆されました(Kotanietal.,Psycho-

physiology,inpress).今後もこのようなSPNの応用

を考えながらもその意味をさらに探っていこうと

考えています．

【足の裏の米つぶの意味】

さて,私の指導教官は｢学位は"足の裏の米つぶ”

だ」と言われていました．その意味を聞くと「とら

なきゃ気になるし，とっても食えないし｣だそうで

す．ということで学位取得後の私の生活は,以前と

なんら変わりなく実験と授業に追われる毎日です．

そして子供達は相変わらず私の仕事が忙しくなる

と熱を出す毎日です．

迷惑をかけまいとは思いましたが，実際には周囲

の様々な方から助けていただきました.特に,上司

の石井源信教授は，公私ともに私のわがままをい

つも快く聞いてくだきいました．家庭や学位関係

のために「明日，休ませてください」と無理なお願

いをして，「ダメだ」と言われたことは3年間で一

度たりともありませんでした．

また，もうひとつの恵まれた環境が職場の実験

環境でした．実験を行うための生体アンプやシー

ルドルームは全てそろっているために，授業の合

間のわずかな時間に実験を行い分析することが可

能でした．

恵まれた上司と職場の実験環境が今から考える

と，学位取得がわりとスムーズにいった要因では

ないかと思います．

【研究のその後】

さてここまでエッセイ風な内容にしましたが，

少しはアカデミックな内容も書いておかなければ

ならないと思いますので，学位取得後の研究の展

開について述べさせていただきたいと思います‘

学位論文の研究としてはどうしても雑誌に受理
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複雑な両手協応運動における学習とタイミング制御に関する研究

田島誠（川崎医療福祉大学・医療技術学部健康体育学科）

本研究の目的

生体の運動の多くは複数の身体部位を複雑に協

応させている，そのような協応運動パターンを形

成するためには,適切な身体部位を,適切なタイミ

ングで，適切な空間位置へと移動させる必要があ

り，それらは発達や運動学習によって獲得される．

しかし，ピアノ演奏やドラムのばちさぱき，タイピ

ングなどのように，右手と左手との間に複雑な位

相関係が内在する両手協応運動の学習過程や各手

のタイミング制御機構についての詳細は不明な点

が多い

そこで，本研究では複雑な両手協応運動として

ポリリズム.タツピング(polyrhythmictappmg)を

採用することにした．ポリリズムは2つの異なる

拍子系列を同時に産出しなければならないため，

両手間に複雑な位相関係が内在する．そのため,複

雑な両手協応運動の学習とタイミング制御につい

て研究するのに適した運動課題であるといえる．

このポリリズムを用いて，認知的情報処理理論と

ダイナミカル･システム理論の観点から，複雑な両

手協応運動の学習とタイミング制御機構を明らか

にすることを目的とした．

ポリリズム・タッピングの学習ストラテジー

はじめに，複雑なポリリズム・タッピングを正確

に遂行するために必要な右手と左手のタイミング

制御について考えなければならない．そこで,右手

で5拍子タッピングしながら，同時に左手で3拍

子タッピングする5:3ポリリズム・タツピングを用

いて，右手と左手のタイミングを組織化するため

の学習ストラテジーについて検討することにした．

被験者には，目標とする音刺激系列に各手の

タッピングを同期させることによって5:3ポリリズ

ムを習得させ（同期段階)，その後に音刺激系列を

提示せずに5:3ポリリズムを再生させた（任意段

階)．その5:3ポリリズム・パターン内の隣接した

タッピング間インターバル間の相関を分析した結

果，片手間よりも両手間に高い負の相関が示され

た．これは5拍子系列と3拍子系列を右手と左手

で並列的に産出したのではなく，2つの拍子系列

を1つに統合した拍子系列として産出したことを

示すものである．このことから，複雑な両手協応運

動の学習ストラテジーとして，右手と左手のタイ

ミングを統合する統合運動組織化が採用されるこ

とが明らかとなった．

１
１
１



複錐な両手協応運動に対する学習効果

つぎに，複雑な両手協応パターンがどのように

して形成されていくのか，その学習過程を明らか

にするために,14日間の長期学習による同期段階

での反応の変化と任意段階で再生される5:3ポリリ

ズム･パターンの変化を量的および質的に検討し

た.同期段階での学習によって，誤反応と無反応が

減少していくとともに，正反応から見越し反応へ

の移行が引き起こされた．この見越し反応は刺激

が提示される前に生じる反応であるため，見越し

反応を行うためにはポリリズムの各刺激提示位置

を系列的に記憶しておく必要がある．また,任意段

階では不正確ではあるが，散逸構造的に安定した

位置から，散逸構造的に不安定ではあるが正確な

位置への移行が示された．

これらの結果から，ポリリズム・パターンを形成

するためには，同期学習によってボリリズムの系

列位置を記憶することが必要であり，そのパター

ンを再生する際にはダイナミカルな両手間の引き

込みが関与すると考えられる．

両手協応パターンのダイナミックな形成過程

以上の研究から，両手協応パターンの形成に対

して，認知的中枢制御とダイナミクス制御という

2つの制御レベルの存在が示唆された．ここで,両

手協応パターンの形成に対するダイナミクス制御

の関与をより明確にするために，同期段階による

学習を行わずに，任意段階において産出される両

手協応パターンの遷移経路を分析することによっ
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て，複雑な両手協応パターンの形成過程を検討し

た．

被験者にはパーソナル.テンポによって3:2ポリ

リズムを産出するように要求し，産出された全て

の両手協応パターンを分析した．その結果，3:2ポ

リリズム･パターンが形成される前に,’:'と2:1,3:

lパターンが産出された．さらに，これらのパター

ン間の遷移を繰り返した後に，目標とする3:2ポリ

リズム･パターンへと移行することが示された．こ

のような移行の特徴はFig.lに示したFareytreeに

よって表される．このFareybeeは2つの非線形振

動子間の振動数の引き込みパターンの関係を表し

ており，上に位置する（低レベル）の振動数比パ

ターンほど発生しやすく，安定である.本研究で示

された遷移経路はFareytreeの低レベルの振動数比
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から高レベルの振動数比へと移行していることが

示された.つまり，複雑な両手協応パターンは引き

込みによって形成されやすい単純な両手協応パ

ターンから遷移することによって形成されること

が明らかとなった．

両手協応学習に対する運動振動数の影響

ところで，リズム運動の先行研究によると，両手

間の引き込みによる単純なパターン形成では，運

動振動数が制御パラメータとして作用することが

知られている．そこで，複雑な両手協応運動のパ

ターン形成に対する運動振動数の影響を明らかに

するために，3種類の運動振動数（高･中低振動

数）条件を設定し，5:3ポリリズムの学習に対する

運動振動数の影響について検討した．同期段階で

は運動振動数が高いと正反応が多く，運動振動数

が低くなると見越し反応が多かった‘この結果か

ら，運動振動数は同期学習における認知的中枢制

御に影響を与えることを見出した．

また，任意段階で再生された5:3ポリリズム.パ

ターンは,運動振動数が低いほど正確であった．さ

らに，5:3ポリリズム以外に産出されたエラー,パ

ターンに着目すると,運動振動数が高いほど,散逸

構造的に単純で安定した2:lパターンが多く産出さ

れていたこのことから,運動振動数は両手協応パ

ターンのダイナミクス制御に対しても質的な影響

を及ぼすことが明らかとなった．これは,運動振動

数の変化にともなって，両手間の結合力が変化し

たことに原因があると考えられる.一般に,運動振

動数が低い時には両手間の結合力は高いが，運動

振動数が増加するにつれて両手間の結合力は減少

していくことが知られている‘つまり，運動振動数

が低い場合には，両手間の結合力が強いために両

手間の引き込みの影響はほとんどなく，認知的中

枢制御が支配的となるが，運動振動数が高くなる

につれて,両手間の結合力は弱くなり，その結果と

して両手間の引き込みの影響を強く受けた両手協

応パターンを産出することが明らかになった．

結論

以上の研究を通して，複雑な両手協応運動の学

習とタイミング制御には2つの階層的制御レベル

が関与していることが明らかになった．上位制御

レベルである認知的中枢制御は，反応すべきタイ

ミング位置の記憶や見越し，目標と反応との誤差

の検出などの認知的な機能によって正確な両手協

応パターンを形成するように作用すると考えられ

る．これに対し，下位制御レベルであるダイナミク

ス制御は，両手間の引き込みによって安定した位

相関係を自律的に形成することができる．これら

2つの制御レベル機構が相補的に作用することに

よって，正確で安定した両手協応パターンが形成

されるのである．

また，この階層的制御レベルの相補的関係は,制

御パラメータである運動振動数によって変化する．

運動振動数が低い場合には両手間の結合力が強く，

上位制御レベルである認知的中枢制御が支配的で

あるが，運動振動数が高くなるにつれて両手間の



結合力が弱くなるため，下位制御機櫛であるダイ

ナミクス制御の影響が大きくなるのである．

さらに,学習段階によっても，階層的制御レベル

の相補的関係は変化すると考えられる．学習初期

段階では系列位置の記憶が形成されていないため，

ダイナミクス制御によるエラー･パターンが形成さ

れやすい．しかし，学習が進むにつれて，系列位置

の記憶が確立され，認知的中枢制御が支配的とな

り，正確な両手協応パターンを産出することがで

きるようになる．さらに，過剰学習段階になると，

両手間の引き込みによる新たな（目標とする）両手
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協応パターンの形成が可能となり，ダイナミクス

制御が支配的となる.その結果として,認知的中枢

制御をほとんど必要としない運動の自動化が達成

できると考えられる．

付記：同名の論文題目において平成12年3月に広

島大学大学院生物圏科学研究科より博士(学術)の

学位を授与されました.本論文の作成にあたり，主

査であられる調枝孝治教授ならびに副査の先生方

には多くの貴重な御指導と御助言を賜りましたこ

とに記して深く感謝申し上げます．
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Effectivelearningstrategiesandscheduleforacquiringnew

patternsofbimanualcoordination

1．研究の目的

運動学習は比較的古くから研究されてきている

が，そのほとんどは運動の熟練過程に関するもの

であった.すなわち，ある程度遂行可能な運動課題

に関して，低い技能レベルから熟練に至るまでの

習熟過程やその効率的な学習方法が検討されてき

た．しかし,実際の運動学習の多くでは，目標とす

る動作がまったくできない段階から学習が始まり，

練習を重ねることによりその動作パターンが遂行

可能になり，さらに技能レベルを向上させていく

熟練過程へと移行して行く．したがって従来の運

動学習研究では，後半の熟練過程のみを問題にし

てきたといえる.本研究ではこの点を考慮し,学習

の初期段階ではまったく遂行不可能な新奇な運動

の学習について検討することとした新奇性の強

い運動課題としては,両腕の内転.外転動作による

周期的運動(両手協応動作)がよくとりあげられて

きた．一般に，両手協応動作は神経系，筋骨格系，

力学系のさまざまな要因による拘束ないしは制約

を受けるとくに学習初期においてはそれらの拘

束･制約要因の影響が強く，両手協応動作は両腕の

左右対称動作(in-phase)あるいは左右反転動作

(anti-phase)のいずれかの動作パターン（アトラク

ター）に引き込まれやすくなる．したがって，両手

のタイミングを同期させない特殊な位相特性で両

手協応動作を行なおうとする場合，学習初期の段

階では容易にアトラクターに引き込まれてしまう

が，徐々にアトラクターの影響を克服することが

可能になり，最終的には目標とする動作パターン

筒井情次郎（愛知教育大学）

東京都立大学理学部博士論文

がスムーズに遂行できるようになる．本研究では，

このような新奇でかつアトラクターに引き込まれ

やすい課題として，両手のタイミングを相互に1/4

周期ずらす両手協応動作を採用し，その動作パ

ターンの穫得・習熟のための効率的な学習方法を，

とくに学習を支援する学習ストラテジーと学習ス

ケジュールの点から検討した．

2．研究の方法

本研究で用いた1/4位相差の両手協応課題は，通

常,in-phaseあるいはその反転動作であるanti-phase

のどちらかのアトラクターに引き込まれてしまう．

本研究で被験者に課した学習課題は，これらのア

トラクターヘの引き込みを克服しl/4周期ずらした

両手協応動作を習熟することであった．実験1～

4では，この両手協応動作パターンの学習におけ

る効果的な学習ストラテジーに関して検討を加え

た.すなわち,従来からよく用いられてきた指導者

による手引き指導（筋感覚的情報の提供)，師範と

なる動作を観察させる観察学習（目標動作に関す

る視覚的情報の提供)，運動学習に役立つ情報を事

前に提供する先行オーガナイザ（学習を促進する

認知的情報の提供)の3つのストラテジーをとりあ

げ，それらの有効性を身体的な練習のみの条件と

比較しながら検討した．また実験5，6により，3

種類の位相差(1/8,1/4,3/8周期）の両手協応動作

パターンの学習における効果的な学習スケジュー

ルを検討した．これらの学習スケジュールは,各動

作をそれぞれ集中的に練習する集中型・積み上げ

型のブロック練習，および3種類の動作パターン



を織り交ぜてランダムな順序で練習するというラ

ンダム練習で，実験結果は，文脈.干渉効果と記憶・

検索過程の観点から考察した．

3．研究の結果

（1）身体練習を支援するために部分的に手引き

指導を導入した手引き指導群，観察学習を部分的

に導入した観察学習群，′桝叩前にフィードバック

情報の意味と構造についての'|I'i報を提供した先行

オーガナイザ群，および特別な学習ストラテジー

を用いず身体練習のみを行う身体紳習群，の4群

を比較した（実験1）．それぞれの学習効果は，3

日間にわたる練習期間の1週間後に実施した保持

テストの成績をもって評価した．その結果，先行

オーガナイザ群が他の3群よりも有意に優れた学

習効果を示し，この種の両手協応課題においては，

学習を組織化するための称用な情報を先行オーガ

ナイザとして事前に提供することが，単に身体練

習のみよりも有効であることが示唆された。

（2）手引き指導群に|期しては，身体練習群より

も有意に低い学習効果しか得られなかった．これ

は,SchmidtandLee(1999)が示唆している「動作パ

ターンがまったく狸得されていない段階では手引

き指導が有効である」という仮説とは一致しな

かった．手引き指導群では身体練習の一部を手引

き指導にあてたため，身体練習の試行数が他の群

よりも少なかった．そこで実験2により，身体練習

の試行数を等しくしたときの手引き指導の効果を

詳細に検討した．その結果，身体練習の量の多少に

関わらず，手引き指導では学習効果が得られない

ことがわかり，筋感覚的な情報提供はあまり効果
的ではないことが示唆された．

（3）観察学習に関しても，実験3により手引指

導と同様の検討を行ったところ，ほぼ同様の結果

が得られ，身体練習が行える場合には観察学習は

有効ではないことが示された．さらに実験4で,観

察学習のモデルとして熟練者(熟練モデル）と初心

者(学習モデル）の違いを検討した結果，学習モデ
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ルを集中的に観察した群が，熟練モデルによる観

察学習あるいは身体練習のみの群よりも，有意に

高い学習効果を示した.この結果から,観察学習に

おいては,単なる熟練者の手本の観察ではなく，熟

練に至るまでの初心者の全学習過程の観察が有効

であることが示唆された‘

（4）実験5，6では，ブロック練習とランダム

練習の2つの学習スケジュールを比較した.その結

果，練習の段階ではブロック練習が優れているも

のの,保持テストにおいてはこれが逆転し,ランダ

ム練習の方が高い学習効果(文脈干渉効果)をもた

らした.NewellandMcDonald(1992)によれば，文

脈干渉効果は既に穫得された動作パターンの熟練

過程でのみ生じ，動作パターンの獲得までの過程

では生じないとされていたが,本実験では,動作パ

ターンの獲得過程を含む学習でも文脈干渉効果が

明確に生じることが明らかとなった．文脈干渉効

果は，動作パターンを記憶から検索する過程の活

性化により生じるとする見解もあり，本研究の両

手協応課題の学習でも記憶過程が少なからず関与

している可能性が示唆された．

（5）以上の6実験から，神経系，筋骨格系，力

学系のさまざまな要因によって拘束ないしは制約

を受ける両手協応動作パターンの学習では，それ

ら拘束・制約条件を克服するための学習ストラテ

ジーとして,事前の認知的情報の提供(先行オーガ

ナイザー)，学習の全過程の把握（学習モデルの一

括呈示による観察学習）などの認知的特性の強い

ストラテジーが有効であることが示唆され，さら

に記憶からの検索過程の活性化も関与している可

能性が示唆された．

謝辞:本論文作成にあたり，東京都立大学理学部の

今中國泰教授，北一郎助教授，及び,McMaster大

学(Canada)Kinesiology学部のTmothyD.Lee教授

から，非常に多くの示唆を戴きましたここに,記

して感謝の意を表します．
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アスリートの競技引退に伴うアイデンティティ

再体制化に関する研究

豊田則成（筑波大学体育心理学研究室）

スポーツ心理学領域において，「アスリートの競

技引退に伴う問題」に関心が寄せられるように

なったのは,意外にも最近のことといえます.アメ

リカ，カナダ，ドイツ，オーストラリアなどのス

ポーツ先進国では,1980年代初頭からこの問題に

関心が寄せられ，具体的な専門的介入方略の確立

へ向けて検討が重ねられてきました,昨今では,そ

の成果を反映した｢キャリア移行援助プログラム」

が実施され,その成果を確認することができます．

一方,我が国で｢競技引退｣をテーマとした研究は，

いまだその途に着いた感があります.今日，著名な

アスリートの競技引退に関連した多くのドラマが

ジャーナリスティックに取り扱われる一方で，こ

の問題へ体系的にアプローチする試みは極めて少

ない現状にあります.当面の課題としては,諸外国

の成果を参考にしつつ,社会情勢,文化的文脈,競

技環境，アスリート事情の異なる我が国独自の専

門的介入を検討していくことが挙げられ，これに

関連する基礎資料の収集・蓄積が急がれるところ

です．

学位論文では，アスリートの競技引退に伴うア

イデンテイテイ再体制化の問題をクローズアップ

しました.1)アイデンティティ再体制化を捉えるこ

との意義の検討，2)競技引退に関連する問題の把

握,3)引退後の再適応様態の把握,4)引退後の適応

に影響する要因の検討,5)アイデンティティ再体制

化のプロセスの解明，といった5点を検討課題と

して取り上げ，国内トップ級の元アスリートたち，

元Jリーガーや元オリンピック選手へのインタ

ビューから得た研究資料を分析しました．そして，

これらの事例検討を中心としてアプローチした結

果，「引退期はアイデンティティ危機期であり，こ

の時期の社会化予期と時間的展望が，アイデン

ティティ再体制化に伴う課題へ積極的に取り組む

ための必要条件となる．また，そのプロセスは，ア

スリートである自分の再吟味と引退へ向けての模

索期を含む一定の過程をたどり，そこで積み残さ

れた課題は，その後再び問い直されることにな

る｣，といった結論を導き出すに至りました．

思い起こせば，長野オリンピックの開催期間中

に，私は，かつて世界の桧舞台で頂点に立った「金

メダリスト」にインタビューする機会を得ていま

した．大雪の中，2時間近くも電車に揺られ，よう

やく到着したホテルの一室で，私は「金メダリス

ト」を待つこととなりました．そして，アポイント

の時間通りに姿を現した「金メダリスト」は，小柄

で愛嬬のある笑顔で私を受け入れてくれました

挨拶もそこそこに始められたインタビューは，終

始，「金メダリスト」のペースで進められていきま

した.能弁とでも言うべきなのでしょうか.流れる

ような口調の中にも，言葉の一つひとつに拘りが

見え隠れしていたように思います．笑みを浮かべ

ながら話す姿には，こちらを多分に気遣う気配も

感じ取れました．そして，小一時間が経過し，無事

ー



に初回のインタビューが終了していきました．

帰り際に，「飲みにでもいきましよか？」と，お

誘いを受けました．調査の枠組みの中で得られる

情報は，こちらが準備した仮説を検証する立場を

採るためか，なかなか奥に踏み込めないという感

を拭えません．「これは，ある意味知見を深める

チャンスだ！」と都合良く（‘〉!）考え，即，杯を交

わすことに応じました．2人して近くの小料理屋

の暖簾を<<"りました．郷土料理を振る舞う店に

2人は心が和み，「金メダリスト」の唇も，杯も，時

間の経過と共に軽快になっていきました．しかし，

まさか，こんなところで「金メダリスト」の片鱗を

垣間見ることになろうとは思いもしませんでした．

私よりも小柄で,親子ほどの歳の差がある「金メダ

リスト」の飲みつぶりたるや，実に「圧巻」の二文

字に尽きたのです！というのも，「金メダリスト」

は,酒を注ぐや否や，一気にノドに放り込むように

杯を乾かし，しかも，それが何度も何度も繰I）返さ

れていく．…それでも尚，標とし，毅然と会話を楽

しんでおられる－．．これには流石に驚いてしまい

ました．

そんな驚きと楽しさと共に，2人の宴は時を刻

んでいきました．その中では，インタビューの中で

は得られなかったようなエピソードや，華々しい

活躍で綴られるはずであった「金メダリスト」の隠

れた一面が，次から次へと関を切ったように溢れ

出していきました．「私のような人間はいい例です

"』と語る「金メダリストの人生」は，まさに数奇

に富んでいましたその会話の中で，私は，どれほ

ど多くを学んだことか.今もって,氏に感謝の念が

絶えません．

先述のように，学位論文では，インタビュー調査

から得られた研究資料を検討することが中心的な

作業でした.元アスリートが引退し，その後の生活

へ向けてどのような適応過程を辿っていったのか
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については,対象者から導き出される「物語｣を追

体験していくことによって，私は彼らの「内的事

実」への接近を試みました．そこでは，インタ

ビューはもちろんのこと，これによって導き出さ

れる｢物語｣も多くの文脈によって影響を受けてい

ました．そういった条件の中にあっても,問題事象

の裏に潜在する普遍性を見出していくためには，

私自身もそれに関連した知識や追体験をさらに豊

かにしていかなければなりません.なぜならば,そ

うすることによって，競技引退に伴うアスリート

の変化や成熟についてより一層深い次元での検討

ができるのではないかと考えるからです.今後,さ

らに事例を積み重ねていくと同時に，個々のアス

リートの有する社会的背景や生育歴，アスリート

としてのアイデンティティが形成されてきた個人

の歩みをも考慮した一事例の多面的な分析・検討

を行うことがひとつの重要な課題だと考えていま

す．

これで課程博を“引退”し，新たな一歩を踏み出

すことになりました.私感としては,「なるほど,こ

うしてアイデンティティ再体制化は始まるのか」

と，今，身をもって体験しているのかもしれませ

ん．

付記：平成13年3月に，筑波大学体育科学研究科

から博士（体育科学）を授与されました．約10年

間，一貫して研究指導いただきました筑波大学体

育科学系助教授の中込四郎先生には，万解の言葉

をもってしても感謝の意を表すことはできません．

並びに，同助教授の松村和則先生（スポーツ社会

学)，同教授の高橋健夫先生(体育科教育学)，同心

理学系教授の山本眞理子先生（社会心理学）には，

貴重なアドバイス，温かい励ましのお言葉を賜り

ました．ここに厚く御礼申し上げます．
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期待・感情モデルによる

体育における学習意欲の喚起に関する研究

学位論文の紹介にあたり，ここでは本論文構成と

概要を記述することで，その責務を果たしたい．

論文の構成（目次）

第1章序論一研究の背景一

第1節体育における学習意欲の概念とその意義
1．体育における学習意欲の概念

2．体育における学習意欲研究の意義

第2節体育における学習意欲に関連した先行研究
1.動機づけや意欲の測定尺度に関する研究
2．動機づけや意欲の喚起に関する研究
第3節体育における学習意欲研究の問題点
1．体育における学習意欲の測定尺度の未開発
2．理論的根拠を持った体育における学習意欲の
喚起に関する研究不足

第4節本章のまとめ

第2章本研究の目的

第1節本研究の目的と意義

第2節各研究の特徴と相互の関連性
第3章体育における学習意欲を規定する期待・感情モ

デルに関する研究

第1節体育における学習意欲検査(AMPET)の
開発

l-予備的検討

2．本調査および標準化

第2節体育における学習意欲を規定する期待・感情
モデルの提唱

第3節期待‘感情モデルの検証
1．期待・感情モデルの因果関係

2．体育学習での期待および感情が学習意欲，学
習行動，体育の成績に及ぼす影響

第4節本章のまとめ

第4章体育の授業場面における期待・感情モデルの実
証的研究

第1節教師の発言からみた分析
第2節授業実践からの分析
第3節本章のまとめ
第5章総括的討論

第1節本研究の要約
第2節教育への適用可能性
第3節今後の課題
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西田保（名古屋大学）

第1章では，体育における学習意欲という慣用

語に対して，従来の動機づけ研究や理論を考慮し

主として達成動機づけの立場で概念規定した（第

1節)．その結果，体育における学習意欲とは，一

般的な達成動機づけが,情緒的要因（体育学習への

興味や知的好奇心など)，価値的要因（体育学習に

対する価値観や必要性など)，認知的要因（運動能

力の自己評価など)，経験的要因（過去の成功や失

敗など）によって体育学習へ方向づけられたもの

であると定義した．体育における学習意欲に関連

した先行研究を概覧した結果（第2節)，①体育に

おける学習意欲を客観的に測定する尺度が未開発

であること，②理論的な背景を持った体育におけ

る学習意欲の喚起に関する研究が試みられていな

いことを指摘した（第3節)．

第2章においては，達成動機づけの考え方に依

拠しながら，体育における学習意欲の喚起に関す

る理論的および実証的研究を試みるとする本研究

の目的を述べた上で，以下の手順を取りあげた．

l.体育における学習意欲を客観的に測定でき

る尺度を開発する．

2．体育における学習意欲を喚起させる理論的

モデルを提唱する．

3．そのモデルが,実際の体育学習で適用可能か

どうかを検討する．

第3章では,体育における学習意欲検査(AMP

ET)の開発を試みた（第1節).種々の予備的検

一



討を経て，最終的には，①学習ストラテジー，②困

難の克服，③学習の規範的態度，④連動の有能感．

⑤学習の価値,⑥緊張性不安,⑦失敗不安の7下位

尺度で作成した．そして，全国の地域性を考慮して

抽出された小学校4年生から高校3年生までの男

女計10,055名を対象としてAMPETの標準化を

行った．折半法およびli)テスト法による信頼性や

種々の妥当性に関する分析結果は,AMPETが

心理検査として十分使用できることを指摘するも

のであった．また,AMPETの評価基準を5段階

で設定し，体育における学習意欲を客観的に測定

できる検査を開発した．

次に，体育における学習意欲の喚起に関する理

論的な枠組みを櫛築するために．従来の内発的動

機づけや学習意欲の認知論的な立場からの研究や

理論を踏まえたうえで,期待.感|背モデルを提唱し

た（第2節)．このモデルの特徴は，体育における

学習意欲を規定している中核となる一次的要因は，

子供たちが体育の学習場面で認知したり経験する

｢期待」および「感情」であるという点であるま

た，二次的要因として，過去の運動経験,現在の運

動参加,体育教師との関係，友人関係をあげ，三次

的要因には，親子関係，糖神的健康，身体的健康，

学習・運動環境といった変数を取りあげた．そし

て,これらの三次的要因が二次的要因を支え，また

二次的要因が一次的要因を規定し，さらに期待や

感情の一次的要因が最終的には体育における学習

意欲を規定するといった因果関係を想定してモデ

ルを構築したのであった．

期待･感情モデルを検証するために,小学校5年

生と6年生を対象にした2つの研究を行った．1

つは，変数間の因果関係を重回帰分析で検討した

ものである（第3節の1).他の1つは，期待や感

情によって喚起された体育における学習意欲が，
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その後の学習行動や学習結果に及ぼす影響につい

て検討したものであった（第3節の2)．得られた

結果は,概していえば,期待･感情モデルの妥当性

を支持するものであった．

第4章では，このモデルに依拠しながら,体育に

おける学習意欲を高める実証的な研究を行った．

第1の研究は，体育教師の授業中の発言に着目

した分析である（第1節)．その結果によると，体

育における学習意欲の高いクラスを担当している

体育教師の方が，子供たちの体育学習での期待お

よび感情を高めるような発言が多かった．これは，

日常から期待や感情を高めるような発言の多い体

育教師に指導されていると，体育における学習意

欲が高まってくることを示唆するものであり，体

育における学習意欲の喚起には，体育学習での期

待および感情を高める体育教師の発言や働きかけ

が重要であると考えられた．

第2の研究では，期待および感情を高めること

を主眼とした体育における学習意欲喚起プログラ

ムを，通常の体育授業の中で実践しその効果を分

析した（第2節)．その結果，体育における学習意

欲，期待・感情楽しさなどが高まり，喚起プログ

ラムの有効性が認められた．

これらの研究結果は，体育学習での期待および

感情を高めることの重要性を指摘するものであり，

期待･感情モデルを支持するものであった.研究方

法論的には,いくつかの問題点が指摘されたが,こ

こで得られた知見は,児童･生徒の体育における学

習意欲の喚起という点で教育現場に極めて重要な

意味を持っていると考えられた．

最後に,第5章では,AMPETや学習意欲喚起

プログラムの体育授業場面への適用可能性につい

て論議され（第2節)，体育における学習意欲研究

の今後の課題についても言及された（第3節)．
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変換視適応における階層構造と制御方略

平田智秋（理化学研究所・脳科学総合研究センター）

まず題目に添って論文を概略する．変換視とい

う実験手法を用いて既存の視覚一運動系をいった

ん破壊した後,それが再形成される過程(変換視適

応)を,意識可能性を軸とした制御の階層ごとに分

けて検討した（階層構造)．階層ごとの特性を調べ

ることで，新奇な環境における既習運動の遂行に

有効な意識のアクセス・ポイントが明確になる．こ

れをふまえ変換視適応，ひいては新たな視覚一運

動協応の形成に有効な方略を提案する（制御方

略)．

結論から言えば，視覚が他の感覚に比べて意識

されやすいという視覚一運動系に備わる特性（視

覚優位性.自動的な低次階層だけでなく，意識しや

すい高次階層にも存在する）には逆らわず,視覚の

使い方を変える方略が変換視適応には有効である．

そして方略の伝達に言語教示は有効であり，これ

は運動指導の場面でもそれぞれの状況に応じた感

覚の活用法を伝えることの重要性を示している．

また，意識しにくい低次階層に新たな視覚一運動

協応を埋め込むには時間がかかるが，そのために

は意識できる所に集中し，運動計画を綿密にたて

ることが肝要である．

次に課題と変換視の概略を述べる．課題は標的

まで上肢を動かす到達運動を用いた．その作業空

間として,標的への直線から手がずれると，そのず

れが実際と逆の方向に見える状況をPC上に作った

(図lA).これは鏡に映った時計板の上で，中心か

ら3,6,9,12時の方向へと直線を描く状況に似てい

る.実験前から，各方向へ手を動かす運動自体は既

習である．そして反転の有無に関わらず,標的到達

に必要な運動は一定である．しかしずれを修正し

ようとしたときに使う視覚入力を反転提示してい

る．よってここでの適応課題は，「既習運動を実行

させる，新たな視覚一運動協応の形成」となる．

前置きの最後として制御の階層の分け方を説明

する.課題とした到達運動は離散運動なので,開始

する前に運動の計画を詳細にたてられる．よって

到達運動の前半部分の軌道を，意識的な処理であ

る運動計画の実行成分と見なした（高次階層)ま

た後半部分の軌道を，意識的な制御の効きにくい

運動修正とした（低次階層)．ここでは運動中に得

られた視覚入力が修正に活用される．そして各階

層での変換視適応を6つの実験に分けて検討した．

運動計画の適応は比較的早期になされると予想し，

少ない試行数(30--60)の実験から検証した．いつぽ

う，運動修正が反転視に適応するには練習を要す

ると考え，多くの試行数(320--11,000)を設けた．

主な実験結果を紹介する．図lBは4方向の標的

に対する手の軌道である（適応初期).P3が反転の

ない練習(Practice)の最後,Rl～R3が反転(Reverse)

での軌道である（各方向10試行ずつ)．なおRlの

前に反転の有無とその仕組みを被験者に伝えた．

12時方向の標的に対する軌道を例にとれば,P3で

ほぼ直線であった．しかし反転によりRlで軌道が
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図1:A.変換視の方法．標的への手のずれが反対側に視覚提示される.B.手の軌道．反転視に

より方向誤差が－方向に増大する.C視覚優位性に対する言語教示の効果.D.1万回実験での
終点誤差．3,500試行までは誤差が激減する．詳細は本文参照

だけで11,000試行を行った(図lD).第7節(3,500試

行)まで誤差は急激な減少を続けた．完全適応まで

の過程でみると，ここまでが適応初期と見なせる．

その後も誤差は漸減し続けた(17節まで)ここで

は意識的な方略を使って精綴に運動を計画するこ

とで，意識しにくい運動修正の適応が促進された．

以上,視覚一運動系の階層構造をふまえ,変換視

適応の過程を検討した．新たに視覚一運動の協応

を形成するには，視覚優位性はそのままに受け入

れ,視覚の活用法を変える方略がよい.これは状況

に最適な感覚入力を利用する方略の重要を示して

いる．教示を伝達する際に高次階層への言語教示

は有効で，意識的な方略が低次階層の振る舞いま

で左右する.近年,視覚一運動系研究のめざましい

進歩により，非意識的に進行する処理の精密さ･柔

軟さが分かってきている．その結果,意識的に制御

可能な要素の存在が見過ごされつつあるようにも

思う．新たな知見は活かしつつ,非意識的な要素を

方向づける運動の意思,volitionを大切にしていき

たいものである．

ばらつき始め,R2,R3と次第に左へと軌道がずれ

た．よって運動方向を計画するとき，左にずれたと

いう腕の感覚ではなく，右にずれて見えるという

ニセの視覚が使われたことになる．視覚が他の感

覚を阻害するこの現象は，視覚優位性と呼ばれて

いる．ここでは視覚優位性が意識的な調整が効か

ない階層で機能すると考えた．

しかし文献をみると変換視への適応は可能なは

ずである．ただ,視覚優位性を克服しようと試みた

先行研究は，「視覚を無視する｣，「腕の感覚をより

強く意識する」などの方略を試みて全て失敗して

いるそこで視覚優位性はそのままに,視覚の活用

方法を変える方略,すなわち「ずれが見えた方向に

次の運動を計画するよう」に伝えた(図IC).結果，

角度誤差(AE)に対する教示の効果は顕著であった‐

言語教示をした群(Igoup)としない群(igroup)を比

較すると，教示を与えた直後(R2)からI群の誤差だ

けが減少した．この教示の効果は課題に相応しい

指導言語の重要性を示している．

最後に，反転視に完全に適応するまで,反転条件
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二ホンザルにおける網膜から視索上核への投射

以下のような要旨の論文を作成し，鹿児島大学

から博士（医学）の学位を受けました本研究は，

体育心理学に基づく研究ではなく，神経解剖学に

基づく，脳内における神経線維連絡の研究の一つ

であり，今回は，その中でも特に，網膜から視索上

核領域への直接投射に関して研究をおこないまし

た体育心理学とは直接関連する研究ではありま

せんが，人間の視覚システムをとらえる上での基

礎的な研究の一つとして考えています．以下に学

位論文の要約を述べたいと思います．

春がくると鴬が鳴くなどの生殖の季節リズムと

日長の関係など，光刺激が動物の生体の働きに大

きな影響を及ぼしていることは古くから知られて

おり，しかもその影響は網膜から視床下部へと投

射する神経伝達経路を介しておこなわれているこ

とが，研究法の発展に伴い鳥類などの下等な動物

だけでなく，哺乳類においても認められています．

さらに，これまで,眼球の網膜から視床下部に存在

する視索上核への直接投射に関しても，軸索追跡

法の改良に伴って，霊長類の中でもマーモセット

ような新世界ザルなど一部の哺乳類においてその

存在が明らかにされてきましたが，ニホンザルな

どの旧世界ザルに関しては，未だ網膜から視索上

核への直接投射の存在は明らかになっていません．

そこで今回，網膜から視索上核への投射経路を調

べるために，感度の優れた神経線維連絡の研究法

森司朗（東京学芸大学）

であるコレラ毒素Bサブユニット(CTB)の順行性

軸索流を利用し，ニホンザルの網膜から視索上核

への線維投射について再検討をおこないました．

さらに，ニホンザルの網膜から視索上核領域への

視索線維の終末の存在を明確にする目的で，ニホ

ンザルの視索上核領域におけるストロボ光眼球照

射によるFOsタンパク質の発現の有無を免疫組織化

学的に検索しました．

視索線維投射様式の研究法では，ニホンザルの

右側の眼球内にコレラ毒素Bサブユニツト溶液を

注入し,抗コレラ毒素Bサブユニツト・ウサギ抗体

を一次抗体として用い，免疫組織化学法(PAP法）

で網膜由来の視索線維終末の検索をおこないまし

た．

また,機能的な観点から検証するために,神経活

動を観察する形態学的研究方法として，核内転写

因子の発現を利用する研究法で，初期発現遺伝子

の発現を観察する方法を用いました｡その中で,核

内転写因子として働き，第3のメッセンジャーとし

て考えられるc-fbs遺伝子を利用して研究をおこな

いました．このc-fbs遺伝子は，遺伝子タンパク質

合成の中で即時に発現する遺伝子の一つで，スト

レスや感覚刺激や損傷などの様々な刺激によって

哺乳類の神経システムの中に発現し，中枢神経系

内の神経細胞活動の生理学的な指標として使われ

ているものです．今回は，このFosタンパク質発現

を利用して，網膜にストロボ光の刺激を照射した



67

ないことが示唆されました.また,ストロボ光照射

と同側の視索上核領域において，照射1時間後に

Fosタンパク質の顕著な発現を示し,3時間後には

回復したことから，光刺激が網膜から視索上核へ

直接投射されていたことが明らかになりました．

このことから光刺激に関する情報が網膜から視索

上核へ直接投射され,1時間程度で視索上核から2

次的情報が脳内の他の領域へ送られたことが推定

されました．

以上,CTB法を用いた形態学的研究とFosタンパ

ク質の発現を用いた機能的研究の両側面から，よ

り人間に近い進化した霊長類の中で旧世界ザルで

あるニホンザルにおいても網膜由来の視索線維終

末が視索上核領域でも存在することが明らかにな

りました．

ときの視索上核領域の発現を観察することで，そ

の領域の機能的な側面からの研究もおこないまし

た.FOsタンパク質発現の免疫組織化学的研究法と

しては，ベントバルピタールの腹腔内注入によっ

て麻酔した状態で，ストロボ光を右側の眼球に照

射し，ストロボ光照射’時間後と3時間後に屠殺を

おこない，抗ヒトc-Fos･ウサギ抗体を使用し,PAP

法を用いて，視索上核領域でのFosタンパク質様免

疫反応陽性神経細胞の発現を調べました．なお,対

照動物としては，ストロボ光照射を行なわずに,麻

酔後，1時間で屠殺した動物を使用しました．

結果としては，網膜から視索上核領域への視索

線維投射様式に関しては，コレラ毒素B(CTB)を一

側の眼球に注入したニホンザルにおいては，極少

数ながら網膜由来の神経線維終末が両側の視索上

核領域で観察することができました．また,視索上

核領域におけるFOsタンパク質発現に関しては図1

に示すような結果になりました．つまり，ストロボ

光照射1時間後に屠殺した動物では，照射と同側の

視索上核領域におけるFosタンパク質陽性神経細胞

の数は115.2±20.8個/mm2であり，対照動物（右

側の領域で236±163個/mm2,左側の領域で29.3

±17.6個/mm2)と比べて，統計的に有意な増加

が認められました(p<.01).しかし，対側の領域で

は31．3±17個/mm2で，対照動物と同程度であり

ました.ストロボ光照射3時間後に屠殺した動物の

Fosタンパク質陽性神経細胞数は，同側の視索上核

領域で15±8.6個/mm2,対側においても187Et

8.2個/mm2であり，対照動物とほぼ同じ状態に回

復していました．

以上のような結果より，これまで旧世界ザルの

視索上核領域において，網膜由来の視索線維終末

の存在が確認されなかった理由として，軸索研究

法の限界と視索上核領域での視索線維終末数が少
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リズミカルな反復動作における

個人間の協応特性に関する実験研究

山西正記（広島大学大学院教育学研究科）

集団で行われるスキーのデモンストレーション

やシンクロナイズド・スイミング,そして舞踏やダ

ンス,音楽のオーケストラに至るまで,幾人かの選

手(人々）が一糸乱れず,ひとつにまとまって動く

場面を目にするとき，又各個人は各々に別々の動

作をしながらも相補的にまとまり，合目的的に完

成された動きをみるとき，その動き（まとまり）の

精度が高ければ高いほど，驚きと尊敬の念を抱く

のは私だけでしょうか．

私の学位論文への取り組みは，上述のような事

態がなぜ可能なのか，又どのような過程から実現

できるのか,などを具体的に理解説明できる観点

を提供したいという目的から始動しました．

当初は「共同・共鳴・同調｣，「なぞり・模倣」そ

して｢協応｣などをキーワードに他領域の文献にも

手を伸ばしたのですが，その記述内容の抽象度の

高さに加え，実際のスポーツ場面で観る動きの複

雑さの狭間で，研究の方向性を定めることもまま

ならないほどでした，

そんな折り,Schmidtら(1990)の論文に出会うこ

とになります.彼らの研究は,Kelsoが1984年以来，

個人の四肢間を対象に進めていた一連の協応研究

を個人間という協応事態へ，系統立てて応用を

計った研究でした.そこで特筆すべきは,個人内の

四肢間協応で観察された協応ダイナミクスが2名

の被験者をペアとして行う個人間協応にも認めら

れたことであり，両協応事態で共通の協応ダイナ

ミクスが機能している可能性を示I唆したことでし

た。

ところが,Schmidtらの研究をよく吟味するう

ち，ペアとなる2名の被験者双方に共通のタイム

ベース（メトロノーム音）が呈示されていることが

気になりました．この場合，2名の被験者は呈示さ

れる音のもとに等価な位置づけ(共振的な協応)に

なるわけですが，いざとなればペアとなった相手

と協応するというよりも，メトロノーム音に同調

することで,結果として，他者との協応を実現して

しまったのではないかと考えられました．

確かに，音楽を用いるダンスやシンクロなどは，

この種の協応に分類できるかも知れません．とこ

ろが,多くのスポーツ場面を観察してみると，協応

を実現する者同士が等価な位置づけでプレイを展

開することの方が希であり，特に，球技系のスポー

ツでは，ボールを所有する者に対し，ディフェンス

として対時する者，又はパスやセンタリングに対

応してフィールドを疾走する者など，上述の協応

というよりは，すでに主従の関係が成立している

中で互いのプレイが展開されていることが分かり

ます．この事態を共振とは区別し，主従的協応とし

ました．

個人間の協応事態を明確に共振と主従関係に分

けることにも議論の余地があると思いますが，個

人が他者と協応関係を成立させる場合，まず双方

は共時的な動作の中で互いの動きを「なぞり」合



い,把握した上で相手との折り合いをつけるため，

自分の動作を制御し始める，とも考えられないで

しょうか．

そこで私は，学位論文をまとめるに際し，基礎的

研究になることを承知で，まずSchmidtらが報告す

る共振の協応ダイナミクスと，本研究で取扱う主

従的な協応ダイナミクスを比較する〃向で研究を

スタートさせました．それ紋，まず実験lでは，主

従的な協応事態におけるナーヅーユラルな協応特性に

ついて検討し，実験2では，ベアの被験巷が協応関

係を積極的に変化させる条件トーでも，実験lで示

された協応特性が機能しているか否かを検討して

います.そして実験3では,i苛従的な協応事態にお

ける学習様相について検討･していますその後に

試みた実験4と5は．当初の卜I的からは少し離れ

るのですが，本研究で一様に採用している動作課

題の制御特性を明らかにすることで，上述の協応

ダイナミクスの出現機序について検討しています．

それぞれに，実験lと3の内容は，2000年「ス

ポーツ心理学研究,27(2)､9-21.」に，又実験2の内

容は,1999年の「広島大学教育学部紀要､第二部48.

143-150.」に，そして実験4と5の内容は,1999年

の「人間工学，35(6),385-393Jに掲載きれていま

す．詳細は，そちらをご寛ぐだきい，

これまでの研究を通して，私が感じたことは，人

間は複雑そうな運動をしているように見えて，実

は比較的単純なメカニズムによって，複雑な運動

を実現しているのではないかと考えるようになっ

たことです.個人間の協応事態といえば,動作の自

由度は高くなり，より複雑な情報処理が中枢で必

要になると考えていたのですが,その一方で,比較

的強固に，又ある一定の固有ダイナミクスの拘束

を受けていることが実験結果から示ぎれています．

逆説的に考えれば,その拘束があるからこそ，運動

の知識や経験が全く異なる選手（人）同士でも短時
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間で協応を実現することが可能になるのだ，と考

えられなくもありません．人はそうした身体知な

るものを，スポーツの運動場面に限らず，日常の

様々なところで活用し，運動の効率化を図ってい

るのかも知れない，と考えているところです．

今後，行動科学として人間のスポーツ運動をみ

る場合,Schmidiらがそうであったように，個人か

ら個人間に，単純なものからより複雑なものへと

向かう傾向にあI)ます．しかし，そうなった場合，

関係科学としての自由度の高い要素間の振る舞い

を，より明瞭に具体的に評価できる測度を持つこ

とが問われることになると思います．

実際，本研究で明らかになった知見が即複雑な

人間のスポーツ連動や協応事態を説明できる段階

にないのも事実であり，分野としても発展途上に

あることは否めません．しかし，その意味では,今

後たくさん可能性と方向性が用意されている分野

とも感じている次第です．

付記：同名の論文題目において，平成12年度広島

大学教育学研究科より博士(教育学)の学位を授与

されました．主査であられた坂手照憲教授ならび

に副査の先生方に感謝いたします．



VI.研究室の紹介：研究室めぐﾚノ (8）

比蒔Pj,ロロリL_＝＝＝－－
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研究室めぐり：その8

早稲田大学身体行動科学研究室

｢総合的な健康行動変容」を目指して

最近，ヒトの健康関連問題を「総合的」に捉え，

｢行動」として扱う観点が主流になってきていま

す.前者の観点では,健康阻害要因は複雑にリンク

しているため，総合的な健康プログラムとしての

ウエルネス活軌またはヘルス・プロモーション活

動が注目を浴びています．もう一つの観点は，ヒト

の健康に関わる行為を「行動」と見なし，その行動

を変容させたり，維持きせるためにいくつかの健

康行動モデルを想定し，それらのモデルに基づい

て介入を考えるという研究です．上記2つの観点に

立って,健康阻害要因の変容だけでなく，積極的な

健康作りを考慮した｢総合的健康行動変容｣を目指

した研究を行うことが私たちの目標です．その中

でも，ヒトの身体活動（主に運動やスポーツ）とい

うポジティブな行動について心理・行動科学的研

究を行っています．

研究室と研究内容の紹介

私たち，早稲田大学身体行動科学研究室は,大学

院中心の研究室であり，ボスの竹中晃二先生を筆

頭に，現在，博士課程6名，修士課程5名，学部生

21名が在籍しています研究室は大学を卒業した

てのピカピカの修士1年から若づくりをしたオッ

サンまで年齢幅の大きい大学院生がところ狭しと

居座っており，時折,彼らに研究指導を求めて学部

生がやって来ます．

松本裕史・荒井弘和・竹中晃二

わが研究室の特徴の一つとして，研究内容が多

彩であることが挙げられます．大学院に在籍する

面々は,必ずしも体育,スポーツの分野から進学し

たわけでなく，心理学や経営学,果ては獣医学なん

て人もいます．よって研究内容にも広がりがある

のは当然かもしれません.さらに,大学院生の約半

数が社会人経験者であることは大きな特徴と言え

るでしょう．仕事に従事していく過程で芽生えた

疑問や問題意識は研究を続けていく大きな力と

なっているようです．「他に進むべき道がないとい

うことは，人が行動を起こす際の強い動機になる」

と，北極探検家であり，外交官,海洋学者,人道家，

文筆家等で知られるフリチョフ・ナンセンは述べ

ています.私たち，早稲田大学･身体行動科学研究

室の大学院生は,この言葉をポジティブに捉え,研

究者としての素養を学びながら，日夜研究に逼進

しています．

以下では，わが研究室でどのような研究が行わ

れているのか，その内容を簡単にご説明しましょ

う研究内容を大別すると｢身体活動の継続化や心

理的効果に関する研究｣と「メンタルヘルスの向上

を目的とした研究」の2つに分けることができま

す．

まず，身体活動（運動，スポーツを含む）の継続

化や心理的効果に関する研究では，「子どもの身体

活動増強プログラムの開発｣，「運動が感情に与え

る効果｣，「高齢者の運動プログラムに関する研究一
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運動の継続や自己効力感との関係から-｣，「運動行

動の動機づけに関する研究｣，「運動行動と自己管

理に関する研究｣，「子どものスポーツ参加が自尊

感情の発達へもたらす影響について｣，「行動変化

技法を活用した運動プログラムの開発」をテーマ

として,現在,研究を行っています．対象者は高齢

者から子どもまで多岐にわたりますが，これらの

研究の目的は,運動,スポーツを行うことによる心

理的な効果を明らかにすることや身体活動を継続

して行うための実証的根拠に基づいた介入方法を

確立することです．

次に，メンタルヘルスの向上を目的とした研究

としては，「中高年のメンタルヘルス向上を目指し

たヘルス・プロモーションに関する研究｣，「ネガ

ティブな反すうとうつ状態の関連に関する心理学

的研究｣，「肥満(肥満体験）とメンタルヘルスにつ

いて｣,「ダイエット行動に関する心理学的研究｣な

どのテーマで研究を行っています．ヘルス・プロ

モーション活動において，メンタルヘルスの問題

は重要であり，今後は運動やスポーツを利用した

介入も行われるはずです．このように研究室の研

究内容は,変化に富んでおり，一言で表現すること

は難しいですが，あえて言うなら「心理･行動科学

からみたヘルス・プロモーション」という研究内容

の一致点があると言えるでしょう．

研究室では以上のような研究を行っていますが，

ざらなる刺激を求めて，積極的に行っていること

があります．ひとつは研究室以外にもいくつか研

究のフィールドを持つことです.例えば,兵庫県三

田市の「健康エクササイズ事業｣．これは，中高年

者の健康増進・維持のために自治体と協力して

行っているプロジェクトです．ここで私たちの研

究室は，新しい健康運動教室のかたちを提案して

います．また,大学近郊のケアハウスでお年寄りと

交流を持ち，生活に役立つ情報を提供するために，

｢転ばぬ先の杖｣と題して，身体測定や歩行速度,歩

幅などの測定を行い，転びにくい歩き方などを提

案しました．

さらに，大学院生には国際学会での発表が．．．

なかば義務づけられています海外での学会に参

加して，日頃読んでいる文献の著者と直接会話す

ることは非常に刺激になりました．そのあとの小

旅行も楽しみのひとつですが・・・

このように私たちの研究室は，「三人集まれば文

殊の知恵｣ならぬ,「教授l+院生11人集まれば．．．」

というように，さまざまな分野を勉強し，経験して

きた人間が意見をぶつけ合い,助け合って，これか

らも社会に必要とされる研究を行っていきたいと

思います．
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名古屋大学総合保健体育科学センター

1.名古屋大学総合保健体育科学センター

名古屋大学総合保健体育科･学センター(h【【p://

www.htc・nagoya-u.ac.jp/index.h!ml)は,教養部保健体

育科と保健管理センターの2つの組織が統合し，全

学共同利用の教育研究施‘没として，昭和50年4月

に設立されました．名古屋大学の東山キャンパス

の一番高いところ（通称山のL)に地下1階地上3

階の総合保健体育科学センター本館が，また，東山

キャンパスの中央近くに保健管理室があります．

創設の目的は，保健および体育・スポーツに関する

教育研究と，学生．教職員の保健管理を行うことで

す．またセンターは評縦会と部局長会の正式メン

バーとして大学の妓商迩思決定に参画しています．

センターの組織は，学部．大学院の教育研究と保

健管理業務の総合性を発揮するために，保健科･学

部（医師教官）と体育科学部（連動指導教官）の2

部制による大識座制を採用しています．なお保健

管理業務は保健科学部教官が併任しています．教

官の研究分野は，前者では健康管理学，体力医学，

スポーツ医学，糒神健康科学，適用栄養学，後者で

は体力科学，トレーニング科学．スポーツ心理学，

スポーツ社会学，運動生理学，バイオメカニクス，

障害者スポーツ学など多ll皮にわたります本セン

ターは，各学部学生を対象とした全学共通教育の

基本主題科目「生涯健康とスポーツ」（講義および

実習，実技）を担当しています．大学院担当につい

ては，平成3年度より大学院医学研究科｡（協力講座

として健康社会医学専攻の健康増進医学および健

康増進運動科学）を10名が担当し，大学院人間情

報学研究科には3名が兼坦大学院教育発達科学研

山本裕二・竹之内隆志・西田保

究科（協力講座として生涯スポーツ科学とスポー

ツ行動科学）を4名が担当しています．

2.スタッフ紹介

体育心理学専門分科会に所属するのは3名で,以

下に簡単に各スタッフの研究領域ならびに最近の

研究を紹介します．

西田保教授（博士（体育学)）

スポーツ'L､理学および体育心理学の研究分野で，

主として達成動機づけに関する研究を行っていま

す.具体的には,スポーツにおける動機づけのメカ

ニズム,体育における学習意欲検査の開発,学習意

欲の喚起に関する実践的研究などです.また,これ

までは児童・生徒のスポーツ参加や動機づけを中

心に検討してきましたが，最近では研究対象を拡

大し中高年者のスポーツ参加を規定する要因など

の研究も試みています．さらには,ゴルフの心理的

サポートに関する実践的研究にも取り組んでいま

す．

山本裕二助教授（博士（体育科学)）

人間の身体運動の制御と学習を研究テーマとし

ています．現在は，ダイナミカル・システムとして

のスポーツ技能の運動制御と学習を，特にテニス

の打球動作を対象にビデオによる映像分析の手法

によるデータ収集と数学的モデルによる分析によ

り，研究を進めていますしかし,単にスポーツ技

能だけでなく，日常的な身体運動やその発達に関

しても研究していきたいと考えています．

竹之内隆志講師（体育学修士）

臨床的な観点から体育・スポーツにおける心理

的問題の研究を行っています.着任当初は,運動部
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離脱や運動部不適応の規定因，そして運動実施の

促進因と阻害因などについて検討してきました．

近年では,運動経験と自我発達･自己概念との関連

を中心に，運動経験によるパーソナリティ発達の

プロセスについて検討を行っています．運動選手

に対するカウンセリングにも興味があり，パ

フォーマンスの向上のみならず，運動選手の全人

格な発達について研究していきたいと考えていま

す．

3.全学共通教育

平成6年4月より，全学的なカリキュラム改革に

伴い,下図に示すような内容で基本主題科目「生涯

健康とスポーツ｣の授業を行っています.我々体育

科学部の教官は，副主題科目「現代社会と生涯ス

ポーツ」を担当しています.法学部をのぞく全学部

で講義および実習をl単位,実技を3単位必修とし

ています．

4.大学院教育（教育発達科学研究科）

大学院教育発達科学研究科(http://

www・educa.nagoya-u.ac.jp/gaduate/index.hUnl)には教

育学専攻と,'L,理発達科学専攻があります．我々

は，平成12年度から,し､理発達科学専攻の中のス

ポーツ行動科学講座という協力識座を担当してい

ます．西田先生が「スポーツ心理学研究I－動機づ

けとスポーツ参加一」と「スポーツ心理学研究Ⅱ一

競技の心理一」を担当していますまた山本は「運

動心理学研究(1)一運動の制御理論と学習理論一」

と「運動心理学研究(2)一運動制御・学習理論の現

場への応用一｣を担当しています.博士課程の前期

課程と後期課程があり，一般選抜ならびに社会人

特別選抜を行っています．

現在は名古屋市内にあるスポーツクラブを経営

している内田博昭さんが今年度博士課程（前期課

程）社会人特別選抜として初めて我々の講座に入

学し，「野外活動における小集団学習が，児童の社

会性の発達に及ぼす効果」というテーマで西田先

生の指導のもと研究を開始しています．

文責：山本裕二

＝
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海外情報

10thWorldCongressofSportPsychology

杉山佳生（鹿屋体育大学）

ス10,シンポジウム26,ワークシヨツプ14,口頭

発表189,ポスター発表285となっており，前回(口

頭発表89,ポスター発表87）に比べても，格段に

規模が大きくなっていたようです（なんと，プロ

シーデイングは1日1冊！）．当然のことながらギ

リシャからの発表が多数見られましたが，日本か

らの発表も,数名の大学院生のものを含めて,20ほ

どありました．研究領域は,CognitiveProcesses,

MentalTraining/Interventions,ElitePerfonnance,

HealthBehaviorなど網羅的に30ほど設定されてい

ましたが,発表数が最も多かったのがMotivation領

域で，口頭・ポスター合わせて51,次いで,Affect/

Mood/Emotion領域で42となっていました.School/

今年の5月末～6月初めに，国際スポーツ心理学

会第10回大会(lOlhWorldCongressofSporl

Psychology)がギリシャで開催されました．会場と

なったのは，首都アテネの北約130km,エーケ海に

浮かぶスキアトスという島にあるリゾートホテル

でした．ホテルの眼前にはククナリエスという名

の約1kmに及ぶビーチが広がっており，ここには，

夏になると，ヨーロッパ各地から大勢の観光客が

訪れるとのことでした．

学会発表は，5月29日から6月2日の5日間，朝

の8時から夜の8時半まで，4つの発表会場と屋外

に設置されたポスター会場を用いて行われました．

プログラムによると，演題数は，キーノートアドレ

一一一一一一一一一両一宇一一＝一三一~ー－ー一一一ローーーー田子一一一一一一三一一
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ククナリエス・ビーチから望む、会場のスキアトス・パレス・ホテル
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PhysicalEducation領域の発表も22ほどありました．

それにしても，演題があまりにも多種多様であっ

たために，「世界の動向」を掴むまでには至らな

かったというのが正直なところです．

個人的には，領域に関係なく興味を引かれたも

のをいろいろと見てまわりましたが，最も印象的

だったのが,ISSPYoungScholarAwardを受賞した

LiverpoolJohnMooresUniversityのMarkWilliams氏

でした．視覚探索を主テーマとしているようでし

たが，研究内容も然ることながら，とても1965年

生まれの若手研究者とは思えない落ち着きと風格

と研究活動量に驚きを隠せませんでした．

ところで，実際に会場をまわっていて気づいた

のですが，参加登録者数(1000人近くいたようで

鰐
砥

す）の割に，発表会場には思ったほど人がいませ

んでした(一つの会場に20人<､らいのことも何度

かありました)．リゾートでの開催だったせいか，

家族サービスを兼ねて参加している人がかなりい

たようです．あるポスター発表の際も，会場から

見下ろす場所にあるホテルのプールで，ヨーロッ

パの著名な教授が子供たちと一緒に泳いでいたり

しており，それぞれがそれぞれのやり方でこの国

際学会を楽しんでいるのだなあという感想を持っ

た次第でした．

次回は，4年後の2005年，シドニーでの開催だ

そうです.ASPASP(AsianSouthPacificASsocia-

tionofSporIPsychology)の管轄地域でもあります

ので，皆さんの多数の参加を期待しております．

ポスター発表中の荒井弘和氏（早稲田大学大学院、左端）と

徳永幹雄氏（九州大学、左から2番目）
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短期間の海外留学で感じたこと

2001年の3月1日から4月30日までの2ケ月間，

カナダのマクマスター大学に，文部科学省から海

外開発研究動向調査員として派遣していただきま

した．この大学には，5年前に若手在外研究員とし

て9ケ月間滞在していたこともあり，スムーズに順

応でき，短期間ではありましたが有意義な研究生

活を送れました体育心理学領域の研究者として

は，運動制御．学習を専門とする3名の教授が所属

しています．Motorcontrolandleaming(ver.3)の著

者で,文脈干渉効果などの研究を行っているTimo-

IhyD・Lee教授,manualaimingの研究をはじめとし

て，発表論文が世界で最も多い研究者の一人と言

われているDigbyElliott教授，運動熟練者とmanual

aimingの研究を行い，マクマスター大学キネシオ

ロジー学部長でもあるJanetSIarkes教授の3名で

す．その他に,UCLAで心理学の学位を取った

DominicSimon氏がポスドクとして在籍し，学生の

指導に当たっていました．博士課程の学生5名，修

士課程の学生約10名，及び，学部生数名が運動学

習研究室に所属していました．その他に,海外の研

究者がサバティカルリーブとして，ほぼ常時,数名

滞在しています.今回は私の他に，イスラエルから

の研究者(Dr.Tal)も居ました．学生は3名の教授

のいずれかを指導教官にしていますが，指導教官

が誰であるかに関わらず，3名の教授，ポスドクの

Domi,サバティカルの研究者，あるいは，他の院

生からも随時研究の指導等を受けていました．実

筒井情次郎（愛知教育大学）

験機器としては,3次元解析が可能なオプトトラッ

クや,両手協応動作測定器などがありましたが,こ

れらは，誰の研究費で購入された物も共有されて

おり，自由に使用可能でした.研究室全体の活動と

しては，月曜10時半からのlabmeetingと水曜1時

半からの文献購読セミナーが行われていました．

labmeetingでは,教授･学生を問わず,全員が先週

の出来事と今週の予定を報告します研究に関す

る報告もあれば,遊びに関する報告もありました．

このmeetingで，教授は学生の動向を把握し，学生

は指導を受ける日時を約束していました.但し,必

ずしも全員が毎回参加しているわけではなく，多

い時には20名以上，少ない時には5名で行われて

いました．文献購読セミナーは，主として院生が，

論文をreviewして60分間くらいで紹介していまし

た.興味のある者は参加するし,興味がない課題で

あれば参加しなくても良いという感じでした．

マクマスター大学では，研究テーマも指導教官

も学生が選ぶシステムでした.そのため,指導教官

は，時には興味と異なる研究テーマを指導しなけ

ればならないこともありましたが，それも特に問

題ではないようでした.研究室の教官･学生間の雰

囲気としては,自由でフレンドリーですが,学生に

は，暗黙に自主的に活動することが要求されてい

ました.実験をしたり，審査を受ける時期等の決定

権も学生にありましたが,文献の唾viewにしても，

実験デザインにしても，教官が認める基準に達す
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るまでは実験を行うことはできません．したがっ

て，各段階であるレベルに達することは要求され

ますが，それをいつまでにやるかは学生自身の問

題とされていました．修士課程にしても博士課程

にしても，1年半で終了する者もいれば，3年以上

かかって終了する者もいます．ちなみに，マクマス

ター大学では,国際誌に3本以上受理されないと博

士の学位審査を受けられないとのことでした．教

官側も，在籍の長さは学生次第と考えているよう

に見受けました．また，学士，修士，博士を取得す

る大学は必ずしも連動しておらず,学士･修士取得

後に他大学に移る者，そのまま進学する者，学士・

修士取得後来る者など，様々なレベルで移動が見

られました.基本的には,院生と教官との個人間契

約のような感じで移動しているようでした．他大

学の博士課程に行っていたが，指導教官と上手く

いかず修士を取得した大学に戻って来たという例

もいくつかみられました．

滞在中の住居については，1人暮らしだったの

で,当初はモーテルに泊まり，途中から一戸建て住

宅の一部を借用しました．いずれにしても1週間当

たり3万円はかかりませんでした．食事等は，レス

トランで飲食しても一人2000円かかることはほと

んどなく，自炊すれば，一ヶ月2万円以内で暮らせ

ると思います．家族は春休みに3週間来ましたが，

まだ,気温が氷点下であったため，カナダの自然を

楽しむには季節が悪かったと思います．その代わ

りに，本場のバスケットボールやアイスホッケー

を生で見ることができました．5月になると，野球

(イチローや野茂）も見ることができます．これら

のチケットはインターネットで簡単に取ることが

でき,値段も日本に比べると大変安いです-海外に

行くことは，ストレスフルなことではありますが，

海外の研究者との交流からは得るものが多くあり

ます，是非，公費・私費に関わらず，海外の研究者

と交流されることをお薦めします.最後に,私の滞

在中に，東京学芸大学の森司郎先生が5日間来ら

れ,マクマスター大学の教官･学生と研究交流をさ

れたことを付け加えておきます．

オタワ大学に滞在して

平成12年3月より約1年間，カナダのオンタリ

オ州にあるオタワ大学に文部科学省の在外研究員

として派遣していただきました．オタワ大学での

体験や日常生活における体験を振り返り，印象に

残っていることを書きたいと思います．

オタワ大学での体験

オタワ大学はカナダの首都であるオタワのほぼ

竹之内隆志（名古屋大学）

中心に位置し，私はその一角にあるSchoolofHu-

manKineticsにVisitingResearcherとして籍を置かせ

てもらいました．受け入れ教授は,TerryOrlick教

授でした.彼は，メンタルトレーニングの分野では

世界的に著名であり,IntemationalSocietyfbrMen-

talTrainingandExcellenceの会長を8年間務めた経

歴をお持ちです．彼の研究の視点は運動領域に限

定されることなく，子供から大人まで様々な人々
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第一回目の授業時に，学生がこの課程を選択した

動機を語っていましたが，メンタルトレーナーと

して独立開業したいという人もいました．日本で

はあり得ないような将来像ですが，その分学生の

授業への参加態度は真剣でした．また,競技選手と

しても指導者としてもキャリアを持っている学生

が多いため，活発な発言がなされる授業となって

いました．

授業の受講に対しては，毎回分厚い論文の予習

が義務づけられ，レポートも課せられていました．

特に印象的だったのは，議論が論文の内容の知的

理解にとどまることなく展開される点でした．つ

まり，個々 の論文で主張されている内容や理論は，

自分のこれまでの体験に照らし合わせながら議論

されますしたがって体験を語っている学生は自

分の過去の体験に対する新たな洞察を得たり，話

を聞いている学生の方には理論を越えた包括的で

共感的な理解が促進されます.私は，こうした議論

に活発に参加することは出来ませんでしたが，い

わゆる理論と個人の実体験が融合していくような

の心理的な生活の質の向上を扱っています．オリ

ンピック選手のみならず，宇宙飛行士のメンタル

トレーニングにも梯わったそうです．

こうした経歴を背景として,Orlick教授は制度的

に独自な大学院教育を行っています．オタワ大学

の大学院では,学位論文を課す課程に加え,学位論

文を必要としない課程の2つが開設されています．

前者は研究者の養成を目指し，後者は高度な知識

を有したうえで現場での実践に携わる専門家の育

成を目指しています．どちらの課程に所属しても

マスターの学位は得られますが，後者の課程では，

学位論文を課さないかわりに，計360II'寺間のメンタ

ルトレーニングに関する実地訓練を要求していま

す.そしてOrlick教授はこのメンタルトレーニング

の理論や方法論に関する授業と，学生の実地訓練

の指導に尽力されています．このような大学院制

度は珍しく，カナダ国内をはじめ諸外国からも学

生が集まってきています．

私は，自分の研究を進める傍らで，このメンタル

トレーニングの授業にも参加させてもらいました．

酊
牙
４
コ
－
言
ｉ
Ｙ
Ｌ

研究室のスタッフ（後列右端が竹之内、後列右から3番目がOrlick教授）
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感じを受けました．

また，もう一つ授業で印象的だったのは，メンタ

ルトレーナーとしての哲学の形成を重視していた

点です.学生は，メンタルトレーニングの実地訓練

に入る前に，自分の哲学をレポートで報告するこ

とが課せられていました．このレポートでは，ま

ず，これまでの自分の生活史を振り返ることが求

められていました．どのような経験が自分の生き

方に影響したのか，親やコーチは自分にどのよう

な影響を与えてきたのか，なぜメンタルトレー

ナーを目指すのか，などを自分なりに分析しなけ

ればなりません.そして，こうした自分の過去の体

験に基づいて，自分はどのような哲学でメンタル

トレーニングを行うのかを述べていきます．この

ような哲学の重視は，メンタルトレーナーの養成

というはっきりとした目的を持つ課程であるから

可能となるのかもしれませんが，日本の大学院教

育を考える上でも参考になると思います．

日常生活での体験

カナダでの最初の’か月は苦労の連続でした．

2歳に満たない子供と妻を同行したため，早急に

住む家を探す必要があったのに，到着後4日目に

私が39度の熱を出し，数日間何も出来ない状態で

した．治療のため病院に行き医療制度を知ること

は出来ましたが,さんざんなスタートでした.体が

回復し家探しに取り掛かりましたが，地理も分か

らず不動産屋がどこにあるのかも分からず，仕方

なくレンタカーを借り，手当たり次第に｢ForRent」

の看板が出ているアパートを探し回りました．し

かし，3月という時期は引っ越しシーズンでなく，

なかなか空いている部屋を見つけることが出来ま

せんでした結局1週間以上を費やして，ようやく

大学から10Kmも離れたところに適当な物件を見

つけることが出来ました．入居した初日はとにか

く布団だけ購入し，すっからかんの家でKentucky

のチキンを食べ（日本のそれと全く同じ味)，一夜

を過ごしました.車の職入にあたっても，保険や運

輸省への登録，カナダの運転免許証の取得などの

制度が分からず，また拙い私の英語力も手伝って，

2度，3度と手続きに足を運ばなければならいこ

とがしばしばでした．

このような時期を経て，なんとかカナダでの生

活にも適応していったのですが，その適応の過程

では,家族の存在が大きかったように思います.妻

は私が大学に行っている間，よく子供を公園に連

れていきました．そこで子供にカナダ人の友達が

出来ます．それにつれて，友達の母親と妻も顔見知

りになり，生活に必要ないろいろな情報を聞いて

きます．また，公園で偶然日本人（カナダ人と結婚

している）の方とも出会い，家族<、るみでのつきあ

いへと発展していきました．

1年間カナダで生活し，いろんな文化差や価値

観の違いを肌で感じることが出来ましたそれら

のうちで一番印象に残っているのは，カナダ人は

建物の入り口では，次の人が入りやすいようにド

アを開けて待っていてくれる点です．子供でさえ

もそのようにしてくれます．そして，その際には

｢Thankyou」と「Youarewelcome」が自然に語ら

れます.非常にささいなことですが，日本ではあま

り見ない光景だと思います．習慣の違いと言って

しまえばそれまでですが，他人に対する配慮の違

いとも思われます．近年の日本では心の教育の問

題をよく耳にしますが，それは上述のようなささ

いなところから達成されていくような気がします．



VIll.事務局報告



事務局報告

1

平成12年度事業報告

日本体育学会第51回大会（於：奈良女子大学）

1）一般研究発表

口頭発表（生活環境学部会議室）およびポスター発表（体育館）

日時：平成12年10月7日および8日

発表数：平成12年度44題（口頭発表17題；ポスター発表27題）

（備考：平成6年度55題；平成7年度50題；平成8年度47題；

平成9年度52題；平成10年度46題，平成ll年度54題）

2）キーノート・レクチャー

日時:12年10月9日（日)10:30～l2:00

会場：奈良女子大学（記念館）

テーマ：「運動制御の階層秩序」

司会：関矢寛史（広島大学総合科学部）

演者：調枝孝治（広島大学総合科学部）

3）専門分科会総会

日時：平成12年10月9日（日)9:30～10:30

会場：奈良女子大学（記念館）

式次第：

開会の辞

議長の選出

報告事項

①平成l1年度事業活動報告について（会報12号:p.54-55)

②日本体育学会第51回大会について（会報12号:p.51)
③その他会報12号の訂正（理事名の記載）

審議事項

①平成12年度決算及び平成13年度予算案について（資料1)

②平成13年度の事業計画について
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◎日本体育学会第52回大会について

（運営については，新事務局に一任する旨了承）

一般研究発表（口頭・ポスター)，シンポジウム

キーノート・レクチャーなど

◎体育心理学専門分科会「会報」第13号（通巻第41号）の発行

について

③事務局の交替について（名古屋大学への交替を承認）

④その他

閉会の辞

2．体育心理学専門分科会会報の発行

第12号（通巻第40号）を8月21日付で発行し，全会員687名に郵送した．

3.その他の事務局業務

平成12年度の事務局業務として，以下の事項を遂行した．

(1)第51回日本体育学会専門分科会連絡会議出席

(2)キーノート・レクチャー講師への依頼

(3)専門分科会連絡会議および支部長・専門分科会世話役合同会議への出席

(4)日本体育学会一般発表プログラムの作成，および座長の推薦

(5)発表数44題（口頭発表17題；ポスター発表27題）のプログラム作成と(5)発表数44題（口頭発表17題；ポスター発表27題）のプログラム作成と座長の推

薦を当番大学に通知（6/1）

(6)体育心理学専門分科会会報の原稿依頼，編集および送付(8/21)

(7)日本体育学会体育心理学専門分科会選出の評議員選挙および会長の選出．

(8)次期専門分科会事務局（平成13年度～16年度：平成12年学会終了時から平成16

年学会終了時の4年間）の交代について総会にて審議

名古屋大学総合保健体育科学センターに決定した．
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平成12年度決算報告

(自平成11年度総会至平成12年度総会）

＜資料1＞

○収支決算書

l予算案｜決算IL_差額
収入の部

当期収入合計(A)
前期繰越収支差額

一収入合計(B)

支出の部

当期支出合計(C)
次期繰越収支差額(B)-(C)

770，001

882，849

1，652，850

781，189

882，849

1，664，038

11，188△

0

11．188△

1,100,000

552，850

1,652,850

664，948

999,090

1,664,038

435,052

446,240

11，188

△
△

一一室堂合計一
△増収・超過

筐竺二を |岡■…卿可一
’882,849101

1648,000118､0O0olT千円×648名
olol※会員数687
1891188△｜

畔|133,000113,000.|

'……■■｢~－

｜予算案
’882,849
1640,000

0

,130,000

…

－．前年度繰越金

二二年度会費

ニー堂_≧衣ジストより返金

_皇堅便貯金（利息）

1千円×648名

※会員数687

(納入率94.3％）
’補助金

’
△増収

○支出の部

ー ー一
睡
…~五

407，94242，058

231,000

140，850

30，000

6,092

80,000170,00C

20,000

10!000

50,0001

01
01100,000

89,0301
17,56011
51，470

20,000

128159621，404

48,410101,590

項目

L =42，058小計

印刷費

郵送料
一

会報作成補助費

写真現偉代

750部印刷

雲｜
’

170,000

－

2501000小計

謝礼（特別寄稿）

謝礼（調師）

謝礼（傍聴記会報寄稿者）

専門分科会懇親会補助 開催なし

100，000 今年度なし

I
小計

封筒印刷代

送料

発送補助費

文具コピー、発送業務・資料整理等

会員・評議員連絡費

｜
坐
一

150，000

150,000

1,100,000

552，850

128，59621，404

48,410101,590

664,948435,052

1999,0901446,240.i

|1,664,038111,188｡|

■I■
召
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｑ
ｌ
８
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

－
－Q支出合計

二一一一マー

'1，652，850

△超過
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平成13年度予算案

(自平成12年度総会至平成13年度総会）

＜資料2＞

○収入の部

|･前年度繰越金
|･年度会黄
|･郵便貯金(利息）
|･体育学会専門分科会補助金｜
|、当期収入合計(A)
'○収入合計(B)

|前年度度決算I

882，849

6481000

189

133,000

781，189

1,664,038

予算案｜差訓

999,090116,241.

640,0008,0001

1188

130,0003,000

770,001111188

1,769,091105,053.

説明

前年予備費から

1千円×640名

一
一

△増収

O支出の部

款 項目

L･分科会会報関連費用 ｜印刷費.郵送料､会報作成補助受等

I前年度度決算’
|407,9421

予算案｜差額I説明’

450|OOOl42,058111

小計 |80,000
謝礼（学会謂師，司会，会報原稿協力者等）

専門分科会懇親会補助

シンポジウム打ち合わせ補助等

シンポジウム等関連経貸 250,000 170,000

・ポスター発表負担金

・事務局事務費

・通信黄

・当期支出合計(C)

・予備費(B)-(C)

○支出合計

1001000第47回大会で支出

21,404

101,590

435，052

320,999収入一支出

105,053△予備費埴額による

100,000

150,000

150,000

1,1001000

669,091

1，769，091

0

1文具,印刷費発送業務･資料整理賛等128,596
会員・評鑓員連絡賢等48,410

664‘948

9991090

11,664,038

△超過



編集後記

会報第13号（通巻第41号）を会員の皆さまにお送り致します．

本号の「はじめに」にも触れましたように，私どもが責任担当として発刊す

る最初の会報となりました．内容としましては，これまでの会報の伝統を継承

しつつ，学位論文の紹介の紙数を増やしました．掲載する学位所得者数を増や

した分，個々の論文の紹介は手短になってしまいましたが，情報交換の契機と

なれば幸いです．

不慣れな編集作業でしたが，ご執筆頂いた先生方には原稿提出期限や書式を

順守して頂き，円滑に編集作業を終えることが出来ました．この場を借りて重

ねてお礼申し上げます．

文責：竹之内隆志

日本体育学会体育心理学専門分科会会報第13号（通巻第41号）

発行

発行責任者

発行所

印刷

平成13年8月13日発行（非売品）

西田保（代表）・山本裕二・竹之内隆志

日本体育学会体育心理学専門分科会事務局

〒464-8601名古屋市千種区不老町

名古屋大学総合保健体育科学センター西田研究室内

TEL:052-789-3952FAX:052-789-3957

名古屋大学消費生活協同組合印刷部

TEL:052-781-6698FAX:052-781-2177


